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島根県出雲農林振興センターにおいては、森林整備の推進、および山村地域の生

活環境の向上に資するため、林道の整備を実施しているところです。

林道宮本聖谷線は、出雲市多伎町小田地区と奥田儀地区を連絡し、高性能林業機

械の導入による、効率的な林業経営を可能とするための基幹的林道として、また、

災害時の迂回路として計画され、平成9年度より整備を進めています。

林道整備に際しては、埋蔵文化財の保護にも充分配慮しつつ関係機関と協議しな

がら進めていますが、避けることのできない文化財については、事業者の負担によ

り必要な調査を実施しております。

本事業においても、林道予定地内にある埋蔵文化財について、島根県教育委員会

と協議し、同教育委員会及び出雲市のご協力のもと、平成16年10月より発掘調査を

実施してきました。

本報告書は「薯ケ原奥たたら跡」の調査結果をまとめたものであり、郷土の埋蔵

文化財に関する貴重な資料として学術および教育のために広く利用されるとともに、

林道事業が埋蔵文化財の保護にも充分配慮しつつ実施していることへのご理解をい

ただくことを期待するものであります。

最後に、今回の発掘調査および本書の編集にあたり、ご指導、ご協力をいただい

た島根県教育委員会ならびに関係各位に対し心より謝意を表すものであります。

平成17年8月 島根県出雲農林振興センター

所　長　星野　善樹
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林道宮本聖谷線は、島根県農林振興センターによって、多伎町小田地区と奥田儀

地区を連絡し、効率的な林業経営を可能とするための基幹的林道として、また、災

害時の迂回路として計画され、平成9年度より整備が進められています。

多伎町教育委員会（合併前）では、島根県出雲農林振興センターの委託を受け、

昨年度より林道宮本聖谷線開設予定地内の埋蔵文化財発掘調査を実施することにな

りました。

本報告書は平成16年10月～17年1月に発掘調査を行った「著ケ原奥たたら跡」の

成果をまとめたものです。本書が、郷土の埋蔵文化財に関する貴重な資料として学

術および教育のために広く利用されることを期待しております。

ところで著ケ原奥たたら跡から嶺を越えた多伎町奥田儀の宮本の谷は、江戸時代

初め以来、田儀横井家が約250年にわたり、代々たたら製鉄業を営んだ地であり、そ

の規模は「奥出雲の三大鉄師」として知られる田部家、麻原家、仁多（可部屋）横

井家に次ぐものでした。

今後、田儀櫻井家が経営したふるさとの一大事業の歴史的・文化的価値を明らか

にし、この貴重な遺跡を次世代へ伝えていく計画も進行しております。

最後に、今回の発掘調査および本書の編集にあたりまして、ご指導、ご協力をい

ただいた地元の方々や島根県農林振興センター、島根県教育委員会ならびに関係各

位に対して心からお礼を申しあげます。

平成17年8月 出雲市教育委員会

教育長　黒目　俊策



例 仁コ

1．本書は、島根県出雲農林振興センターの委託を受けて多伎町教育委員会（現出雲市教育委員会）が

平成16年度～平成17年度に実施した林道宮本聖谷線開設予定地内埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2．本書で扱う遺跡は、島根県出雲市多伎町大字小田　小田国有林地内　著ケ原奥たたら跡である。

3．調査組織は下記のとおりである。

平成16年度

調査主体

事務局

調査員

平成17年度

調査主体

事務局

調査員

多伎町教育委員会

鳥屋原敏夫（多伎町教育委員会教育長）、三原順子（同教育課長）、山本春美

（同社会教育指導員）、帯刀桂子（同社会教育指導員）

阿部智子（多伎町教育委員会臨時職）

出雲市教育委員会

神門勉（出雲市文化財課課長）、川上稔（出雲市文化財課主査）

石原聡（出雲市文化財課副主任）、阿部智子（出雲市文化財課嘱託員）

4．現地調査にあたっては下記の方々から指導を受けた。（五十音順、敬称略、役職名は当時）

原田敏照（島根県教育庁文化財課文化財保護主事）

東森晋（同文化財保護主事）

5．発掘作業及び遺物の整理、報告書作成作業は下記の方々が行った。（五十音順、敬称略）

足立今栄、石倉ひろみ、石飛すみえ、伊藤伸、大国健次、川上晴夫、小松原千恵子、斎藤淳一

須田昭夫、武田淑子、花田増男、原ミチ子、福庭正、森山節朗、柳楽晃、柳楽昭治、柳楽房利

渡部怜美

6．現地調査及び報告書の作成に際しては、調査指導者の他、以下の方々から有益なご指導・御助言

・ご協力をいただいた。（五十音順、敬称略、役職名は当時）

穴澤義功（製鉄遺跡研究会代表）、大野篤美（千葉工業大学名誉教授）、君嶋俊行（鳥取県教育文化

財団）、角田徳幸（島根県埋蔵文化財調査センター主幹）、佐伯純也（米子市教育文化事業団　埋

蔵文化財調査室）、中村唯史（三瓶自然館学芸員）、西尾克己（島根県教育庁文化財課副主査）、三木

雅子（鳥取県教育文化財団）、目次謙一（島根県古代文化センター主任研究員）、湯川善一（鳥

取県教育文化財団）

7．挿図で使用した平面直角座標系ⅩYは世界測地系第Ⅲ系による。方位はⅩ軸方位を示し、レベル

高は海抜を示す。

8．本書に使用した写真のうち巻頭カラー1は（株）ワールドが写真合成を行ったものを使用した。

9．本書に使用した図のうち、第2図は出雲市管内図（国土地理院発行の5万分の1地形図を出雲市が

複製、平成17年3月）を、第4図、第11図は（株）ワールドが作成した平板地形測量図をそれぞれ

使用した。

10．本書の執筆及び編集は石原、阿部、江角、渡部が行った。

11．本書に掲載した遺物実測は一部をいなか合に委託し、その他を石原、阿部、伊藤悟郎（出雲市文

化財課臨時職員）、石倉、渡部、写真撮影は松尾充晶（島根県埋蔵文化財調査センター文化財保護

主事）、石原、阿部が行い、遺物遺構実測図の整理、浄書は石倉、渡部が行った。

12．本書掲載の遺物、実測図、写真などの資料は、出雲市教育委員会で保管している。

13．調査に関連する自然科学分析は（株）九州テクノリサーチに依頼した。



凡 例

1．本文、挿図及び写真図版の遺物番号は一致する。

2．製鉄関連遺物については通し番号を割り振った。番号は実測図正位置の右下に付記した。各遺物

の計測値および本文・観察表の記述における遺物の各面の呼び方は下の凡例図のとおりである。

3．製鉄関連遺物のうち流動津については実測図中に→で流動方向を示した。

厚［＝◎

炉壁例

165

鉄製品例

厚匡≡二二⊃－

鉄洋・鉄塊系遺物例

：炉壁淳化部分

：炉壁ガラス質化部分
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第1章　調査に至る経緯

林道宮本聖谷線は、島根県出雲市多伎

町南西部の森林地帯を町道と連結させる

ことにより、一体的な路網を整備し林業

を活性化させる目的で、島根県出雲農林

振興センター（以下農林センター）におい

て、幅員5．0mの森林管理道として計画

一された。起点は多伎町大字小田（武士池）、

終点は同町大字奥田儀（宮本）で総延長は

7，100mである。

林道宮本聖谷線予定地は田儀櫻井家が

江戸時代よりたたら製鉄を操業していた

宮本川や小田川沿いに位置する。

200km　　　平成6年に多伎町の文化財及び史跡の
。♂

第1図　調査対象位置図
保存等を目的に地元の有志が宮本史跡保

存会を発足。宮本史跡に関する調査、研

究及びその保存活動を続けている。また平成9年には多伎町文化伝習館にて“たたら製鉄”の歴史展

が開かれる。そして平成12年4月「第4次多伎町総合振興計画」に「宮本史跡公園整備事業」として

遺跡の活用が計画される。平成15年7月に島根県教育庁文化財課（以下文化財課）が踏査し田儀宮本横

井家のたたら製鉄に関する基礎調査の必要性を指摘、同11月に調査委員会が発足した。

林道宮本聖谷線開設の計画を受け、多伎町教育委員会（現出雲市教育委員会、以下出雲市教）は平成

16年1月に文化財課と分布調査を実施し、9箇所の遺跡の存在を確認している。著ケ原奥たたら跡の

取り扱いについては同9月に農林センターが文化財課へ埋蔵文化財発掘の届出を提出。同月、文化財

課が農林センターへ著ケ原奥たたら跡の発掘調査の指示を通知。同10月、著ケ原奥たたら跡の発掘調査

業務を農林センターが出雲市教へ依頼。同11月、これを受け出雲市敦が発掘調査に着手した。

第1表　林道宮本聖谷線開設予定地内遺跡一覧（2004．6現在）

番号 遺跡名 種類 概要 備　　 考

1 屋形遺跡 鉄生産関連遺跡 石垣、鉄淳、陶磁器、黒曜石
林道宮本聖谷線開設予定地内埋蔵文化財発

掘調査報告書 I平成16年7月

2 掛樋たたら跡 鉄生産関連遺跡 石垣、鉄i宰 平成17年度試掘調査予定

3 屋敷谷 I遺跡 鉄生産関連遺跡 石垣

4 屋敷谷Ⅲ遺跡 鉄生産関連遺跡 石垣

5 屋敷谷Ⅲ遺跡 鉄生産関連遺跡 石垣

6 聖谷奥 I遺跡 鉄生産関連遺跡 石垣

7 聖谷奥Ⅲ遺跡 鉄生産関連遺跡 石垣

8 聖谷たたら跡 鉄生産関連遺跡 石垣、鉄津 平成17年度試掘調査予定

9 署ケ原奥たたら跡 鉄生産関連遺跡 鉄津、鉄塊 本書

＊番号は第3図と対応する
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第2章　位置と歴史的環境

出雲市多伎町は、島根県の中央部、出雲圏域海岸部の西端にあり、北緯35度15分、東経132度37分

付近に位置している。町域は東西約8．2km、南北約10．8kmに及び、面積は55．15k崩である。北は日本海

に面し、東は出雲市湖陵町と同佐田町に、南と西は大田市に接している。

気候は日本海岸性気候で低温、多雨、多雪である。積雪は対馬海流の影響で簸川平原部と比較すれ

ば少ない。山間部では年に1、2度、20～30cmの積雪が記録されるが、海岸部は冬季殊に強く吹く北

西風や西風のため積雪はほとんどない。

また、山系は概ね南北に走り山容は東より西に至るに従い急峻となり海岸近くまで迫っている。こ

の山系に沿い田儀川、小田川、久相川の3河川が日本海に注いでいる。若ケ原奥たたら跡は小田川が

二つに分かれる武士池地区より約1．5km上流の川に画した丘陵先端部に位置している。付近の地形は

起伏量400～200mの中起伏山地が連なっておりその間を小田川が縫うように流れ、河岸段丘が形成さ

れている。この小田川は源を高丸（423m）に発し、途中田尻谷川、猪子田川、字杉川、西明川、城谷川

などを合し、北流して久村海岸へ注ぐ。

町の大部分が山地であるため平野が非常に少なく、川に沿ってできた氾濫原、その両側斜面にある

階段状に平坦面を造成し耕地化している。ちなみに現在の出雲市多伎町における土地利用の状況は、

宅地1．16k崩（2．1％）、農用地2．86kn萱（5．2％）、林野37．91k撼（68．9％）、その他雑種地など13．21knf（24．0％）

である1）。

周辺の表層地層は第3紀層で山間地は大部分が安山岩で一部に凝灰岩がある。大森層は約1，500万

年前の地層で日本海が現代の広さになった時代の地層である。当時の海岸付近で噴出した安山岩溶岩

が若ケ原奥たたら跡周辺に分布している。以下、出雲市多伎町を中心に時代をおって概観したい。

縄文時代　平成16年度調査の多伎町奥田儀屋形遺跡より黒曜石製の石鉄及び剥片が出土している。ま

た同小田菅沢地内地内でも打製石器（尖頭器槍先、石鉄、スクレイパー）や磨製石器（石斧）などが採取

されている。縄文集落の遺構は確認されていない。

弥生時代　昭和31年（1956年）久村地区矢谷の水田にて表面より約60cm下より前期の広口壷が出土し

た。土器の底部に籾の痕跡があり、この時代よりすでに稲作が行われていたといえる。

古墳時代　口田儀地区の経塚山古墳群は昭和10年ごろ県道拡張工事のおり初めて発見され箱形石棺と

ともに人骨・鉄剣が出土したといわれる。昭和26（1951）年の発掘調査では竪穴式石室の様相を帯びた

6mX5．5m　高さ1mの方墳が確認された。勾玉・管玉が出土しており、5世紀中ごろ～6世紀中ご

ろのものと推定される。古墳時代中期には大和政権の支配力が及んでいる。

奈良・平安時代　天平5（733）年に撰上された「出雲国風土記」に「多伎郷。郡家の西南二十里、天

下造らLL大神の御子、阿陀加夜努志多伎吉比売命座しき。故多吉と云ふ。神亀3（726）年字を多伎
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と改む。」と記されているほか「奥田儀、口田儀、小田、多岐、久村等を併せて一郷と為す也」とあ

るように、古くからほぼ現在の町域が「多伎の郷」と呼ばれていた。多伎町は出雲国と石見国の境に

位置し、「多伎の輝」「御番所」「常置劉」「権剃」「戊」「烙」があると記され、石見へと続く「正西道」

の交通の要所、国境の要地となっていた。

中世　戦国時代、尼子清貞配下の小田常陸が応永年間（1394～1427年）に小田菅沢に築いた富士ケ城や、

清貞の子経久が勢力を広げた大永年間（1521～1528年）にその配下の小野玄春が出雲西部の国境を守っ

ていた鶴ヶ城跡が知られる。後者は後に毛利輝元に敗れ、田儀城と改められた。

近世　長沢焼は県内初の地元生産磁器である。久村の有志の共同出資によって文政10（1827）年、民窯

として出発した。主として日用雑器を焼いたが初めは脆弱で、和英も精白でなく薄褐色をおび薄く貰

乳が入るなど品質に問題があり、経済的にも経営が行き詰まった。天保元（1830）年、松江藩の直営と

なりそれに前後して備前国伊万里の陶工木村甚兵衛が来村し磁器の質が向上した。しかし藩の方針に

より天保7（1836）年、窯が東出雲町意東村に移る。

田儀櫻井家は、仁多櫻井家から分家独立したものである。仁多櫻井家の三郎左衛門直垂は正保元

（1644）年、26歳の時備後国恵蘇郡新市宿（現、広島県比婆郡高野町）より出雲国仁多郡上阿井村呑谷に

やってきて、たたら製鉄業をはじめ、成功して藩の依頼を受けて奥田儀に進出し、その嫡子幸左衛門

が奥田儀のたたら製鉄業表を引き継いだ。その後、約250年の間たたら製鉄事業が宮本の地を中心に

操業された2）。

1）平成16年1月1日現在「多伎町土地総括表」

2）櫻井家のたたら製鉄事業に関する詳細は、別刊行の『田儀櫻井家のたたら製鉄事業に関する基礎調査』
に掲載されている。

参考文献

田儀村誌編纂委員会1961『田儀村誌』

岐久村誌編纂委員会1960『岐久村誌』

多伎町誌編集委員会1978『多伎町誌』

松尾　充晶2004『多伎の考古学』

角川書店1979『角川日本地名大辞典　32島根県』

平凡社1995『日本歴史地名大系第33巻　島根県の地名』

渡辺勝治1996『田儀櫻井家年代記』（自費出版）

仁多町横井家文書「初代家督詮文写手鑑」

島根県地質図説明書編集委員会1985『島根県の地質』

国土交通省中国地方整備局、国土地理院2001『中国地方の古地理に関する調査　調査図集』

島根県教育委員会編・刊2003『島根県遺跡地図I（出雲・隠岐編）』

同『島根県遺跡地図Ⅱ（石見編）』

島根県古代文化センタ一編・刊行『古代文化研究』10号森山一止「奥田儀宮本櫻井家文書目録」

佐田町教育委員会編・刊『朝日遺跡発掘調査報告書』
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第2図　菩ケ原奥たたら跡周辺の主要遺跡位置図（S＝1／75，000）
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第2表　菩ケ原奥たたら跡と周辺の遺跡

番号 遺　　 跡　　 名 種　　　 別 所　 在　 地 概　　　　 要 備　　 考

1 矢谷遺跡 散布地 出雲市多伎町久村 弥生土器

2 経塚山古墳群 古準 出雲市多伎町口田儀塚尾谷口
4基確認、箱式石棺、竪穴式石室、

石枕、人骨、玉類、土器類、刀剣
外形消滅

3 経塚山横穴群 横穴 出雲市多伎町口田儀塚尾谷口 3穴、家形妻入 外形消滅

4 砂原小山横穴群 横穴 出雲市多伎町多岐砂原 家形妻入、須恵器 1基消滅 l

5 小田古墳 古墳 出雲市多伎町小田 土器 所在不明

6 砂原古墳 古墳 出雲市多伎町多岐砂原 箱式石棺 ？、土師器、須恵器 外形消滅

7 正南横穴群 横穴 出雲市多伎町久村正南谷 3穴、家形妻入、貝、直刀他 崩壊

8 後谷横穴群 横穴 出雲市多伎町久村後谷蛇窪 3穴、妻入、丸天井、横穴式石室 崩壊

9 要害山城跡 城跡 出雲市多伎町口田儀中郷 山城 （郭、帯郭、土塁）、古墓

10 鶴ヶ城跡 城跡 出雲市多伎町口甲儀清武山 山城（郭、帯郭、掘切、堅堀、土塁、石垣）

11 富士ケ城跡 城跡 出雲市多伎町小田菅沢
山城 （郭、帯郭、湖失火字、掘切、

土塁、虎口‾、櫓台）、宝筐印塔
遺構一部破損

12 平畑城跡 城跡 出雲市多伎町久村新道 消滅

13 熊ケ丸城跡 城跡 出雲市多伎町小田 祭祀跡、山城 （郭、掘切）

14 山陰道 街道跡 近世街道跡

15 口田儀台場跡 （1） 台場跡 出雲市多伎町口田儀町向

16 口田儀台場跡 （2 ） 台場跡 出雲市多伎町口田儀上町東笠取坂

17 口田儀番所跡 番所跡 出雲市多伎町口田儀 推定地、消滅

18 雲州久邑長沢焼窯跡 窯跡 出雲市多伎町久村長沢山 登り窯、石粉、窯道具、陶磁器、陶台 県指定

19 西明原の前たたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田西明 鉄浮

20 西明原たたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田西明 石垣、鉄淳

21 掛樋たたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町奥田儀掛樋 石垣、鉄洋

22 堂のそねたたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田西明 鉄浮

23 道ケ崎たたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田道ケ崎 石垣、鉄淳

24 革井谷雀段冶屋跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町口田儀

25 屋形遺跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町奥田儀 鉄淳、陶磁器、石垣、黒曜石

26 屋敷谷 I遺跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町奥田儀 石垣

27 屋敷谷Ⅲ遺跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町奥田儀 石垣

28 屋敷谷Ⅲ遺跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町奥田儀 石垣

29 聖谷奥 I遺跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田 石垣

30 聖谷奥Ⅲ遺跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田 石垣

31 聖谷たたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田 石垣、鉄淳、地蔵石念

32 菩ケ原典たたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町小田 をたら跡、＿陶磁轟、．銅銭、鉄淳 本章所蔵

33 越堂たたら跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町口田儀越堂 たたら跡、鍛冶屋跡、鉄淳

34 宮本鍛冶山内遺跡 製鉄遺跡 出雲市多伎町奥田儀宮本
櫻井家による製鉄跡（屋敷跡、横
井家の菩提寺、金屋子神社、石垣
をともなう平坦地群）陶磁器、鉄淳

市指定

35 橋ケ原沢たたら跡 製鉄遺跡 大田市山口町山口瀬越

36 壇原たたら跡 製鉄遺跡 出雲市佐田町上療波 たたら跡、陶磁器 消滅

37 日ノ平たたら跡 製鉄遺跡 大田市山口町佐津目 た五ら跡、山内墓、金屋子神社跡

38 田床たたら跡 製鉄遺跡 出雲市佐田町高津屋

39 吉原たたら跡 製鉄遺跡 出雲市佐田町高津屋 鉄淳

40 奥原たたら跡 製鉄遺跡 大田市山口町山口川奥 鉄淳、金屋子神社跡

41 加賀谷たたら跡 製鉄遺跡 出雲市佐田町一窪田加賀谷 たたら跡、金屋子神社、石垣、元小屋

42 梅ヶ谷尻たたら跡 製鉄遺跡 出雲市佐田町吉野 消滅

43 朝日たたら跡 製鉄遺跡 出雲市佐田町高津屋 たたら跡、金屋子神社跡 県指定
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第3章　調査の結果

第1節　発掘調査の経過と遺跡の概要

当遺跡は小田川が上流域で二つに分かれるうちの西側の川に面した丘陵先端部に位置している。

武士池の分岐点より約2km奥に入り谷地形が狭まるあたりになり、丘陵先端部から斜面にかけて存在

する平坦面を含めた東西約30m、南北約25mの範囲である。丘陵先端部の平坦面とそれから一段高い

位置にある平坦面が確認される。

現地は現況、国有林地内で樹齢約40～50年1）の槍、桜、その他雑木など自然林や人工林が生い茂り

地元の古老の話では昭和30年代まで小田頭名地区で炭焼きを生業とする者がいたとのことである。そ

の後森林関係者や猟師の入山はあるものの人の手が入っておらず、深い草木に覆われており、点々と

1m前後の巨石が地表に現れている。

上方の平坦面は標高約226mで東西約10m、南北約10mの広さを持つ。平坦面の中央は近代以降の

炭窯によって大きく掘り返されている。調査対象範囲外であるが、この平坦面にたたら製錬炉がおか

れていたものと想像される。丘陵先端部の平坦面は標高約220mで東西約4m、南北約6mと小規模

である。この平坦面をSXOlとし面的に発掘調査した。傾斜面には黒光りして地表を覆うように鉄淳

が出土しており、一部が勅道にも転落している。排淳場は鉄棒の分布から第4図の通りである。ここ

に土層の確認と製鉄関連遺物の回収を目的に2本のトレンチを設定した。調査面積は約120扉であり、

回収した製鉄関連遺物は約2，000kgである。なおこの重量は概ね排淳場の仝製鉄関連遣物の約1／3見

当である2）。

第3図　林道宮本聖谷線開設予定地内遺跡と計画路線図（S＝1／25，000）
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第4図　署ケ原奥たたら跡調査前平面図、道路開設予定図（S＝1／500）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第5図　著ケ原奥たたら跡出土遺物実測図（1～3　S＝1／3、4　S＝1／1）

第3表　著ケ原奥たたら跡出土遺物観察表

挿図番号 出土地点 種別 器種
法量 （cm ）

産　 地 時期 （世紀） 備　　　 考
口　 径 器　 高 底　 径

5 － 1 第11図参照 磁器 碗 11．6 6．1 5．0 瀬戸 ？ 20

5 － 2 第11図参照 磁器 碗蓋 11．0 3．5 5．0 瀬戸 ？ 20

5 － 3 第11図参照 磁器 碗 11．4 6．0 3．8 不明 20

5 － 4 第 2 トレンチ 銅銭 銅銭 2．35 0．1 （厚さ） 2g （重さ） 1636年（初鋳年） 寛永通宝（古寛永）遣物構成NG110
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。1

芋茎瑚号尊
4んug手職軍務1去
るん臼∠手職軍艶寄

（等号〉奇数①￥轟）芋茎雅号週番
芋茎琳号支餉

芋茎躯等斐券的
干潮号封寄

手基軸等辛苦
（等号〉曹塞準）芋輩

6

8

∠

9

9

ケ

C

Z

L

4m

l　】l l　－　！　　　　　　　＿　！

A’220．0m

1．濃黒茶色粘土質（鉄淳多く含む、炭化物特に多く含む）
2．表土（炭化物、鉄淳多く含む）
3．明茶色粘質土（鉄津、錆化した鉄を含む）
4．茶黄色粘質土（鉄塊系鉄浮含む　3に酷似）
5．紫茶色粘質土（挙大の礫多く含む）
6．3，4．5の混ざり土
7．紫灰色粘土（地山）
8Ⅰ乳緑色岩盤（地山）
9．礫層（人頭大の礫多く含む＝地山）

※A－Al，D－D一の土色

1．黒茶色粘質土（粘性低い）
2．紫灰色粘質土（地山に似る）
3，明黒茶色粘質土
4．黒茶色粘質土（紫味を帯びる）
5．紫灰色粘土（地山）

第6図　SXOl実測図（S＝1／80）
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第2節　SXOlの調査

11層序

SXOlの層序は上層から表土（第6図の2）、茶色粘質土（同3、4、5、6）を基本とする（同1

は炭溜り層）。地山は調査区内の部分によってやや様相を異にし、大部分は紫灰色粘土であるが、

一部乳緑色の岩盤となる。同1～4の土層中に製鉄関連遺物が含まれていた。

丘陵部先端は北東に向かって張り出しているが、SXOlの平坦面は自然の海岸段丘を利用した

ものと考えられ、標高の下がる南西部に客土を入れ平坦面を広げたようである。

また南西部の平坦面の始まりは排淳場の斜面をほぼ垂直に削り取り造成している。

2．遺構

（1）炭溜り　　まず表面の枯葉、草、腐葉土を除去し精査した結果、炭溜りのほかには遺構は検

出できなかった。鉄淳を多く採取した。これは上方より転落したものである。炭溜りの下端よ

り下16cmで第9図－8の遺物が出土したことにより、それ以後に炭がたまったことになる。何

らかの炉のカーボンベッドである可能性はほとんどない。目視では判別できなかったが、写真

でみると炭溜りの分布は現場実測以上に広がりを持つようである。

（2）柱　穴　　炭溜りを除去し精査した。結果、杭の残るピット、腐食柱痕のあるピット、石の

出土したピットなどがSXOl中心部を取り巻くように検出された。それぞれの性格や相対関係

は不明であるし、柱列などがはっきりしないが覆屋の存在を示唆するものである。

第7図　SXOl炭溜り実測図（S＝1／40）
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第8図　SXOl内遺構実測図（S＝l／40）、楔状木製品実測図（S＝l／6）
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PI SXOl南端部、稜線上のピットで径0．5m、深さは0．1mと浅い。

P2　　炭溜りの一部でピットではなかった。

P3　　径10cm、長さ16cmの腐食した柱痕を中に認めた。

P4　　径0．5mのピットの中央部より先端を北に向けて杭が差し込まれ楔状のものが打ち込ま

P　5

れていた。杭は桜に似た雑木の生木で縦に割られ上部は伐採時に切断され残存長はN06が

59cm、N07が34cmであった。楔状の木製品は6本確認でき概ね長さ約17cm、幅約2cmで樹

種は上述の杭と類似する。

SXOlの南西部平坦面の始まり部分に位置し、長さ0．7m、幅0．6mの楕円形のピットで

中央に石が出土した。頂部が平坦なため礎石の可能性がある。

長さ0．5m、幅0。7m、深さ0．1mの浅いピットである。

長さ0．6m、幅0．4m、深さ0．2mで地山の礫群が現れた。

出土遺物　第9図－14は、第9－11、12、13と同種別、同器種である。口縁部が外反する

端反形の陶器の皿で口唇部に溝を巡らしている（溝縁皿）。高台内には円錐状の突出した削

り残し（兜巾）がみられる。内面と外面口緑部に灰粕の施粕。窯詰めの技法は砂目積みで、

1610年代～17世紀中ごろまでの生産技術の変化の特徴を良く表しており、遺物の年代は17

世紀中ごろと考えられる。

長さ1．1m、幅0．7mと他のピットとは法量を異にする。深さは40～20cmと段階状である。

SXOlの中心部にある巨石の掘り方である。長さ1．7m、幅1．7m、深さは石の底部より

下15cmである。

その他

東西、南北の軸上にコの字型に石が出土した。その中央付近にこぶし大の礫が集まっている。

人為的に配置された様子を里す。金屋子祭祀にかかわる石組み遺構、もしくはその上屋の地覆

石などが考えられる。

表土面、炭溜り検出面、炭溜り除去後と掘り下げた段階で何度か土を平面的に採取し洗浄選

別を試みたが、鍛造剥片や粒状淳などはなく、また焼土面も認められなかったので精錬関係の

遺構はないと考えられる。

33　遺物

P5東側に出土している長さ0．8m、幅0．3m、高さ約0．4mの大石は西端頂部に打痕を持ち鉄系

の付着物も確認出来る。この石は当遺跡の地山に堆積する安山岩溶岩で大きなクロムを含む。ま

たガスの抜け穴である小さな気孔が多くあり全体にザクッとした感じの石で脆く鉄塊を小割する

時の台石には適さない。

当遺跡での陶磁器はほとんどこのSXOl出土に限られる。第9図－1～10はすべて磁器である。

1～3は青花（花は中国で文様の意）皿、白い素地に呉須で粕下に給付し透明粕を施粕（厚さ0．12mm）

している。3片とも高台部の小片で2，3の復元底径は6．3cmである。明時代末、日用の器物とし

て大量に輸入されたもののひとつであろう。4～7は同種別、同器種の皿で口緑端部に紅を付着

している。8は伊万里の小杯である。9は肥前で1650～70年代に最も一般的に焼かれた綱目文の

碗である。10は青磁の碗である。15は唐津の措鉢で口緑部に鉄錆粕を施和している。第2トレン

チ出土の措鉢と類似している。
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SXOl出土の陶磁器を器種、時代別構成比を第10図に示した。これを見ると皿・碗・小杯といっ

た食膳具が大半を占めており、たたら製鉄作業の合間に飲食していたと思われる。

一方、平坦面の南東部一段低い（比高約60cm）地点より、鉛玉が出土した。（写真図版2）径1．3cm、

重さ10．8g、メタル度し（⑳）の鉄砲玉である。また同地点で鉄塊系遺物が数点出土した。（第30

図－147、151、156これらは磁石吸着力も強くまたメタル度も最も高かった（特L（☆））。これが

たたらによる銑鉄であるとするとこの平坦面が小割り場で、たたら操業でできた鉄を選別してい

た可能性もある。製鉄関連遺物については第4章にて詳述する。

器種別点数（磁器）

椀

第10図　著ケ原奥たたら跡
出土陶磁器　器種構成e時期別比率

第4表　SXOle第2トレンチ出土陶磁器観察表

時期別点数（磁器）

器種別点数（陶器）

挿入番号 出土 地点 種 別 器種
法量 （cm ）

産　 地 時期 （世紀 ） 備　　　 考
口径 器 高 底 径

9 － 1 S X O l 磁器 音花 皿 － － （6．3） 中　 国 16後半～17前半

9 － 2 S X O l 磁器 青花 皿 － － － 中　 国 16後半～17前半

9 － 3 S X O l 磁器 青花 皿 － － （6．3） 中　 国 16後半～17前半

9 － 4 S X O l 磁器 皿 － － － 伊 万里 17後半 口緑 端 部紅

9 － 5 S X O l 磁器 皿 － － － 伊 万里 17後半 口緑 端 部紅

9 － 6 S X O l 磁器 皿 － － （5．4） 伊 万里 17後半

9 － 7 S X O l 磁器 皿 － － （5．4） 伊 万里 17後半 9－4～7は同一個体 の可能性 あ り

9 － 8 S X O l 磁器 小杯 （5．6） 4．5 （2．4） 伊 万里 17後半

9 － 9 S X O l 磁器 碗 （8．6） － － 伊 万里 17後半 網 目支 あ り

9 － 10 S X O l 磁器 青磁 碗 － － 4．4 －

9 － 11 S X O l 陶器 皿 － － 5．0 唐　 津 17中頃 砂 目

9 － 12 S X O l 陶器 皿 － － 4．8 唐　 津 17中頃 砂 目

9 － 13 S X O l 陶器 皿 － － 5．0 唐　 津 17中頃 砂 目

9 － 14 S X O l 陶器 皿 （1 4．8） － － 唐　 津 17中頃

9 － 15 S X O l 陶器 す り鉢 （2 8．0） － － 唐　 津 17中頃 口緑部 鉄錆 相施 粕

9 － 16 第 2 トレンチ 陶器 す り鉢 － － － 唐　 津 17中頃

9 － 16 第 2 トレンチ 陶器 す り鉢 － － － 唐　 津 17中頃

9 － 17 第 2 トレンチ 陶器 す り鉢 － － － 唐　 津 17中頃

9 － 18 第 2 トレンチ 陶器 す り鉢 － － － 唐　 津 17中頃
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第3節　排淳場の調査

傾斜面に第1トレンチ、第2トレンチおよび第3トレンチを設定した（第11図）。これらは尾根の

南東側の比較的緩斜面で、表面に鉄淳が集中して散布していた箇所である。尾根の北西側斜面にも

鉄淳が散見したが、こちらは斜面が急で危険のためトレンチを断念した。第1トレンチは1mXlOm、

第2トレンチは1mX14．5m、第3トレンチは0．5mXlmである。ここから出土した製鉄関連遣物

をすべて採取した。

調査の結果、北よりの第1トレンチでは斜面の中腹標高223mまで鉄淳や炉壁が40cmほど堆積し

ていた。

南よりの第2トレンチでも標高223mまで鉄淳や炉壁が堆積していた。厚さは約70cmで第1トレ

ンチより鉄淳堆積層が厚い。このことから、炉の流出孔に第2トレンチの方が近かった、すなわち

炉が等高線と平行に設置されていたとの推測が可能か。そしてこの鉄淳堆積層によって上部平坦面

が南東方向に拡張されていった観がある。

また第2トレンチは、炉壁の堆積層が2層あり、その上下に鉄淳の堆積層がある。この土層を見

る限り、三回の操業が考えられる。

第1トレンチと第2トレンチの同じ標高から遺構状の採掘をみたため確認のため第3トレンチを

設定した。結果同様の採掘が確認でき溝状に斜面を掘り込んでいることがわかった。

1．遺物

第2トレンチ標高約225．4mで古銭（第5図－4）が出土した。これは寛永通賓の古い型、古寛

永とよばれる。同じく第2トレンチより唐津産の捨鉢の破片が出土している。（第9図－16、17、

18）これはSXOl出土の捨鉢と類似している。

なお第2トレンチ出土の木炭についてC14年代測定を実施しているが、この結果は6章にて詳

述する。

第11図　菩ケ原奥たたら跡排淳場トレンチ設定図（S＝1／200）、第3トレンチ実測図（S＝1／40）
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第4節　製鉄関連遺物

排淳場に設定したトレンチから大量の製鉄関連遺物が出土した。これらはこの遺跡における操業

状況を明らかにする上で有効な情報をもっていると考え、トレンチで出土したものは基本的に全量

とり上げ、洗浄・分類・記録といった一連の作業を次頁に示した手順で実施した。そして穴澤　義

功氏の指導により当遺跡を構成する代表的で情報量の多い遣物を抽出。構成図を作成し、重要度の

高い分から①分析遺物、②当書掲載遺物、③屋内保管遺物、④屋外保管遺物に分け、④については

最終的に現地処分とした。

製鉄関連遺物の分類

発掘・取上げ・水洗・乾燥

強力磁石で分類

「－⊥－「

通風孔付き　　平らな面がある　　比熱少黄・白色　鉄淳付着　　その他　非磁着　　　磁着

炉内淳　　その他の鉄淳

工具付着淳　　流動溜り淳　　流出溝淳　　その他の流動淳 鉄塊系遺物　　含鉄鉄棒

畢中津　　　炉底塊

＊鉄塊系遣物と含鉄鉄棒については特殊金属探知機による分類を実施

以下、実測図を掲載する。個々の遺物の詳細については、第5表　製鉄関連遺物観察表と第7表

分析資料詳細観察表を参照されたい。なお各トレンチの土層図の層位と観察表表記の層位は対応し

ない。遺物取り上げ時はまだ土層の堆積状況を把握できておらず、表層からの深さ10cmまでを1層、

20cmまでを2層、以下同様とした。なお平坦面や黒色土はトレンチ上方の厚く鉄淳が堆積している

地点のことである。

1）現地で伐採後の切り株の年輪を測定した。4本測定し42148、48、49の結果が出た。

2）現場での肉眼観察に鉄淳分布集中地帯の面積（約96扉）、鉄淳堆積層の厚さ（0．2～0．7m）を加味した。
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第16図　著ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（1）（S＝1／3）
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第17図　著ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（2）（S＝1／3）
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第18図　菩ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（3）（S＝1／3）
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第20図　署ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（5）（S＝1／3）
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第21図　署ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（6）（S＝1／3）
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第23図　菩ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（8）（S＝1／3）
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第24図　署ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（9）（S＝1／3）
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第25図　著ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（10）（S＝1／3）
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－30－



蹄ノ∴5

l

l

l

ノ

1．‘

l

l

l

J

．

1．濃果灰色
2．黒褐色

◎122

Jl′

侵し

佐

112

1．責灰色

＼　　　2．赤褐色
＼

恒

・第27図　菩ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（12）（S＝1／3）

－31－



ヽ

＼

l

l

l

1　I

r

l

l

l

l

．

J

1．淡黄灰色
2．淡紫紅色

〕＝‾

132

第28図　署ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（13）（S＝1／3）

－32－



二二二

＼＼⊂⊃142

蔭妄〉141

第29図　菩ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（14）（S＝1／3）

－33－



！

喜こl＿＿＿二＿
l

l一一二十三二：

〔

〈琶芦∋148

∂ n

第30図　署ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（15）（S＝1／3）

－34－



158

C；二二二コー

166－1
分析No．20－1

164

分析No．19

一針
◎

165

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
！，．．l l　　　　　　　　＿＿」

166－5
分析No．20－5

5cm
：．，，．：　　　　　　　　　　！

第31図菩ケ原奥たたら跡製鉄関連遺物実測図（16）檻豊㌫／望1／2）

－35－



腑
鮮
麗
蜜
照
兜
匪
埴
識
畠
！、い

吏

吏

嘲
晦
心

柵

腑
Lr）

維

中
軸
駐
査

l 】 】 l 】 】 I l 1 】 】 】 l 1 l I I l l

柵

鰹

磐e
′糾㊦蝶

○
トや
′イ

幅
e
吐叫

輔
幅
十七

嘩］幅
脛ユ
輪癖

○トや

睡1。
誤怠

駿坦
匿碑 。
餅11 e

糾

＿■」　＝＞

監
栗

皆
婁
ノゝ

十も
限
定

○
トや継げ

撼
鍛
ケり

＋、べ
毛頭
朝く」

蛸
○

音
咄
0

望簑
腫薬
包≦血′

窓菜

；i i 二＞レ
」
口碑

lE蛸
幅
e

＋
裏

＼斗ぐ望中
量針
1 e

怠襲 。庶粛
喋 。吏
4m㊥′ペ

○ぐ
培
・由

下マ東
亜 ′」

ヨヨ

芸
薬
留

＋くべ
や、
＼／

簑硝
忌蘭
〉皿1′

トや
舟
A」
エK

轍
顧
慮

悍 1、
歳
ト蒜

遠思

星雲
ヰヽべ燦
＼／

感
橿

○′71モ
．⊆こ、

′ト
」蚕

一
人」
嘩］

蓋善

T等＼㌘ミ

専・トリ
小玉媒

轟
ゥ」キ＼

○束
蜘

野
や

専
刃．タ

（⊃
′量㌣潔

＼筍H
恕u

蜜 渠
べ
べ＼

宗吾 ′　ヽ裔玉
寒虔

i i i 悪
十も

双
E
E

聖
彗

樽双
屯…百

日
理
経

肇噛望
蘭簑咄
回薬双

吏
」
三式

e
世

上
＼々

茎葉

㍍望

婁百
歳だ
」　　．

u E
聖墜

層
髄
ケ

塾
．⊆：＼

蒜崇
裔一

卦示
東日柄
駐ケり

固
定
e
嘲

I－」十も石
4ロ

Pr一頭
璽
」

1p
忌いつ
、ノ曇
筍羽

っp
垂
範

宿直
室も

簑車軸
回章壁鼻
トe 幅

南野
・JL′常＼々忘＞

ミぎ顆
JJ
L∫つ

匡
rU
（．⊂）〇

ー完
顧
′

鴬訂
霊還
′㌃e

＼々　′荘忌
P d
咄

P
潜
駐
中

Jイ
1土
田

票舅

」璧

′　斗く1喧々
リ増
量勅

蓮空車

。至芸

〇七
ロ＝て
○ユC

王
鮮

蟹裏
e　o

5・
P
慮

m十6　　0嚢；
⊥椅芸e
。上土糾吐逆輔
掛川十担
冬にトe
e ヰ乙ト

藁空
事濫

貞
轟

21諒
解

に
十も‾．・・3．．　　0上長

直§
ゥ．L　の強ヽ　J

監督 ！雛 針‾
簑

ベ
短
十も

鞋曇
樹上
分轄
璃匿
望箭
封≡≡フ

叶神
ト南
軍悪
叶怒
1 。
P ㊥

脚
数
や、

脚
数
走

簑
箭
韓

こK良さ
′　ヽ三二

最
．ゝ」ヽ「・一社

蓋冨羞 蜘
駐
査

駐
蚕 。
石崎

圏謝
意亜
○　　　′

違撃

剛 （

一，L　　O＼々（二＞遠謀
厘
1
○

厘
1

垂茎葉 世
心
直
樹

増
っ。p整
地

ト
○±
嘲　○

穐中
寺吋 。
表裏買

蛮
牽
制

纏

○　けづユ⊂京

「＼嘱望奇
警憲蔓

箭寸サ1
喪蓋璧

」　0ノペ

○癒
合
吏

鮎

勅

壮案
椒牽
き雇
蛾e

憲で

H ニ
e櫛て

蔓要撃

至芸垂

容
咽
喉
球

○壮　」

卜十一一
ヨヨ

出撃
ベヰロ
毒蛋

餌忌
ベ吏
矢簑
ヒ＝＝．七ヽ・・・・・一・

咄
＿ゝ一．＼

」副＼。
感…。G、

盛毒 ′；、一
′い

；； ○ユC
嘲

翌誉 長一
捕

り一一こ一　　　〇

忌 。
衰責

星雲 ＼‖h
e 望

ruう賦曇
べ監

霊室 写羞 ○朝エユc l
髄e

鍾ト這 」 三芸雲 旦 表芸 更沌㌧」 壮ふ 糾§ 蜃栗 画境ニ 皇室

芸貰

！i

轟云 壮圏
〉鮮ニ 蓋窯 上＿⊃ヽく一一　　〇 吏 餌遥禦 辟ユ嘆 裔現 K Oで 針簑 e e 卜 ・由」 記ト
警憲雷 姥案 轟睾褒 」 吋や、（○ 上し十ふ 呈感 壁上 敏宗 針ニ 静はJJ 監忘 玉㌣

望 忌 ユ」
毎 月

蓋 崖 璧 要 ； ； ； 鎧 漂 舞 吏 鑑 曇 宅 口車 匡 聖 書 彗 簑 虔 案
嘲 駐 怠 毒 吏 糾 増 褒 岩 思 重 患 壮 簑 刃　 封蜜 e 簑 弱 毒 e 蜜
皿 痢 宴 に 合 ベ 望 1ハトR cJ 簑 盤 簑 針 鴬 忌 上 長 舟 咄 姥 だ e 駐 怒 怒 望
塔 e ニ 蟹 e l卜巣 厘 ㌣ い 。叶 怒 訂 ユ 簑 垣 を 壮 榊 止 痛 謳 橋 架 椒 J ・匡 江 e 如 腫
簑 室 蘭 ト 粘 蜃 厘 疋 牽 」 トや蘭 合 舟 密 量 拇 ベ 怒 簑 高 台 警 告 e 慧 車 型 駐 辣 腕 戸 上

○箭 懸 榊 刃 械 画 餅 へ朝 岩 舟 婁 ＼／ 烹 望 瑞 穂 ユ e 璃 吏 鰭 ト ≡

竃 窒

叫（璧　 ′ 舟 王昼 矩

錆
1 逆 如 呈 幅 畔 。

ケ′　　　ノ
匡 婁 壮 JJ 幅

ケ′
塵 浮 羽 経 箭 簑

r

合 鍵 照 ぜ 鼻 寧 卓 聖 篭 H 咄 望 計 腫

e lま一曲 躯 望 簑 華 JJ 合 ・臣ぜU e 1ま や 萱 簑 韓 穐 e　 ′曇 理 岬 簑 d e ト十訂 l 望
厘 捉 婁 牽 引 厘 叫 細 e 匿 糎 糾 恒 厘 。 厘 接 種 但 」 羽 賭 場 嘩 駐 畠 中 ∈恒 副 。箪 針 箭 ⑫ 匿 ト 案 愈 U⊃忌
定 ・R 幅 周 密 定 鼻 橿 糎 荘 e 蛸く 疋 定 量 鑑 三至e 疋 増 悪 璽 e 孟 望 J 冬′ Cn 駐 寸 嘩］ 怒 岬 渠 駁 撃 璧 e 璧 牽 慈 壁 佃

」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 ，＿」
　　　（

●
垂

」 」
6

へ

γ＼

咄

撫
建

　　　（

b8

・か

▼－」

C⊃

舟

N

C⊃

・舟

寸

C⊃

舟

0つ

⊂⊃

舟

N

C⊃

舟

0つ

⊂⊃

舟

N

C⊃

舟

N

C⊃

丈も

「・」

⊂⊃

・か

ト－

C⊃

．

I

】

I

】

l

l

小

舟

N

C⊃

舟

「・」

C⊃

瀞

I－」

⊂⊃

　　　）
J

くエ）

C⊃

J
辞

トー

C⊃

．

いつ

⊂⊃

・か

N

C⊃

　　　）
害

寸

⊂⊃
前

側

C⊃
［＼－

「」
Ln

C）〇
（X〕

C⊃
寸

（X）
U⊃

00
q＝）

⊂）

1寸
C⊃

［、－
Cn

Lr）
N

C⊃
C〇

Cn
Lr）

C⊃
m

C⊃

⊂⊃
I－」

C⊃

⊂⊃
N

r」
uつ

C⊃

寸
N

［、
「」

いつ
ロ〇r4 「」 Ln CO 0つ 寸 「・」 「」 0つ 寸 「づ

YU C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ l

】

I

l

小

⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃r4 亡、 uつ Cn トー 寸 ⊂⊃ I－」 寸 C⊃ 亡、 Lr） u⊃ CD N I－」 0つ

吐　　　（

∈
U

　　　）

uつ

⊂⊃
、寸1

N

C⊃
Ln

いつ

C⊃
寸

Ljつ

⊂⊃
Ln

u⊃

C⊃
トー

1寸t

C⊃
Ln

LC）

C⊃
⊂⊃

くエ）

⊂⊃
0つ

寸

C⊃
0つ

0つ

⊂⊃
0〇

l－」

⊂⊃
0つ

C⊃

C⊃
寸

C⊃

⊂⊃
N

「」

C⊃
0つ

寸

⊂⊃
P－

寸

⊂⊃
⊂⊃

寸

⊂⊃
0〇堕　 皆

貢
お

れノ

くJ

C⊃

u⊃

C⊃

α〇

⊂⊃

C⊃
I－」

C⊃

寸
I－」

C⊃

l∫）

C⊃

CK）

⊂⊃

0〇

C⊃

CS

C⊃

寸

⊂⊃

0つ

C⊃

寸

C⊃

N

C⊃

N

C⊃

し⊃

⊂）

ト

⊂⊃

Lr）

⊂⊃ト 寸 Cn 寸 LJつ ［、－ Lつ トー C⊃ N 0〇 Lfつ 「・」 トー N Cく） l－」

蛸

ユ」

舟

U⊃

畢

寸

堪甲

0つ

（X）

寧

0つ

口つ
r→

羽

噂〕
隼

いつ
「」

哩

0つ

寸

l

小

Cに）

越野

0つ

いつ
I－」

延嬰

いつ

くエ）

音
項
羽

uつ

哩

し⊃

桓
刃
引

寸

羽
留

Lr）

砂

LJつ

刃

⊂⊃
▼－」

堪甲

⊂⊃
I－」

哩

Cに）

：嬰
坦

哩

哺

r－」

小

N

小

？

I・・－・l

小

廼甲

0つ
J

I－・1

小

J

I－」

小

N

小

N

小

胡

蝶
越野

N

小

I－」

小

亜
経
過寧

N

小

聴

哩

N

小

I－」

小

噂］
唖

小

N

小

I・」

小

▼－」

小
ノ＼ ′＼ ノ＼ ／＼ ′＼ ら ′＼ ′＼ ら ′＼ ′＼ ノ＼ ′＼ ヽ ノ＼ ′＼ ノ＼ ノ＼ ′＼

凶
ユ ユ ユ ユ ユ ．ゝ ユ ←ゝ ユ ユ ←ゝ ユ ユ ユ ユ ユ ユ ユ ←ゝ
■」 ■L ，JL JL ．」＿ JL ⊥ ■L JL＿ JL JL ■L JL J＿ J ＿ ■」 ⊥ ⊥ J ＿

溺

岬

容

r－．1 I－」 I－」 r－1 I－」 I－」 r一一1 r」 I－」 I－」 「」 I－」 I－」 ▼→ I－」 1－・」 I－」 r－4 「．」
駐

蒸

醇

妹　　（ 駐　　　（

ユ」

駐　　　（ 駐　　　（ 駐

／‾・．・．・、、

駐　　　（

J椛ノ
空

蝦　　　（

勅
と

駐　　（ 駐　　　（ 駐

盛

土
罷
瑚
登

壇
瀬

／‾・、

駐　　　（ 駐　　　（ 妹　　　（ 駐　　　（ 駐

苛

悪
感

粧

せ

妹　　　（

机
空

駐　　　（

机 ）椛ノ 薬 薬 怒 皿（ 喋
：ヒ 車 要 駿 駿 糾 匹を 吐 塵 壷 ‖ 蔵 克く

相

中
庫

喋

＼ヾ＼

ー＿」
トや，

蛮

ノ
舶 趣1 誉 ＼、＿／

ヰ朴
＼、一／
餅

トト＼－／
碑

　　　）
碑

　　）
容

‖ 葦

樺ミ Ⅵ或 丁ヽ－ ．ゝ」
てヽ－・・

ユ」
tヽr・・．

蛍 － ：R 崩 崩 崩 涼 堀 ＼－／
壮

　　　）
轍痢 璽 ヨ 合 1 刃 ．＿■」 蠣 ＼－／

′7ヽ一 ′ンヽ－ ′デヽ一 壮 き き 空 き 喋 ＿．」 －．〕 　」
　　　） ＼＿＿／ ＼－／ 　　　） ＼－／ ＼、＿／ ＼、＿／ ＼、＿／ 　　　） ＼＿＿／ トや， 卜十， Pp

潮 嘲 翻 翻 翻 5・ 嘲 翻 翻 感 宙 蛾 皿1（ 蛾 蛾 悪 ヨヨ 玉 ヨ
旦

r‾‾

（JD

蜃

Cq

くJ⊃

塾

の

（．D

旦

寸

（〇

墜

Ln

U⊃

墜

Uつ

く．D

昼

「、

（．D

墜

CO

U⊃

蚤

CD

（〇

合

▼‾
I

璧

N
l

H

▼‾‾‾

H

N

H

Pつ

‖

寸

怒

Lr〉

悪

く〇

虔

「、

虔

CX⊃
容
蠣

車
軸

⊂⊃
▼・．・・．‾

I

C⊃
▼‘‾

l

r

「、ヽ

▼－

「＼

▼・・．－

r、、

▼‾‾‾

「、ヽ

T．’’’’・．‾

ト、

▼－．・．

r＼

▼－

ト、

r

ト、
図
蟹

r－ T．・・．‘‾ ▼‘－ ▼‾‾‾ ▼－ r－ T．・・．‘‾ T．－ ▼‾‾‾ r－ ▼・・．－ ▼‘－ r ▼・．‘－ ▼・・．－ T‾‾ ▼－



腑
俳
謳
昏
鱒
兜
呂璽

城
郭
誌
！♪

吏

吏

嘲
晦
心

紳

腑
Lr）

維

軽
侮
鑑
査

l 】 1 l 1 l 】 l l l I l 】 I l I I l l 1

柵

準

咄

．川 鑓 可 b b 簑 串」 翻 （Ⅲ 響 婆 柊 舟 雌 。 恒 心 A」ゥp ヱ」 e 簑 。ト ロ 」 柑
柊 弊 十も e 画 商 鮮 螢 遥 怒 J由 薬 簑 ポ」 悪 童 塞…ニ 蘭 書 封 層 ユ 獄 A J ＼／
e 簑 箭 望 要 戚 警 簑 ○

箭
撼 皿（ 媒 ｛

○

蚕 食 皿 ㌣ 題 ノ雲 簑 ト 恥 箭 ．
増 感 逆 宙 e 宜 H ユ昼 辣 吏 簑 べ 匿　 ′ ユ ．　－

感 十も
瀬

′
ケ

如

○

只 褒 匪
．J 琳

細 竺
橿 翠

怒 e 1ま 媒 トや e 吏 穂 増 畑 〉 ＼々 トや招」 十七 桓
弊 刃 距 如

十6

直
喘

置 鮮 悪

tJ
誓 言 e ±至

賦
望 悪

加
．

舟 ｛

十名

婆 翼 で 拳 三 ∴ 髄

還 濫 ㌣
餌

トや
悪

′JR
疇 ヤ e

塞 坦

正極

董 藍

喜 襲

「LIか　　○

箭
嶺裟
鍵 只

者

糟
牽

警 」
匿 褒
綜 範

厘 や
軍 嘩

れノ
｛

AJ 、＞
層 望

星 雲 芸 憲 忌

′d ＼
○

容

望 刃 羽 今p 望卦 層 十も 雌
尋 童

朝 諸

肌 牢さ

′て　 ′ ′饉 針 髄 箭 菜 摘 衰 品 瑚

上 り
と：ユ

凄

十名

喋

瑠
ぺ

志 萱
匿 哩

1 嘲
ト u

各
．⊆こ、
鳩

簑

堅訂

e P
慣 ト

エコe

箪 層

瑠

東
望 壮
匿 e

喘
瑠

1租トや
怒 哺

恒
○

軍
醇

東

′

㌣　 ′
駿 達

′㌣
轍

合

羽
レ

机

豆 蓋 正巳土
直

中

鱒

．．‘J∵ロコ

ト 1

。キー

い軍

勅 咄
l

′1写さ

上 値

刃 可

零と
亀 井 昼 い
舟 双　 ○ぐ

り
匪 蒜
寧 還

怒

吏
㌘ミ

慧 窓
刃

○

ヱ」
亜

ケ′　　一°・・こ－ 寒 簑

一　　　　　一

明き
藁番

e
案

ユ」
「ヽ．・
髄

亜
種

蓋 等 ＿．」
トキ，
展

野 菜 正 ′ヽ
髄 望

蓋 華 番
十名

厘 。
御 崎

撒 ぐ
放

ヰべ
妻 崎

ユ⊂ 簑 ニ離 鮎

1臣石

m E三三．
5 憲

裔
（〕

止
e 舟 1 遥 仕 度 上土 層 ニ 票 藤 ・由

増 車 髄 感 忌 避 虔 匿 完 i i 置 票

．

l （。 厘 軍 い 直 様

1　 0

穏
岬 重
′▼　　＿⊃

e
ヰく

十も

ト」

勅 曇

十り緋
寸 堪

。怒

穂

e

｛
紳

ト ト 畠 ．1．
柊

忘 壷 鵬 。愈
碑 租

雇

J 発≡
い簑

′　ヽ世 増 遠 望 一‘・・・・こ．　′7ヽ一
層 。 キく・K

e べ
悪 書

壮 箭

厘 ′7ヽ一定
○

ユC 藁 〕
○

止

：曝

○霊 岬 確 ○
±

・7ヽ－ヰさ、
定 エ＞ 。厘

奈 留

′b

忌 怒
粛⊇

南
東ヨ

鵬
厘

ト ツ ≡ 警 可 旦

e

禁 。 髄 ケ」
脾

翻 心
瑠′刃 。

題
掛

塾 榊

e 刃
申至芸 各

、ぐ－
tJ

．覧e
簑 案

．；二〇
e
ノ

1 冨 票 ○　＿＞
互 い

冨 1 ○
轍 漂 羞 三二、

轍 哺
迂 遥 ト中：

壮 簑 悪 ＼
蓋 等 羞

u コ 査

′7ヽ一
定 怒 榊

ウメ

璧 軍 票 讐 礫 舶
寒 軍

直

痛 感 饉 ○
士

燵ミ

辟 題 」 ・モくこ　O
O e

駐 疋 っp 旦 小 置 惑 至 蓋 蕊 ㊥ 簑 怒 e 再
e 褒
年くり

和 。

ぐ ど・

壮 陛

南 朝 。

雲蕊 培 五p 駄
亜く

吏 十6
忌 崩

昼 避

e 東

雲 想 冬

e

吏 競
走 亜く

e 軍
ヰく

懸

り†丁・・・・・＞裔 孟
蛇 簑 ト単

量
0　0

」て岬 佃試Ⅴ間1 ′ 朝を品 慧
蘭 吏
賀 忌

簑 遥
無

品 警

挙 買 帯 糾 叫　＼／
e 筍

蔓 孟 曇 恒
欝 憂

く精
査 和 。 寡亜

悪 可

十・、：
忌

鴛 駄 ・由各 韓 髄 ユ 彙 穐 吏 哺 ；ヽ e 腱 針 下 。 憲 慧 縫 い 右 穀 。 ぶ 。
算ト 。 厘 e 世 壮 レ 望合 目撃 0 ㌢ 曇 慧 ヽ 壮 望 簑 矢 崎

U　　′　　○

べ 彗 u J 増 」 トや 艇 長
・由トや 蓋 雷 裔 堆 い 朝 。 厘 胡 舟 1 策 裔 厘 噌 吏 忌 吏 姉 埋 霊 壮 埋 却 ・由 ニ 塁 悪
担 ニ 璧 玉 顔

＿コ

ヨ ニ 髄 レ 霊 瑚 〉 怒

ナ
㌘ 璧 詳 要 忌 聖 卓 ｛ 警 薫 e 翻 ㌣

′ノ　ウ′
巣 レ 合 感

レ e Q 。 鴬 刃 ・か 堰 吏 ニ 塞 十も
′　ヽ　　′ヽ－こ．

○ JR　 。 4R　 ′ 怠 糧 怠 。 半 量 E 庸U 吏
P J 塞 十七

′　ヽ　　一・・・・一
録 箭 e 痘 穐 簑 J O 宙 か 糎 岬 固 い 匿 」 腱 世 腱 ㊥ 増 孟 裔 咤 瀬 悪 い 曽 」

壮 亜 単 量 ベ 叶 1餌戚 陛 簑 ㌔ ｛ 華 弛 ．訂 ナ屋榊 針 ニ 鱒 粛 軍 橙 1ヱ・遥） 上 舟 驚 喜 褒 要 瑚 崇 欝 蛋 剥 ぐ 髄 鍵
ケパ　　ケ′
一」R JR

心 痛 坂 上 ド 舟 脚沌登時 簑濯 辟 宏 升 刃 合 ㌣ e ・由 耳 査 合 忌 合 JJ 叶 曇 駄 柊 榊 e 鰻

査 完 旧 P e ：R 酌 ト ニ 亡1 e l土 簑 轍 べ 堰　穂 長 上 ＼／ キく1籾
’フT　　0　　0

ウ〆　た∠コ．
年目醒【　′

′AJ ○
斗ト舟 …　 e 怒 亘 中 米 蔚圧卦拭 蛸 吏 咤 厘 層 e 聖 域 ベ 融 層 宗 彗 筍 曽 髄 吏 岬 ユ 厘 喋 か ト 軍 岬佃 厘 榊 建 噌
ト 宗 粧 せ〕 如 糠 笛′岬 双 璧 裏 鵬 忌 皆 瀬 瀬 牽 髄 穂 蜃 e 1 顧 髄 恕 髄 簑 寸ペンユ 軽 舟 腐 合 岬 ⊥圧ト棺 1 娼 ユ リ 酔 い 酪 酸

垂
／‾・．ヽ、、 ／｛、

」 」
　　　（ 　　　（ ／‾一、、 　　　（

」 」 」
召

上＿⊃

／｛＼ 　　　（ 　　　（ 　　　（
垂

／｛、、 ／｛－、
ーゝ
．、、

空 空 空 空 空 ○　　　） 9 空 空 ●　　　） ●
＼＿＿／

●
＼＿一／

キ＼

．へ

咄
柵
建

／‾・、、
b月

J
辞

しn

C⊃

∑

寸

⊂⊃

∑

寸

⊂⊃

－

▼－」

C⊃

丈6

N

C⊃

∑

口つ

C⊃

害

し⊃

C⊃

雲

寸

⊂⊃

ロコ

0〇

⊂⊃

舟

N

C）

．

0つ

⊂⊃

心

寸

⊂）

rヽ・
恕

Ln

C⊃

［□

寸

C⊃

害

Llつ

C）

雲

U⊃

⊂⊃

J

Lつ

⊂⊃

J
替

（〇

⊂⊃

J

くJ

C⊃

J

L1つ

⊂⊃
＼－／
欄

畔

寸
（、D
r」

ト
トー

N
亡、
I・・・」

Ln
q〇
Ln

⊂⊃
Ln
トー
I－」

N
C⊃
N

▼・・・」
寸
N

Cに）
0つ

C⊃

uつ
I・・・4

C⊃

Cに）
寸
I→

C⊃
r」
「」

I－」
ト

〇〇
亡、

C⊃

Cn
Cn

C⊃

Ln
uつ

C⊃

CD
寸

0〇
CD

0つ
ト一
寸

（〇
亡、－

⊂⊃

Lfつ
0つ

C⊃J由 ⊂⊃ ⊂〕 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃ C） ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂〕 C⊃
（X） 寸 I－」 ・寸 「」 Cn 、寸t 亡、－ 寸 （、C） Cn 寸 1寸 寸 寸 寸 （．C〉 C⊃ ⊂⊃ く〇

馳　　（

∈∃
U

　　　）

N

C⊃
0つ

寸

C⊃
0つ

uつ

C⊃
Cn

uつ

⊂⊃
C⊃

Cn

C⊃
［、－

N

C⊃
I－」

寸

⊂⊃
⊂⊃

N

C⊃
I－」

N

C⊃
l－」

0つ

C⊃
いつ

0つ

C⊃
亡、・

N

（＝）［、

0つ

⊂⊃
N

寸

⊂⊃
N

0つ

⊂⊃
Ln

N

C⊃
（X ）

N

C⊃
寸

（X）

C〕
C幻

N

C⊃
⊂⊃

N

C⊃
（」〇

撃 墜

蚕
缶

YU

（．⊂〕

C ）

し⊃

⊂⊃

（、D

C⊃

r」
「」

C⊃

C⊃
I－」

C⊃

Cn

C）

トー

⊂⊃

寸

C⊃

0つ

C⊃

トー

C）

寸

⊂⊃

寸

C⊃

Ln

C⊃

1寸

⊂⊃

0つ

⊂⊃

いつ

C⊃

Liつ

C⊃

トー

C⊃

0つ

⊂⊃

N

C⊃
⊂⊃ 「」 トー Ln Cn 寸 ロ〇 I－」 CD いつ CD Llつ OC） 「・」 〇〇 Ln 寸 Cn C⊃ （X）

蛸

1 」

．

CX〕

越野

寸

ト
引
導

U⊃

哩

I－・」
r」

越野

Uつ
r→

刃

噂〕
畔

トー

越野

u⊃

堪野

口つ

寸

輝

いつ

堪甲

亡、

羽

嘩］
畔

寸

】

小

寸

引

噂〕
畔

寸

哩

u⊃

埋甲

ロつ

堪甲

寸

哩

寸

週甲

トー

市

境］

（〇

可

埴］
瑚；

寸

随甲

坦

哩

哺

▼－」

小

畔

哩

の

小

1－・」

小

N

小

藤

0つ

小

鵬

小

N

小

1・・づ

小

r一一1

小

壷

いつ

小

癖

いつ

小

I－」

小

I・・」

小

いつ

小

いつ

小

「．」

小

畔

小

面

いつ

小

いつ

小
ヽ ′＼ ノ＼ ノ＼ ヽ ／＼ ノ＼ ノ＼ ′＼ ′＼ ′＼ ノ＼ ノ＼ ヽ ／＼ ノ＼ ヽ ノ＼ ノ＼ ノ＼

凶 二ゝ ユ 」ゝ ユ ユ ユ ユ ユ 【ゝ ．ゝ ユ ユ ユ ユ ユ rゝ ユ ユ ユ ←ゝ

メ二 JC＿ ．JL ⊥ J＿ ⊥ ■」 ■」 ■L ⊥ ．⊥ ⊥ ■L J ＿ ■L JL J」 Pと＿ ■」 ■」

覇

哺

容

r」 r→ 「－」 ▼－」 I－」 I－」 I－」 ▼－」 I・・車l r4 r－1 「・」 「．」 ▼－」 I・→ r4 I－」 「・」 「」 I→
駐

惑

駐　　　（ 蝦　　　（ 妹

壮

駐

遍

≦＝＼

妹

掛

妹

義

和
要

■

駐

義

和
要

一

駐

義

和
要
塞

鍛

掛

騒

掛

妹

壮

駐

／‾‾－、

鍛　　　（ 駐

／‾、、

騒

／‾、＼

騒 妹 駐

喜

悪

妹

喜

宙
有毒

相

中
庫

埜 怒 亜 十雄 感

′

感

′

感

′
怒 怒 怒 怒 惑 惑 ＼－／

愈
ご＝
愈

壮 旧 旧 吏 合 合 命 旧 恨 旧 旧 旧 旧 吏デ
蠣

汁
蠣＼－／ 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　） 　　　） 　　　 ）

＿」
「セ

鮮 掛 塵 鮮 掛 紳 碑 掛 ヰ朴 壮 ヰ軒 掛 ヰ朴 喋 喋
′7ヽ一 ′P▼一 ′7、J一 ′芦▼一 ′Pヽ一 ′7ヽ一 ′7ヽ一 ′予▼－ ′7ヽ－ ′P▼一 ′予▼一 ′7ヽ一 ′声▼－ ′デヽ一 ′デヽ一ヨヨ 裔 裔 召 宙 広 鑑 疋 置 置 疋 疋 駐 鑑 定 荘 疋 定 悪 寒

虔 虔 虔

▼‾

媒 璧 駄 昼 墜 旦 昼 旦 蜃 昼

，・．‘‾

蜃 蜃 昼 旦 塾 怒 怒

CD ⊂⊃ N いつ 寸 LJつ （エ〉 ト、 〇〇 Cn C⊃ N ∩つ 寸 Lの くエ） ト、 〇〇
容
蠣

こト
庫

r－

ト、

C＼J

「ヽ、

N

ト、

N

’「、

N

CX⊃

N

CX）

N

CO

N

〇〇

N

〇〇

．　CN

Cに）

N

〇〇

m

C）○

M

C）〇

いつ

CX：）

0つ

〇〇

∩つ

（：）〇

Pつ

〇〇

いつ

CD

0つ

Cn

（Y）

CD
区
腺
ザn

▼‘－ ▼・－ r ▼－ ▼・．－ ▼・・．－ ▼・・．－ ▼‘－ ▼‾‾‾ r－ ▼‾‾ ▼－ T・．‘－ T．－ r－ ▼‾‾‾ ▼－ ▼‘－ ▼‾‾ ▼・・．－



腑
俳
霹
畢
典
型
琵
埴
識
塵
／、∩

吏
吏

嘲
喧
心

柵

腑
uつ

維

中
軸
駐
査

】 】 l ！ 】 】 I I I・」 】 I N 1 l l I

紳

準

曝

．ゝ【＼

瑠 雷 。馳 A」 レ 査 十も 者 穂 ′垣 ニ

○監

」 －K u 悪 要　 一

⊂）監

埋 草 醇 玉 を 脚 喩 唄 薗 ・ 刃 針
媒 査 匿 。 ヤ 忌 箭 三二、 聖 和 岬 薬 療 顛 e 箭 粛 褒 蘭 神 聖 収＋パン蘭 墨 義 盛 。可
針 量 題 J

r
囁 豪 亜 醇 厘 舟 壮 e 曇 客 車 1 ぜ 、。 百 。・H 賞与蛮 輌 鼻 岬 蛮

箭 忌 簑 舟 簑 腱 。 媒 遥

遠 畢

ト 車 蘭 量 羽 忌 J P 恕 案 品 ㊥ 盛 蘭　 ′、／幅 江∵竺ユ」 十、 。
ヨヨ
囁く

金
融

只 山
南ト受

PTで
＼／ ′○

リ∴や
有卦　て

1 ペ
り

勅 駿 悪
心 副

蔵 渠 糾
b り弔

′〇 羽
場 ・∃

ぷ 小 。
ヂ 童 画

量 g 守ヨe

ー」箪　∈餌

警 雪 空 曽 岬
掛 楳

・舟 こYJ上土 側
∝）AJ

碧 ！ ′7、－，．二＞e レ 萩 登 ′　一こ°．′エ＞■R
〇台 e 嘩］ 斗く

缶 。辞 ト ヰ3 い 咄 畠 喝違 い 岩 城 心　 橿

・匡 毒…雨

′戸▼一　　′1王立
吊」 命 e 望 穂 」 姦 昌 ぼ 年 望 、匡 輝： ＼／ 0　ニ 」 如 妄 譜 、で一一　＿．．．．．こ＿拇 蛸 引 亜 掴
｛ 引 箭 曇 吐 玉 ′′1含 意 簑 ぷ ・ 厘 拇 聴 車 故 悪 短 軸 ト 。蛮 概 轄
P 上＿コヽ「－ 華 箭 e 蝉 rト曇 定 食 渠 簑 蘭 望 ＼ 年 盈 聾 軍

一 針

1 岬 。 d＼1ま
宗 髄

○
トや
＋、

。壮 ′て 展 褒 簑 ふ 可 JJ 轟 々 ≦＞噂］可 範 ＼／ 曇 二∴褒 量 描

顧 容簑 ；i

雪至

埠箭 哩憲 e 蛮 量曇車、 宴鍵盤 ＼－e 持 u P 橿 糾周
に
十も

蠣ニ
喋」

曇蚕 票蓋 轡望〉
。担当

e e 。
可1刃

望幅
厘・≡

慧最 K J由
1卜量但 樽 悪弊 準芯 ユC可軍 蛮匡要 ・匿望 競いサイ 蜃記

ミニニ1蚕室 囁
簑

怒簑
岬合

鱒

。

萱蓋碧‾量 。厘
瞥二孟

。聖埴
土懇望

。十1
」て蛮

璽 豆

。

ぜ頭
畔璽

厘 項羽 ユ潔 。
′

翻刃駿 。 髄 。 芸畢蓋至○

畢〉簑コ

i i ；； 曇碕
髄 刃彗

′ノ
○　′イ七品
ヨ昼岩
ノ　ー・・J

琵琵簑㊥ 蓋羞渠至 匿い 止弓十蛮 但舶
○ぺ＿♪葦品 1土

箭
峯髄
理 。

〇一か録 轟

e l三高

e 咄ニ
癒餌：レ

瀬培
翻心

蟹鍋 立∵望
。ト畢 尽一′「 善意

ノイ　　　　○

鮮刃」 藤 京葉諒蓋 旦垣 。 藤 喜蓋蛋 架ゴ
喋曇
悪霊

○容 針吋
簑哺

蓋薫 小崎剖
悪小叫

漱
搬

ぐ婁岬
悪勅藁

嘱
鮨

轟 翫 嘲簑
基礎

埋 軍 ㌣ 垂 ！ 墓 ・由 ．り ＼／ 靂 警 違 姦 悪 蘭 」 蘭 凝 遥 畠 霊 宝

翻 燦 的

曇 喜 墓 蔓

賦 鐙5 1 弔 吏 ÷
小 ’。 喋 蛸 箭 e 岬 宝 蛋 境はト 敗 。 崇 墓 蕊 警 由 寒 い 蔭 ぐ 望
賂 磐

や 裔

悪
怒

P 怒

母一吏

案 心

痛 刃

rト 音 曇 Q

も 空目 爵 逓
還
ml江
藤

蓑 寧 志 望 毘
1111丘
轟

鮎 賢 ○
舟 箭 岬
責 苦 票

疎 雇 e 膝 丈 嘩 暦 e 吏 寛十吏 椒 e 史‖ン 各 慧 茎 葉 蜘 e lま e
寒 望 案 吏 媒 叶 密 昼 顔 舟 ・匡 佃 上 表 盤 旦 〉 項 羽 ＼纂 但 固 翻 惑 回 の
舟 軍 悪 患 い 吏 吋 吏 瀬 鹿 世 ぎ 吏 JJ 長 辰 也 直 ニ 査 只 塵 蜜 庶 上 絵 ∈ 査 頭 。－H 蘭 定 圧 旦 Ln

u 」≡ ・
穐 ′て　 0 ぷ　 0 」　十も O e 攫

膏 窯

」　 喧 ・由 ′＼
望 旦 鵠 ヨ 理 岬 避 退 丈！」 ′T

・莫　　 N｛ ト 渠 走 慧 蓋 膏 駐 涼 ′簑 査 〉 怒号くコ章 出 潮 。橿 I－」
1　　　　04 磁主 U ト N

′　　樹
上 哺 望 幅

○さ 糠 量 O　Llつ
年 長 責

ウ′
ーR　 o

ゴ 欒 岩 上 逗 牒十心 鱒 や 幅 匿 壷「㍗㌧占 責 上 棟は 酢 ぼ 召く只 曇 貞 韓 守り 訂 e 〉 ぼ 皿 臭 喋 肇

駿 ト 註 簑 ト」
一己＞　　　′

u　 U 望 u C；吏 定 量 ぼ　 旧 轟 軍 拒自 失 蘭 甘　 怒 轟 e 舵 録 ト 等‖ン ぷ 現 簑 簑 旧 姓
匿 ぼ 簑 曽 ＋用空 一 半 可 ．匡　 ′但 溢 蛍 」 刃 耳 鵜 舟 蜘 娼 荘 e 薬 e ⊥十命 廟 量 粛 厘 輔 箭 簑 童主と 如 JJ 箭 諺 駐 車 曇
誌 舟 匿 恕 告はヨ望 掛 珂 持 分 髄 心 展 望 匿 ㌦ N 吏 盤 匿 。嶽 瑠 厘 。吏 駐 軍 岬 槻 幅 華 岬 幅 頭 上 舶序 g e 厘 更 意
走 喋 1 望 髄 璧 穂 Cの ［Ⅲ 磐 載 e 寸 ／／！ m E白頭 1 力 量 幅 査 庄∵； 哺い終 置∵； 」 査 蛸 ノペ 毒 ユ 周 媒 e 勅 軸 橿 頭 坦 駐 厘 鍾

垂 垂 垂 至 垂
」 」 」 」 」

　　 （
○ 」 」 」 」 ／｛、、○

キ＼
ーヘ

咄
柵
建

　　　（

bl

J
鍵

Llつ

C⊃

J
替

Ln

C⊃

J

．嫁

ト－

⊂⊃

J
替

亡、

⊂⊃

J
嫁

トー

C⊃

．

I－・1

寸

．

r」

⊂⊃

舟

▼－」

⊂⊃

．

0つ

C⊃

・か

寸

⊂⊃

、、、一一′
［□

N

C⊃

丈6

0つ

C⊃

舟

N

C）

舟

0つ

C⊃

丈6

寸

⊂⊃

＼＿＿／
［□

【、－

⊂⊃
　　　）

瑚
嘲

0つ
N

（エ）
0つ

⊂⊃

Lつ
⊂⊃

し1つ
N

Cn
ト

⊂⊃

C⊃
0つ

0〇
C⊃

CQ
I－」

寸
u⊃

Cく）
寸

（、〇
m

cc）
寸

⊂⊃
寸

⊂⊃
⊂⊃

C⊃
し1つ

Cn
［、「」 寸 0つ 寸 Cn いつ ［ヽ－ 寸 「1

1－・」
「・」
I→

寸

れノ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ 】

！

】

週野

口つ

⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃
ト 〔＼－ N ⊂⊃ Cn いつ ロつ （、D 0つ 寸 r4 I－」 いつ トー ⊂⊃

馳　　　（

已
U

　　　）

「・」

⊂⊃
Ln

I－」

C⊃
Cn

N

C⊃
Ln

I－」

C⊃
U⊃

N

C⊃
N

Cに）

⊂⊃
Cn

くエ）

C⊃
Ln

Ln

C⊃
トー

⊂⊃
I－」

C⊃
Cに）

1寸t

C⊃
cc）

トー

C⊃
Ln

0〇

C⊃
⊂⊃

Cn

C⊃
寸

Cn

C⊃
N

q〇

C⊃
Llつ

塑 璧
貢
お

れノ

いつ

⊂）

いつ

⊂⊃

寸

C⊃

N

C⊃

0つ

C⊃

C⊃
rイ

⊂⊃

Cn

C⊃

0〇

C⊃

Cn

C⊃

⊂⊃
「」

C⊃

Ln
I－」

⊂⊃

⊂⊃
「．」

⊂⊃

寸
r4

⊂⊃

いつ
I－」

⊂⊃

Cn

C⊃
くJ⊃ ［、－ N ト Ln r一一1 ト N ［、 寸 「」 Cn C⊃ u⊃ I－」

雌

ユ」

心

N

栂
1
可

噂］

N

ト
可

〔＼一

朝

嘩］
畔

1寸

聾

Ln

堪甲

（X）

畢

00

匹

Cn

厚
志

計

し1つ
「」

埴嬰

Cn

哩

⊂⊃
「」

I

小

P一

輝

寸
I－」

厚
田
にト

Ln
T－」

厘
盟
にト

CD

厚
田
にト

坦

随甲

岬

畔
堅

N

小

噂］
聴

小

面

0つ

小

瀬

小

僻

事

N

小

N

寸＼

N

小

週甲

N

小

N

小

I－」

小

N

小

哩

N

小

随甲

N

小

埴甲

N

小
′＼ ノ＼ ヽ ′＼ ′＼ ヽ ヽ ノ＼ ら ノ＼ ノ＼ ′＼ ヽ ′＼ ′＼ ノ＼

凶
」ゝ ←ゝ ユ ←ゝ ユ 」ゝ rゝ ，ゝ ←ゝ ユ ユ ユ ，ゝ ，ユ ユ ユ
⊥ JL JL ⊥ JL JL J＿ ■」 ■」 ⊥ ⊥ J ＿ J」 ■＿ ⊥ J＿

留

哺

容

r－・1 I－」 I－」 r」 I－」 r・1 N N N N N N N N N N
妹　　　（ 駐　　　（ 妹

／｛＼

絵

姿

騒

音

妹 駐　　　（

たま

駐　　　（ 駐

惑

醇

駐

遠

軽

騒　　　（ 駐　　　（ 駐　　　（ 駐

／‾．．、、、

駐　　　（ 駐　　　（

案 峯 案 裔 裔 勅 勅 J離ノ 勅 勅 環
瑠 悪 悪 有責 展 十「 サ 弔事 ＝ 十1 ・幸1 十「 匝

噸

中
軸

　　　）
容

　　　）
容

＼－／
愈

こ〇
品

ごニ
点

ヒヽー
婁

遍 糖
t
ノ

㌣、．褒
ノ

Tヽ・．・
－．」卜十一・

rヽ－
．」Pp

ヒヽー
＿．．コトト

　 」
「十1

噸
喘

蠣
喋

軒
蠣
喋

±モ・
哨
喋

計
瑚
喘

軍

Ln

　　　）

羽口 箭 巣 駐 竜転 壷 堰式 ニ 1きて ニ
警 讐 轡 轡 登 合

＼－／
ぎ 讐 些 些

悪 球 悪 瑠 部 瑠 樹 浅・ 翻 潮 翻 脚 翻 翻 翻 樹

怒 痛 感

▼‾

怒 怒 媒 蚤 旦 蜃 墜 旦 塾 旦

▼‾・．・．・．・．

亘 駄 墜

Cn ⊂⊃ Cq いつ 寸 Lr） CD 「ヽヽ 〇〇 CD C⊃ N
Ln

C⊃

Cr）
lJ‾）

▼－

寸
LJつ

r

容
瑚

車
庫

いつ

CD

．くr

Cn

寸

CD

てr

Cn

▼寸‘

CD

．くr

Cn

寸

CD

．寸．

CD

寸

C⊃

．くr

C ）

寸

⊂⊃

Ln

C⊃

Lr）

⊂⊃
匝
盤

▼‘－ ▼・．‘－ ▼－．． ▼－ ▼－ ▼‾‾ ▼・・．－ r‾‾ N N N N N N N N



腑
愚に

顧
畢
照
兜
匪
埴
識
逗
／、∩

吏

吏

嘲
晦
心

柵

腑
Lr）

碓

車
庫
態
虫

1 l l I l 1 l l いつ l l l l 寸 I Uつ

紳

鰹

蘭留 鍛 鼻 葱 と 匿 u d＼曇「e 避 箭 上皇か噌 甘 滅 。

ORE：蒜

瀬

曽辞 仁ト′○ ユ望碑 。 駐 怠

ORE：
．　．

瀬

e

ORD：蒜

瀬

屋 。 望幅 噴　j 1 咄 簑穐 餌 吏 怒 軍程 掻 e 粛くe 壮 曇 十6　－1R
嘩

○

い極上甘軽 舟望 賀
鍛 冶 垢 e 暦 も 。喩 舟硬 軟 忌 如 荘官 。 瑞相私通

ロノ
。吏 ロト庶 匡

加　　　り
二羽 栗

1ま　旧 堰 悪 l †や・由 ：至 芸

○

試 曇　 トや 悪 吏 トや十摘 4R　o一JJ 禦 ○怒JフヽトJ4ココ e キ エコ　n ニ吏 尭 塞 リ苛訃ト 。」 ケ〆　た∠ユ
’R 梱ニ

逗 半荘 勅　 。
函 南 増 幅 箪 e い拒 蔓藤 箭蛸 重 」 トや＝、 填哨 憂墓 簑世 只橿 ′㊥ 合
箭喩 嘱 望 レ塾 L）e 駐 e 韓翻 柴 理工；へ 簑 翻 噌 示皆ト曇 」忌 吏
望 ・由 蘭椒 忌劃 亜 餌 者 ト ト墜 刃 嚢巧ノト 穂 昼 要 e 音羽

悪 習 出雲

擦穐 忌
咄 吏 置 刃 穐涯 簑 輔 ‡裏 芸

摘

醗

o　Llつ　←－・＼

′≦＞0つ
′

望ミ手車
′ノ

倒 曇 岬彗
ハ　ト十1

両群
ケハ　　ウ′　　　　○

d＼
○

鵬幅回e疋餌
0　　　0ユCニ劉雷

駐　′増＼／上溝
忌幅菰望勾引

樟 挙∴よる小味如lト．龍葺
舟腫最上○怒。エ＞

鱒 T　U＼／　○嚢の頸岬経？恒心混

；醗

無

駄針義損

芸垂

。輔く 旦針 頭簑 刃蛮 トユ」舟 ！芸葦

iii

顔遥立幅翻ニ旦療吏曇」－H悪蜜健。。′

吏針志望耳療ペ鍵茸e
J可扉裏

竪蓋
睾歪

！ii

C 。梢

へcnJJ

鍔監
璧垂芸

纏蝉ケ′

長瑚Pii； 簑法量量産心耳遥漂
担当Je㌢欝⊆

＼／・＝＝，買患
芸5
彗…

ノゝ要義

○巌

蒼菜毒芋蔓り一・・・＞　　　○計長者皿
睾曇綿這芸1 量産u三号‡ 掴 軋 三†三

昼建白
毒：蓋

画二喩旗腫示す簑鑓

亘ヽ・・i 簑 聾 定 積 岬 e 。曇 茸 誓 蓋 吏 瑚一心 廉 藁 髭 鮨 鮨

憲 紀 厘 e ○吐 忌 ！ i i ぷ

：コ＝ミ

i ！ ； ！ 口羽 望 霹 凝 八 ．」 凝

上 納 蛍 ∞ 餌 止 。杓 舟 避 刃 烹 廟 厚 志 瀧 吏 ＼ノ㌣ 崇 上 意 烹

≦；＼ 雲 芸 思 Rる 刃 心 裏 餌ト 三 十 号 」 勅 淋・ ⊥ 儀く 磐ト
ト 寝 顔 ′

レ 曇
印l丘昼 中 鯉 醗 脚 部 。 川り三森 蹴

球 亜 可
1mに【
轟

十〒ふ
N 、、／ 川1江

森
」 空 疎 」 吏 串 只 恕

鍛 穏 直
e 痺 逓 妄持トニ 廟 〉 禁 令 量 世 相 蝉 穂 謹 廟 駐 舟 廟

曽 廿ト望 曽 榊 単 吏 瑠 鍛 聖 顔 駐 璃　 5 吏 餌 濯 e 簑 e 裏 駐 磐 も 駐

健 1 刃 壮 綿 望 馳 刃 戚 ペ 怒 」　 ○羽 ニ厘 忌 。 金

口つ

e いつe ペ 甘 糾 牽 層 々 査

寸

匿 い 査

Ln

日 量 日 各 賭　　 重） J田　厩 ＿左 溢 措 讐 蓋 溌 ヰ田　　 」　 ′イ 罷　 ノ色
如

l卜e　 ノ 承 旧 A 」愈
宗 軍 用 一・・＞　　　　　　〇

品ソJ 遥
、ヽさ‾　　○　ヽ丁－小五甲虫 ′7、一　　　　＼疎は＞吏 訝、　　　 ＝＞

や 。・♂ 車
ぜ 蝉 軸 短 篇 幅 リ 。一曲 ∽ 臆

顧 娼 寝
首 。簑

至疲 ′　 旧 ケ′　舗秤 ・］ 至諒」 損耗岬 エ＞長 ケ′ 〇 A J 十も・ 封′ 〇 ロ　ケ′ ⊂5
・廿く　ヾ
K 『ミリ ■R p獣

分 量 裏

「ヽ　⊥中
東 望 彗
′

・一門う
尋ぺトト

U　　　 ・・・一
割「寸盟∃い
′

′只
雫 や 翻 霊

ニ石
窟 宗 穂 e

．．＞
畔 嘲 穿
く

脛 肇 ベ
′

a
轟

‡弓　′」R
覆 車

：石
窟

簑 ユ 諏 ケ′
′」R　 。m

柑 穂 。 策 に「旛 刃 坦 刃 タメ　　　′イ
ベR 二， 。」

刃 粛 旦 宴 廟 兵 略 世 簑 旦 望 、・如 上 躯 躯 鑓 軸
回 悪 寒 蘭 画 喩 厚 顔 長 恒 者 穂 澄 芸 望 思 細 密 囁 厘 量 ヰく刃 厘 坦 e 針 寒 肇 吏 却 嘔当ノ可 ユ 厘 長 鞋 駐 岬 奮

置 量 感 定 足 蘭 疋 e 期 定 聖 和 橿H 」簑 定 置 簑 垣 疋 豊 皆 針 査 牲 」 －H 荘 剖 悪 上 崎 墜 坦 磐 田 年 査 査 哺 査

咄

′ゝト．‘＼

　　　（
○ 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 ，」 」 」 」

＼々

一へ

　　　）
E － ・か ・舟 舟 ． 舟 ー ・串 舟 － t 舟 舟 ・か 舟

咄

柵
輝

／一°、ヽヒ鳩

0つ

C⊃

N

C⊃

N

C〕

N

C⊃

m

C⊃

N

C⊃

N

C⊃

N

C⊃

いつ

C）

いつ

⊂⊃

いつ

C⊃

I・・・」

⊂⊃

「－」

C⊃

uつ

⊂⊃

（、D

C⊃

U⊃

C⊃
＼－＿／ 寸 Cく） 0つ し⊃ N Cに） Cに） LD ⊂⊃ いつ C⊃ Ln ⊂⊃ ⊂⊃ 00 C⊃
蠣
刷

れノ

鍵

／｛、、E
U

⊂⊃ トー ［、－ Cに） 〔＼－ N 亡、－ N Ljつ r・4 Ln Cn ⊂⊃ N Cn N
⊂⊃
「」

N 寸 U⊃ Ljつ CD ・寸 Llつ ⊂）
I－」

寸 N
T－」

0〇 P－ N

⊂） ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 】

l

I

l

I

東

急

l

！

I

l

叶、

I

l

l

厚

志
駐

CD C⊃ ［、－ Ln N ⊂⊃ ［、 いつ Cn トー Ln Ln 0つ
トー

⊂⊃

LC）

⊂⊃

（X）

C⊃

Cn

C⊃

Cの

C⊃

u⊃

⊂⊃

C．C）

C⊃

Cn

C⊃

U⊃

⊂⊃

Ln

C⊃

0〇

⊂⊃

ト

C）

（S

C⊃
　　　） N N （、C〉 U⊃ 「－」 ⊂⊃ 〔＼－ 0つ C⊃ （X） 0〇 ・寸 I・・・」
塑 蟹
菜
摘苗

招」

増

山

舟

寸
I－」

C⊃

亡、・

⊂⊃

Cn

C⊃

Cに）

⊂⊃

Cn

C〕

N
r」

⊂⊃

Cn

C⊃

［、－

C⊃

N
r・－・i

C⊃

Cn

C⊃

0つ
「・」

⊂⊃

Cn

C〕

N
I－」

C⊃
［、 r」 ・寸 r」 Cに） ▼→ ⊂⊃ N ［、－ ⊂⊃ C⊃ uつ 〔＼－
「」 Cn

埋野

ト

腫甲

N CD

コ型

N 「」 C⊃ N Cに）

回
国
駐

口つ Cn

召型

いつ
「」

哩

r」

厚
志
餅

▼・」

哩

I－1

1

小

r」

l

小

I－」

厘
盟
計

r」

厚
志
駐

r－イ

厚
志
駐

坦
聾

哺

▼－」

小

「」

小

I－」

小

堪甲

N

小

▼－」

小

I－・1

本

越野

N

小

随輿

N

小

堪甲

N

小

N

小

堪甲

N

小

越野

m

小

ノ＼ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ヽ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ノ＼ ′＼

凶
．ゝ 」ゝ ユ 」ゝ ユ ーゝ ユ ユ 「ゝ ユ rゝ ユ 」ゝ ，ゝ ユ

JL ，」L ⊥ ■」 ⊥ ⊥ ⊥ J ＿ ■L ⊥ J＿ ■」 JL ⊥ ⊥

嚢

哺

N N N N N N N N N N N N N N N
駐

／′．・、・、

駐　　　（ 駐　　　（ 駐　　　（ 鍛　　　（ 駐　　　（ 鍛

／‾・、・ヽ

駐　　　（ 駐　　　（ 駐　　　（ 駐　　　（ 駐　　　（ 駐　　　（ 駐　　　（ 駐

／｛、、

皐

J机ノ 勅 勅 勅 勅 勅 勅 舶ノ 勅 勅 J離ノ
空 皇 き き 空 き 空 空 二と 空 空

団 薬 婁 婁 婁 薬 薬 婁 感 壌 薬 薬

引n 巣 駐 駿 駐 駐 駐 駐 駐 旧 皿 旧 †皐
噌′

埋

中
軸

　 」
「1「

副 親⇒ 副 副 痢 痢 舶 副 轢 専 挫 ．只1　　　（

痙 ト ト ト ト ト ト ト ト 箭 箭 箭 恒 塞… 垣 垣

璽 1 刃 1 刃 1 刃 刃 可 哺 輔 哺 一，一L夷＼ （Ⅲ 蠣 瑚

　　　 ） 　　　 ） 　　　 ） 　　　 ） 、ヽ＿＿′′′ 　　　 ） 、ヽ一′ 　　　 ） ＼－／ 　　　 ） ＼、＿／ 　　　 ） 　　　 ） ＼－／ 　　　） 　　　）
翻 樹 翻 翻 樹 翻 劉 翻 樹 翻 樹 樹 翻 感 怒 怒

墜 旦 旦 旦 旦 妄 旦 墜

▼‾‾

蜃 旦 蜃 塾 冬 合 合 合

Uつ U⊃ 「、ヽ Cに〉 CD
r
I

N
l N Pつ

r
l

N
l ∪つ （エ〉

▼‾‾‾‾
】

N
l

容
堀

中
鱒

uつ

T‾‾

uつ

，・．‘‾

Lr）

▼‾‾‾

Lr）

▼－．・．

Lr）

，．．．．．．．‾

C⊃
（．C）

▼－

⊂⊃
（J⊃

Cq

（．D

N

（．D

N

くJ⊃

N

．くr
（．D

N

寸
（．C）

N

U⊃

N

（．C）

】

「ヽ、
u⊃

l

r＼
（．D

l
回
腸
十七一▼

N N C＼J N N N Cq N N N N N N



腑
俳
顧
畢
鱒
兜
匪
埴
粛
誌
！♪

吏

吏

嘲
畦
上、

紳

腑
l∫）

維

中
軸
寒
査

l U⊃ 】 l I 1 I I l i ！ I I l l

柵

撃

査 e 磐

OR□：蒜

舶
搬
凝
臼ヨ

′「声 疋 ユ」 穂腐 ○
トや　○

○勅 躯軍針 舟 曇竃 ｛ 畢壮諜 蘭 e 匪蛍 望坂針
エコ罷蘭 ⊥6人J ○埴］ 、～ 咄 e ′′r′，　′＞ 岬サイ

′▼　　　一一こ－
P 相ヨ昼 驚違 轍痘 e 曇！G∵望 髄健 直属 望 ユユ⊂

1日直h坦 トや望 長
躯
十も

JJ 針　目 墓芸 昌彗

毒蓋

磐 。恕 e 展 鴎 貢よさ望 ○垂重義 心境 最長髄
u J 豊 丈5　已 望　○ 忠 茜 仁ト咄望 哩蜜 瑚 廿ト醇健 勅悪 韓逆 e
盤根 甘

†
嘩 ギ 蓋璽 憲蓋 望世恒 岬 ユ ト但 e 東リ ト 1∴牡

′丈J e 1ヱ｛ 遠
瀬

○
トや

・匡㊥ 哺璧 ′　　　堰 上長 Iユ
達 。更 湛寧 鐸 憲 レ 一こ3．○

只悪 。 簑望 P 。トく 哩牛、 手盛平㌫ヒ

長崎諜秦二兎′○！iii

事件廟渠ら塵蘭吏ユ　感

聖芸
慧晋
架。駐㊥望・か厘JJ孟磐
。にト仕分椒塙きい叫くJHかユ栗喩糎e曇ベ腫

茎等 ．－．．　′▼ii

吏0e珂

ii

炉　＼／萱菜

恵等
甑
≡憧
芸垂

蔓等

糾品ii華

ヰ申しト岬㌦忌哺′
霊讐

鵬

潮

亜組蜃簑避e 豊澄彗臣怠各。
ト串：　　　ヽ丁・－ト音田1く腫dH

車、樽粟璽ウ〆遥遠
′　ヽ喜警

圭‡
JJだ憲璧
藍謹

裔票；蕪

十6　　0雲蓋
遠野
撫雪害璽

e違

；；

蔓雲
夷ヽ○窒害

等毒

鹿輌簑品芸讐
厘展ニ瀬£いい吏載」雷讐
竹悪童
ト〉韓毒蔓垂

の案　′皇無言

如立上虔厘　′鍼
芳崖
た遥
毒萱

も宜重畳

≦＞＼／　≦こ、

○

ヒ＝L　　O襲墨壷

－！芸

e岬置場亜㌣刃草㌣魂糾但ペ上板刃針量。ii！

髄長望

墳昌ミ㌣朝遅巣簑択日量周ニ軍望璧；萱！璧

漕

○
り′ェ噂話遥N l′「ニ妹。ユい

道川l江藤蜘
板瞳針。針岬品璧
ii羞

匿H
霊感

萱華 寧鴬箪聖雲
嫌忌扉

芸鞭
毛望。鴛eニ暫時JJ忌匡哺二堆ノ

JJP舟鍵の婁魯魚責椒簑食

駐由
り⊃責

蜘磐吏駐重い惹慧

喜重

…電

！；薯 産油頭
蓋つ1㌢増せ匿点し応「e 。漸増案喋

止l髄㌣壮噂〕痘恕玉1ま

；ii e岬悪前日；簑潔い堆丈！舶ノuO嘲富轟 吏 勅 吏 慈 当 監 e e ∵望 薗 鵬 鼻 出 塞 牽 蓋 損 根 菜 故 。査
躯 よ く1 時 蜘 刃 栗 ト ロ 。 厘 華 璧 P G は誕 止 e 魂 舟 い 箭 簑 N を 罵
賽 的 誓 十 態 画 聖 ？ ニ 双 悪 寒 蛸 轟 皿に 駐 画 曇 樹 感 。 ヨ 展 哩 積 悪 。 匿 招月 R 蛸

査 護 無 恕 虫 一 巳 雇 橿 厘 N 舟 唯 心 世 瀬 蛸 H 璧 ト 忌 1曜 屋 転 塾 如 岬 ヨ 幸㌫竺 ニ 璧 e 嘲 馳 蘭 右 1 迦巨 卜 諜

咄

rゝ一．＼
J
y6

J
N

」

下る

」 」 」 　　　 （●　　　） 」 」
　　　（

○
＼－／

」 」 J 」 　　　 （●

へ

’へ

咄
籾
建

／‾‾．．‘＼
b乃

　　　）

K

i

l

I

I

l

I

寸＼

・lく

「」

I

l

I

I

但
剖

計

・lく

N

C⊃

舟

r－・」

⊂⊃

．

I－」

⊂⊃

舟

「」

⊂⊃

J

寸

⊂⊃

丈5

N

C⊃

ぅせ

I－」

⊂⊃

［□

寸

⊂⊃

舟

I－」

⊂⊃

舟

I－」

⊂⊃

．

N

C⊃

－

Lr）

⊂⊃

　　　 ）
J

Ln

C⊃
珊

瑚

⊂⊃
寸

Cn
N

CD

C⊃
∽

u⊃
r→

C⊃
Cn

Ln
N

N
u⊃

Ln
Cn

I－」
ぐつ

⊂⊃
CD I－」寸

⊂⊃
N

0〇
1寸

LD
N▼→ 寸 r一」 0つ 寸 寸 Cに） ト

吊ノ ⊂⊃
I－」

⊂⊃
（：疋）

⊂⊃
cc）

⊂⊃
Cn

⊂）
0〇

⊂）
C⊃

⊂⊃
C⊃

⊂⊃
Uつ

⊂⊃
I－」

⊂⊃
［、－

⊂⊃
ト

吐　　　（

百
U

　　　）

▼→

⊂⊃
寸

▼→

⊂⊃
寸

⊂⊃

Llつ
0つ

⊂⊃

⊂⊃
OC）

⊂⊃

⊂⊃
0つ

いつ

C⊃
CD

いつ

⊂⊃
0つ

寸

C⊃
0つ

くエ）

⊂⊃
⊂⊃

LJつ

⊂⊃
Cn

卜→

⊂⊃
∽

Cn

C⊃
0〇

寸

⊂⊃
⊂⊃蟹田望

藁
お

穐

0つ

C⊃

0つ

C⊃

N

uつ

N

C⊃

0つ

C⊃

uつ

⊂⊃

Cn

C⊃

uつ

⊂⊃

⊂⊃
l－」

⊂⊃

r4
I－」

⊂⊃

C⊃
▼－」

⊂⊃

r・・」
I→

⊂⊃

r・4
I→

⊂⊃
亡、 CD r－」 「」 ⊂⊃ 寸 uつ Cn N Ln m ⊂⊃ 寸

畔

1 J

舟

（．C）

輝

0つ

哩

Lr）

哩

Llつ

週甲

Uつ

越野

Cn

樋野

N
r・－・l

厘
朝
鮮

u⊃

週甲

亡ヽ一

週甲

CO

越野

Cn

随甲

N
I－」

厚
田

＼

I－」
I－」

哩
坦
哩

哺

迎撃

m

小

r」

小

N

小

7－．」

小

鵬

小

I・・・」

小

N

小

堪甲

N

小

瀬

小

▼→

小

N

小

N

寸＼

にト

随甲

0つ

小

I－」

小
′＼ ′＼ ら ／＼ ヽ ら ら ヽ ヽ ヽ ′＼ ら ／＼ ら ／＼

凶
ユ 」ゝ ユ ユ ，ゝ ユ ユ ユ ユ ユ ．ゝ ユ ユ 」ゝ ユ
■L ■L J」 JL ■L ⊥ ⊥ JL ⊥ JL J ＿ ■L ．∠＿ ■L JL

裏

岬

容

N N N N N N N N N N N N N N N
駐

壷

ユC

罵
璃

寧

増
瀬

　　　（

妹

壷

±

再
現
寧

増
瀬

　　　（

蝦

蒔

駐

蒔

駐

蒔

妹

蒔

妹

惑

駐

壮

鍛

錬

鍛

／一‾‾、、

綜　　　（ 駐　　　（ 駐

玩

騒

地

蝦　　　（

鞋叫 録 些 些 些 些 坐 感 卸 卸 ベ
ケ

感

噸

中
軸

ペ
蜃

ベ
蜃

壮 轍 壮 壮 壮 坐 避
＼＿＿／

避　　） ′R　　　） 坐

＼＿一／ ＼、一／ 健 壮 壮 轍 健
壮 壮 き 空 密 き 皇 ．＿＿コ

「や
ー」
Pp ．

　 」
Mp

痩 痩 療 巌 蕪

裔 南 皿1（ 蛾 皿1く 峨 叫く 玉 玉 重 ヨヨ ］ヨ 重 玉 董
チ蜃

〇〇

璧 H H H H

r‾

H 有責 有責 虔 虔 蚕室 虔 有⊇ 有⊇
′ンヽ－ ′7、■ ′7、■ ′；、■ ′ンヽJ ′7ヽノ ．只： ．只⊃

⊂⊃
CX⊃

M

N
I ▼－．・．I

N
l C⊃ N 0つ 寸 Lr） U⊃ 「ヽ、

「＼

いつ

〇〇
「、

いつ

CD
「、、

口つ

容
璃

中
軸

CD

l

Cに）
くエ）

1

CD
（．C）

の

CD
（．D

いつ

ト、

m

ト、

いつ

rヽ、

Pつ

r、、

0つ

「、、

0つ

「、

いつ

「、、

口つ
図

1取
．十十1

N N N N N N N N N N N N Cq



腑
膝
顧
畢
鱒
兜
琵
埴
粛
最
小

来

朝

嘲
喧
心

帥

腑
l∫）

維

中
鱒
容
査

I l I 】 仁一 Cに〉 I l I 】 I l l 】 I Cn

柵

準

増 壷 上 意 責 」 布上土e

ORE：蒜
○蟹

轍

㌣ 毒針訂 望 堆 勾一岬 ナや e 軍 和 亡こご▼　如翠 ．R 吊 蜃 忌 ト

○監…
轍

嘱 咄 撫l u 増 刷 ㊦ 奉 仕 巣 南 榊 韓 舟 簑 小 小 米 エコ1ま e 岬 怒 ＼－ ぷ∵曇
e 嬰 増 富 警 扇 蚊 亜 e 寒 鴬 璽 ト 姉 記 重 五　 百 箪 箭 梱 ユ 車 十も 腱 量

壮 ㌣ 瀬 厘 ユ 竺重い 箭 ｛ 戚 琳 喋 いつ レ 斗ト 硝 レ 上土 煮 望 怒
e 箭
餌 剖巨

。駐
蛍

璧 厘 蝶
曇 」」達

軍 望 。1ま
トや亡こ1

！之トや
完 ＋＼

勅 可
亜

エ＞　い 。
Kl J㌔

ト
或

司
忌

親 和
呵　」ゝ＼
男 娼 亡1　　0城 塞 厘 。長 ㌢ 濃 舟 蒜 江Eく

顧 玉 圏
加　　亡＝コ写ミミ緊

窮 べき岬
レ 刃 哺

趣
咄

ヰノ 螺 。

．か ユ：R 望 息 世 上 崎 駿 卜○　○ 直 義 柊 喋 穂 硝 勅 恒 粛 鵬 ㌣ 宗 舟
曇 薬 琳 腐 。ユ 匿 彗 孟 十6　日

一一一　　．ニー
皇 笠 藁

i ！ 要

義 霊 宝

　ヽ　　　、

亜 怒…㌣ 湛 寒 顧 忌
匿 蛾 増 e 腫 ㌣ 溢 厘 斗ト 曇 皿 止 刃 裔 柊 」
⊥＝」 曇 世 事 々 。 彗 急

茎 葉

／〆芸 想

皇 嘉

髄 刃 担 い ｛ ㌣ 彊
I

曇 ′迎
○違 ツ 欝 窯 腫 戒 壇

祁 油 蝉
た∠1

0倒n厘 軍
ト 培 e
可 蘭 瑠

些

細
′

簑
宣 岩

槻㌧刃

固 長
瀬 薬

せ い

雷 撃 曇 脚 各
恒 心 望

難

Oi ；

J e
〒 ≒

簑 軍

摩 周
厘 曇

。朝 嘩
改 訂 数

簑　」

トュp

。皿1（
壮 ‖

描 感

盛 等

軍 愈 毒

息 嘲 展
窮 昼 e
レ 勾十匿

嚢 垂 布 置
曇 怒
聖 和

畢　 ○
′I

潜 心 岬
健 吾 メペ
定 番 増
装 望 舟

ノ

展
e
胆
嚢

壷 蓋 定 ㌣
昼 剖
e 駐
壷 整

芸 茫

駕 。

勅 正 髄
廿日牡 。
穂 裔 岬

㌫ 蓑

ベ ’N
鴇

0．下さ
立 会
留 置

警 苦 寧 い 腫 双
主 妄 言

0故
事

加謹 曇 重 量
吏 1
さ ee ㊥

糾 舟
酢 曇 瀬

鮨
舶
搬

e チ崖 ユ
厘　 ′レ

増 穂
月 賦

禁 裏 晶 錨 莞 轍
定 。

芸 至

芸 彗

望 担
轍 ト

瀬
強

ベ ′U
蜃 寒
い 哩

凝
臼ヨ

凝
臼ヨ

ト 」 忌
可 哩 慮

壮 e
南 岸
増 展

吏 ｛ 土
」 望 桝
哩 軽 石

餌 雌 昼 時
曇 慧

　J卜t▼　　○
ヨ］い
鸞 故

凝
臼ヨ道

川tlユ
憲
1111江

。佃沌 e
彙 冨 菜

霞
l”【エ針 ⇒ 乾 坤 轟 轟 吐 出 捉 箭 e

韓 姥
e 吏 讐 品 雷 0吏 蘭 厘 1婁

0つ　皿 舟 簑 淵

垣 暴㍉害 望

躯 廟 髄 米 収 糾 」 岬 濯 寒 箭 」 臣 事 躯
？簑 鞋 填 。 態 客 剥 病 根 蝶 鍵

社 主
； i ！

ベ 勲 坦 叶 刃 吏 髄 。 ユ 甘 吏 軽 車 謹 膣 鞋
Cq 毒 喋上土 い 査

トー

虫

∝）

双 簑 柊
′

被 曝 却」十担 志 望 双 レ e い各 蜃 粛 橿 函

Cn

璧 ユ戒
eJ　eJ

吏 ・匡 培
」 択 壷

e 単 量 。
掛 埠 勝 又

吏 ＼／
」　勅

南 。」」
慮 厘

榊 桓 簑
監 石完封

勅 轍
都 南

舟 。
ユ」トQ

車 とヱ望
坂 箭 匿
吏 定 置一＿こ－　　一．，＞・箭 牽 謹 磐 か 貞 芸 ′7ヽ一　′　　　　′7ヽ一歳 南 裔 坦 C〉褒昌十重 ′芸＞　　　　　0

望 髄 ゆ
等盟　そ一

望 畢 濯 簑 恕 厘 ユ 芸
喋 朝 。 懸 簑 簑 轟 轟 褒 褒 塞 暮雲 望月十箭 ・匡 恒 ユ 合 廿ト掟 穂 。 鱒 レ 」 。 。 轟
各 匿 岬 刃 青 竜 廟 廟 舟 舟 ユ 甘 簑 匿 e 取 軸 レ 可■」e e　O 簑 」 壷J 沌）ユ 廟
胆 嚢 ベ 神 城 e 匿 ？＝囲 頸 悠 ユ彗怒 海 峯 解 姉 咄 e 厘 怒…ぜ 掴 望 忌 ぎ 刃 恒 厘 位 箭 蜃 亜 ユ 窪 態
ト ㌣ 樹 橿 e 寒 ト ㌫ 戒 柊 蜂 望 車 査 査 避 ｛ e 轍 可 皿 恕 柊 匿 榊 髄 匿 髄 1 蘭 軍 ヽ 蠣膏ノ厘 査

曝

．ゝ【ヽ
」 」 」 」 」 」 」 　　　（○ 6 6 6 」

召 6 6 垂

キ＼
ーヘ

咄
撫
渾

　　（

b乃

t

N

C⊃

－

1－・1

C⊃

－

N

C⊃

I

T－・1

C⊃

舟

N

C⊃

・か

いつ

C⊃

心

r」

C⊃

　　 ）
［□

寸

⊂⊃

　　 ）
［□

0つ

C⊃

　　　）∑

N

C⊃

　　　）雲

寸

C⊃

舟

Llつ

⊂⊃

．ゝコ遍

N

C⊃

　　　）∑

Lr）

C）

　　 ）∑

寸

⊂⊃

J
替

（．C）

C⊃
前

側

00N C⊃亡－・ 00
0つ

C⊃
Ln

亡－－ト 寸N ⊂⊃
Ln CnLf）

いつ
0つ

［－・
CD 0〇いつ トー亡一一 CnUつ

寸
（X） C⊃亡、 C⊃Uつ0つ 0つ （X） くエ〕N I・・・」 寸 Ln

▼→
▼→ N uつ

YU C⊃ C⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃ C⊃ C⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃ くつ C⊃N く、D N CD 亡－ Lの 寸 ［－ N 0つ C〇 ⊂⊃ ▼→ （X） トー 1－1

吐　　　（

∈∃U

　　　）

uつ

⊂⊃
ロつ

（、⊂）

C⊃
lJつ

00

C⊃
CD

r」
「・1

C⊃
Ln

N

C⊃
し1つ

Ln

C⊃亡－

（X）

⊂⊃寸

0つ

C⊃寸

いつ

⊂⊃
Cn

0つ

⊂⊃
N

（．C）

C⊃CD

（．D

C⊃N

0つ

⊂⊃
I・・・」

0つ

⊂）いつ

N

C⊃
I－」

u⊃

⊂⊃寸塑 璧
貢
轟

姉

C⊃
I－」

C⊃

0〇

⊂⊃

r－4
I・」

⊂）

寸
N

C〕

Ln

C⊃

Cn

C⊃

寸
，・・」

C〕

Lfつ

C⊃

寸

⊂⊃

（：Q

C⊃

Lr）

⊂⊃

亡一一

⊂⊃

いつ

C⊃

Lfつ

くつ

Uつ

⊂⊃

くJ

C⊃⊂⊃ C⊃ N C⊃ ▼－」 00 ト 0つ トー CD ▼－」 寸 CD 、寸 Cn U⊃

喀

1 J

・か

∝）

哩

Cn

哩

0つ
r・1

哩

N
▼→

哩

0〇

l

寸、

I→
「・」

I

小

0つ
▼－」

哩

寸

哩

0つ

越野

Lfつ

哩

Lfつ

回
国
牡
哩
いつ

寸、

ト一

厘
朝
鮮
哩
N

小

寸

哩

寸

哩

寸

越野

0〇

哩
坦
越野

哺

僻

事

N

小

N

小

N

小

N

小

N

小

N

小

▼→

小

I－」

小

I・」

小

N

小

寸

小
ヽ ら ら ら ら ら ノ＼ ヽ ヽ ら ら ノ＼ ヽ ／＼ ヽ ヽ

凶 rゝ rゝ ユ ユ ユ ．ゝ ユ rゝ ，ゝ pゝ ユ ユ ユ ユ ユ rゝ
JL ■L J＿ ←∠二 ■L ■L ■L ■」 ■」 ■L ■L 「∠＿ ，．∠＿ ．．∠＿ 「∠＿ ■」

膏

哺

容

N N N N N N N N N N N N N N N N
鍛　　　（

勅
：ヒ
壕

鍛

／‾‾．．．＼勅
二と
薬

妹

／‾．．．、勅
を
薬

妹

／‾‾．．＼勅
と
薬

鍛　　　（ 妹

面

蝦

玩

妹

／‾・．‘＼

蝦　　　（ 駐

／′‾‾、

妹 妹

轍

妹 妹 妹 鍛

堀

中
庫

蔵 蔵 萄（ 蔵 齢 ベ ベ 感 亜 感 惑 惑 惑 惑 惑
∪ 巳 ∪ ∪ 些 板　　　） 蜃　　　） 坐 坐 坐 坐 坐 坐 坐 坐

掛 掛 掛 掛 掛 掛 壮 掛 掛 掛 轍 壮 掛 掛 掛′芦▼－ ′7 一ヽ ′Pヽ一 ′P 一ヽ ′7ヽ 一 ′7ヽ 一 ′戸▼－ ′7ヽ▼一 ′戸▼－ ′7°‘▼－ ′7－ヽ－ ′Pヽ －
南 宙 裔 裔 裔 裔 裔 宙 南 裔 裔 疋 定 定 定 疋

慮 慮 慮 虔 有責 慮 褒 鴛 蚕室 橿 さ 有責 昼 塾 昼 昼 駄

′7、■

▼・－

′フヽJ ′フヽメ ′7、■ ′7、■ ′フヽメ ′フヽ▼－ ′；、■ ′；ヽ■

▼・．・・．‾
C＼l 口つ 寸 U．） く〇 r、、 〇〇 C D C⊃ N

C n

Lの

いつ
C D

l∫）

寸
C D

Lの

L r）
C D

u つ

く〇
C D

（〇

容

噸

中

軸

〇〇

寸

C O

寸

0 0

．くr

C O

t寸’

〇〇

寸

O O

Lf）

（：O

Lの

C X⊃

l∫）

〇〇

Lの

C D

Lくつ

C D

Llつ
囲

徴

N N N N N ぐり N N N N N N N N N N



腑
膝
顧
畢
鱒
兜
匪
埴
武
逗
！、n

吏
吏

嘲
晦
心

柵

腑
Lr）

維

中
申
寒
査

l I I ⊂⊃
「」

I I l l I I I I l 「」
l・・－・l

I N
l→

I 】

柵

準

望 瑚 ユ 望 恒 刃 筍

ORn’

○
トや
車、
柵

箭 寒 箭 箭 刃 亜 恒 心 0　′○ 塵 宙

○

○ノイ｛R

．⊆＞

○

e 蛸 望
1 簑 レ
e 競 走

車 上 榊
雨 。望

概
舟

軍
e

増 軍
粧 軍

亜 望
十も〇　一・・・3－

ト
d＼

ト 嘩

′鍵

雲 呑 玉
堂ヨ

鴬
e

楳
掻

′車
中 蛍

中 韓 琳

′壮 頭

ユ ニ∴峯
長 瀞 部

I

YU
｛ 盗

り

軍
需

上 帝
壇 上

厘 箭
髄 轍

′イ′下さ
厘

㌣ ヨ三
担 璧

芸 孟

＼／　‾．－

C〉担
鮮
∈

蔵
／＼

上土
霊

圏 壷

㌣ 裔 勅
壮 彊 瀞
舟 舟 簑

、匡 忌 簑
u J 箭
最 ．遥）撼

十6
1ま
蒜

一＿コ．富
塞

腰
」
賂

瀬 刃
厘 箭
1 軍

ウ′4R　 o
箭 岬
1 （

軍
蛸

e　 ′
寒 い
尊く」

髄
簑
たこ1

ULlつ
主 ∴

・R

r／！
憩

車
軸

笠 票 需

十も

ーr　　　　くH弐ヰ単量 。

′勅 査′

弓盟糠
刃

N
簑
］て

＼
・由染

音声ゝP e
寒 娼

′二＞
e レ
箭 」

′
≦こ、
窮

藁 壷

J 露

tJ； 萱 羽日
韓
e

哺
○　小

二＝，Bq

顎宴
十も

≦こ、

′簑

トや
ミ † 暴

言 ㌣ 撫

〉当「転 ＼／ 掛 寒 脛 蛸 軍 ぎ レ 寝 耳 描 醇 ′T
．．＞鞭 小 e

恒 刃 ぜ
讃
加

蚕 ハ0 ′ィ
．．＞朕 遥

小dR　　′
＼爪≦＞

軍 糖
種

勅
嘲

攣 長
上　爪

相 媒
○

レ
」

芭 釜 憲 ㌘ミ
軍 止 恕
某撞后㊥

ケ′

4R
撫
饉

命 彙
刃 箭
ぎ 怒

’予一朝□
惑 誓

肖≒
腫 哺
振 りp

廿ト
可 e

刃 担

簑
厘

一・一韓≒
軍 担
糠 墓

＿．．．こ．上．．〕
芸 違

憲 1 。

○容
噸

謹 ．ゝコ遍

i i ！ 毒

′▼

。1匹 や 1三
〇

蚕　e 蓮 華 箭 軍 ト 望 喋 簑
吐 e l当
事 悪 悠
ビ1　　　　ヽ

若 冒 十も塞
′・・・ニー　　′ヽ艮 裔

中 細で

上】ユ〕0 1江ご重 臣
ミニ＝‘▼縮 軍

酔
曇 確
固 吐

′トや
惑 i i

悪
感

葺 蓋

Q 。
痛 鴫
碗 畔

醇
＿，」売上

芸 芸 雲

轍 瑠 ′ 遠 霊

茎 葉

最 悪 ザ　e 。写さ ○ e 寧 十6 e 簑 悠
韓 駄 可
部 。箭
嘩 厘 軍
1往、享恕

蒔 荘

ゥ」十1

喋 改
悪 盤⊆

菜 蕾 A J
腫

。トや
容 哺

駐 亜 5
4 一

可 。
日

○鵡 競 走
′蒜 売ト　一一ピコ．

0 4弛

・h　ト串怒 e
′▼

ト
可

○容

噸 ㌣
′　ヒ三三

l嘩

卜Q 。

厘

遠 ト

瑚　 ′

聖
職

監三
轍

蛸 岬
曇 藁

合 1 和
1ま6㌧如東5 J　 O避

ト トや垂〕
￥ 悍 ヰ早
や、舟 サイ

舶
扉′

容 軽
胡

ユ 壮
腫 」

慧 ツ 1唯 恥
部 撼

鵠 会

心 要 1

′▼　　　′T
．＞　′手さ

嘱
㍍′

寸￥ご　　、
十七
一・・一　　　〇

舶
扉′

厘 心
機 舶

案 腫 婁

JJ
買 志 墓 室

胎 毒 箭 く陰 e
蓋 窯

搬
靂

贈 甘
味 簑

針 冒 Pp
e 玉

簑 昌 く8弐増 量 レ e
J　っp

′　，⊆＞蓋 望 凰ミ
凝

上土トや
雲 憲

搬
靂

七ヾ一
。 ∈

哩 広 幅

岬 。e心 境 壷 歴 感 吟 吏 壕 嘲 褒 警 壷 噸 e 匿 義 芸 畢 裔 吏 烹 烹 鮮 小 崎 ｛
駿 ′　旧 壮 怒 ユ 壷 箋

′

増 e 喋 寒 河 。 慮 忌 痕 痘 廟 二 各
厘 トH U 事 寒 簑 。 0 回 轟 6 レ 針 怒 悪 南 無 ユ ′7、■望 虔 e 穐 轟 錨

00

間藤 望 ノゝ曇
軍 」 ヤ e e 桂ヨニ ・逆 上 廟 塞　 ぐ 針 和 怒 虔 望 腫 定 量 藁 軍 蜘 軸 僻 ㊥ 百 （し巾
ふ 邸 囁 壮 鞭 相 好 舟 1 客 悪 心 簑 匿 穀 。 放　 ′ 。 ′▼

＿＞
小吏 。・R 穐 ｛ 牽 拇 車 態 故 意

蓋 琶

寒 ぐ ニ よ 心 裏
鵜 野 芸 鍵 嘱 望 策 。

り 色 咄
轡 。
！誠

査 吏 ・り
ケ　掛

東 上

‡詮＼

岩 崎
1イ

蘭 ＼／ユ 」 。
42く

い呼 出
㌔　無血

｛　 ′朝 梱 瑞 査 査 伺 い 「；ユ」 。
臼ヨ

レ ・R 喋 重
酌 量 潮 境

べ．朝ロ　　 トや
．匡 軍 組 ユ

喝　トや
吏 小 C⊃

「．
缶 ．汁
各 十‘
、r　一・・・一・・

樽　 ○
上 崎 ぶ ＞ 。

腱 い 固
離 雲 増∋岬

e 哺
牛こ　キこ　4m
刃 JJ 甘 墨 謂 墨 品 耕 J

ユ 陛
I→▼－」

N
I・・．

皿　J
e 悪

姉 腫 崇
敬 題 楽嘲 痛 旦 e

J　　　　　　　　　　　　ノ

栂 。e い
′

戸 堰 芸 望 箭 童 心 望　 くト潜
′　　　　　　　　J

e 丘L d 屯 ㌣ 厘 案 e 裔 」 娼 e 令 蛸 細 貞 野 蒜 芸 恕 蘭 望 さき㌣
簑 Q 。壷 畢 ㊥ 壌 土

加
坂 野 轟 在 1 1 JJ 合 腱 簑

′
鰐 晶 呂 匿 事 理 感

′
悪 。蛸
′

せ 壷 上 策 轟 e 貰 轟 婆 腫 鎚舟「米
厘 ． ㍗＝腫 重 心 ヨ宣 長 ＼一策 取 e e 恒 対 策 箭 心 髄 簑 二；吏 簑 岬 曇 已匁 直 感 軸 蚕 室 1ま舟 憂 志 望
ト牒針ト 。 厘 〉 塵 か 蜃 忌 纂 ヰロ腫 胆 嚢 曽 壮 1 畠 佃 勾 蟹 缶 l鼠 璧 忌 湛 三 厘 ヨ 芯 只 e 駐 駐 担 架
可 ｛牒匡坤 ト 吐 e 榊 ＼－＼／ 蚕 蛸 鵬 舶 望 薗 e e J C；べ 楽 軍 軍 聖 餐 瀬 レ 軍 磐 婁 査 函 可 駐

曝

，ゝ′‾．＼
　　　 （●

＼＿＿／

／‾‾、ヽ●　　　）
／‾・、ヽ●
＼－／

垂

J

至

J

　　　（隻 　　　（●　　　）

至
　　　（●　　　）

垂 至 至 垂 垂
」
旬

，＿〕
下も

」
午も

垂

＼々
γ＼

咄
和
様

　　（

b乃

J

寸

⊂⊃

J

寸

⊂⊃

J

Pー

C⊃

替

トー

C⊃

辞

0〇

C⊃

J

0〇

⊂⊃

J

q〇

C⊃

J
柴：

00

⊂⊃

J

〇〇

⊂⊃

J
嫁

Cn

C⊃

J
替

U⊃

⊂⊃

J
嫁

uつ

C⊃

J
蛙

寸

C⊃

J
替

L∫つ

C⊃

K

I－1

1＿n

与こ

，づ

⊂）

K

T－」

⊂⊃

∑

0つ

⊂〕
前

側

NC⊃寸
000つ［、

寸Lf） r→Cn
I－」

寸ト トーくJ⊃

C⊃

「10〇 ⊂⊃C⊃
I・・・」

Llつuつ Cnいつ
I－」

（X）
（、⊂）

C⊃

寸
N

Cn
いつ

ト亡－－ I－」

C⊃

00寸 N

C⊃

N
I－」Ln

YU ⊂） ⊂⊃ C⊃ C⊃ ⊂） C⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ l

l

l

哩
いつ

⊂⊃N 寸 Cn 0〇 0〇 CD uつ 寸 Cn （．D ⊂⊃ CD いつ （X〉 r」 ▼－」 CK）

吐

／‾・．‘＼EU

　　）

Ln

C⊃0〇

トー

⊂⊃C⊃

N

C⊃⊂⊃

0つ

⊂⊃
I－」

N

C⊃Cn

N

C⊃⊂⊃

いつ

⊂⊃0〇

N

C⊃寸

Cq

UつLfつ

N

C⊃u⊃

0つ

⊂⊃
Ln

⊂⊃

C⊃
0つ

r－」

C⊃ト

「・」

⊂⊃寸

N

C⊃
C⊃

C⊃

uつ0つ

Lfつ

⊂⊃CD
塑 璧
藁
長

巾

〇〇

⊂⊃

「－・t
I→

⊂）

0つ

⊂⊃

ト

⊂）

0つ

⊂）

Ljつ

⊂⊃

寸

C⊃

寸

C⊃

Ln

C⊃

寸

⊂⊃

0つ

C⊃

N

C⊃

0つ

⊂⊃

いつ

⊂）

N

C）

N

Uつ

r・．
I・・・」

⊂⊃寸 Cn C⊃ LD LD m Cn 寸 Cn CD u⊃ 「」 m N 寸 0つ ⊂⊃

囁

ユ」

・か

Cn

哩

⊂⊃
I・→

哩

一寸

但
剖
計

Llつ

哩

くよっ

哩

寸

哩

いつ

哩

uつ

I嬰

Uつ

哩

0つ

桓
国
幹

寸

哩

U⊃

堪甲

ト一

輝

Lfつ

哩

I－」

哩
いつ

N

厘 ⊂⊃
藍 芸

N

寸、

Ln
▼－」

l

l

　　　（

坦
哩

哺

N

小

N

小

週甲
N

小

r」

小

N

小

僻

事

寸

寸、

寸

小

僻

事

埴甲
N

叶、

▼・1

本

瀕

寸、

寸

小

寸

小

N

事

N

小
／＼ ら ら ヽ ／＼ ら ／＼ ノ＼ ／＼ ／＼ ノ＼ ヽ ノ＼ ら ／＼ ヽ ノ＼

凶 ユ ，ゝ rゝ ユ ユ 」ゝ ユ ユ ユ ユ Jゝ ユ ，ゝ ユ ーゝ ーゝ ユ
JL ■」 ■L JL JL 「乙＿ JL ■」 J＿ ■L ■」 JL JL ．上． J＿ ■」 JL

膏

岬

容

N N N N N N N N N N N N N N N N N
駐　　　（ 妹　　　（ 駐　　（ 駐

／‘‾・．、

駐　　　（ 駐

喜

鍛

吏

駐

萎

駐

盃

妹

萎

駐

萎

妹

歪

妹

嘉

鍛

亘

駐

瑠

妹　　　（

囁
寸

駐

増

寒 案 案 裔 蕊 裔 義 蕊 轟 志 志 志
悪 悪 慮 慮 有責 慮 展 有毒 慮 展 悪 朔p

堀

中
椒
容
堀

中
庫

怒
坐

怒
磐

＼、＿／容 　　　）容 ＼－／容
こ三ニ
容

こ三つ
容

ごニ
容

ミニ
容

ごニ
容

ごニ
奪

ごニ
容

ごニ
容

′′　　　）
容

・糖
．

怒
登

噸 蠣 噸 頸 噸 噸 蠣 噸 蠣 噸 蠣 瑚
悪 部 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 Nヽ、＿／嘩 嘩 蜜 球 悪 球 球 部 悪 悪 悪 悪 悪 球 ］曝 嘲
昼 蜃 怒 怒 怒 怒 怒 怒 怒 怒 怒 感 怒 怒 莱 媒 佃 昼

r、、CD

（〇

COCD

（．⊂〉

CnCn

（£〉

⊂⊃⊂⊃ ▼‘－C⊃ NC⊃ 0つC⊃ 寸C⊃ uつ⊂⊃ （〇C⊃ 「、、⊂⊃
▼‘－I
00

N
l
OD

いつ
l
〇〇

▼・．‘－I
Cn

Cu
l
CD

C⊃
▼‾‾ ▼・・．－▼－▼‾‾‾

（．C〉

t．‘－

（〇

▼．・．’．

（〇

▼‘－

く〇

▼‘－

（エ）

▼‾‾‾

く〇

▼‘－

（〇

▼‾‾

くエ〉

C⊃
▼‘‾

u〇

⊂）
▼‾‾‾

（〇

⊂⊃
▼‾‾‾

く〇

⊂⊃
T．【

（．D

C⊃
▼‘‾

l

▼‘－

l

t．・．・．‾

「、、区
1駐1十「

N Cq N N N N Cq N N N N Cq N N ぐq Cq



腑
愚に

顧
畢
鱒
兜
呂翠

埴
識
逼
／．い

来

朝

嘲
畦
上、

細

腑
uつ

碓

中
軸
態
査

I I 0つ
r」

l I I I I I I I 】 I I l I ！ I

恥

準

曝

．＿ゝ．、

江 上喧聖廟
O

tや

C〉虹：ロユこ

㌣簑 （Ⅲ 担 げ

○匿
綜

匪 簑 レ Aj 匿 蛸 珂 可 吹畢 羽m e e にトl 車 曇
蟹 も嘱望琳 愛せ 十も ト増 e 忌 」 l十6 翫 ㌢ 皿蛮 望 簑 凄喩瑚 ぐ ユキ、 ユ穐
トe　 ′簑幅 鮮 融和 匿 。e 瑠 ＼／ 柵 査 亜 ・ナp　o 量感 長　j 右梗
刃塞4□韓 e

。壌容ト憩

簑
薬
ノ

尽き
望叫（

空

軍

岬軍
小亜

東

。

筍
糎

車
上土

琳
十も

ヒ∠Lヽ さ・・芸憲 簑

≦＝＼
1

聖′「
煉 る

韓 葺
可宗

置 n
巳e

1匡e
u 坦

∈　′吏 e 橿
ぷJ J 産衣
重きは白頭 ∈

喝
媒
′▼

記 H
展 e
e 埴

廿ト
ト

蝉 可
碑 。
日　と2・

｛
e

′▼
．．＞潜
れ

上土
吊
ヨ恕

咄
喩
ケ′

箭
軍

用

：寸ヽ一・・一

簑
刃

ヰ♪

針・匡
ユI土
や＼

刃 望 。
胆 望糾
疋

軍 蜂
承 昼
十も

華却
駐 可
恒・キロ

芸記 号 二

m　　　　 と三，十七

．．＞
′1写さ

担牡 ○
トや

一エ4桓
逆 境

担
ト

dR
椒

1斗
○

・1R
ヨて

○
トや

蒜慧 増 在
」択

当市

。恒凄

＝＞AJ
恒 岬

JR 婿
轍 。

烹
○

髄 e 葉6
0

整 寓 十‘ 輝 蜂 健 簑 ′す　すF
遠甘

0

十も ぎ梱 ㊥当る 刃金 ○曇 ≦＞ぷ
冨慧澗

嘲 紬 。

票双 。鮮 蕊貰

毎I‘Tr沌至

弊 e 箭 e 朝 ′忌
鸞 箭 嫌 い ユ 。如 ○轡 置場 如

売・百 靂 雲

畔 寸

簑壮 感
如

ぷこ、 箭 簑 豊 崎

窓下

軍 出　口 レ　　 上土 崇 至轟

鵬

簑 韓 感心
蒜 月 痘 吏

J疾患
庫
匿

怒
十も

ぶ
腱

箭
撼

ヰ串 嘲 故
密

よせ 令
状蘭 駄

髄1匡
加拇

上中 細
萱壁匿

頭粛 懇望 。韓
璽JJ増 駐岬1

回忌

刃遠
琵 空理 望d＼

＝告ト、

○匿
′ノ′

1 量
榔

kこ
上土
台＼

篭

り

璧轟 Cl鮎 ・加
味 曝
十七

、　噂
駐在 中
駁撃針

写ミ鱒

話媒ニ

○止 吏e
盤拉主題

加　　　○

誉慧 一一こh・　＿ここl．一厘 1
髄 耳

塞：
（Ⅲ
ウ′

○ユC
′‾　「

・韓ざ各 特
車

．ゝ＿コ

一こと．′箭
耕

〃　雫と
還牡

善墓 ｝噴
担 ユ
定 職

、r望 ユ・加
担 量幅

賢 芸

ヨコ 。＼／ェ＞

ト串ノ　琳
e 蜃 睡
完亘＞e寧薫蛋 謹誓 書

ニ＝＝ヽ

4R
軍
糠

＼e
壮

C）壮
定

遍

十も
叫

＼／

腫品

i i

rUヽ
0 1ま改悪

衷置 穀

。u J

善 悪喜 羽n
朝 昼糾
樹 上輔

〇十も 刃 檻 昼 匿 悪 慧 讐菜

・由

止只宰 望還辟 職

轍

数量 幅
室墓 轍 猶

′・1R

壷睾 JJ 塾 e 舶 簑 翻意 唾 吏韓 JJ
」滅鵬

廉
芸 票濫

亜 矢

屈
刃

吏
忌

怒
和

○改
餞⊆

嘩］
糎

塾p e
e 舟 ト
と∠1 パ　フ1

翠茸 写真 」 ト早
雲刃 担
掛　　 り芸買 番

号
晋 e 漂 ．｛＿トや

重心
≦こ、刃 撃簑 0止

榊 。
監牽

0
牡

ト寧壮 ○壮
モく」
蓋警

吏噌

一一トや
嘩小 芯∃ 芸 萱崇 4R　 T A匡

鼻刃 u く
．汁恒吏
喪墨壷結 e 頑 。 褒畔 芸鴇

嘩　 ′珂

鱒 り　画
一こ＞　、ぐ－ 蘭 置 。 定 刃由 蓋等軍窒

竃萱

轟
蜘

障 吏簑
い糾

軍
増

薬 岬
鴫 ユ

厘
遍

墜≦＞
§庫

墜
e

○賞
容量

嘉 曇悪 岬小 ｛
ユ悠望

嘉 燕

態 舟壮 P e ノレ 駿 皆 ヰく 0 豊 た∠1′　羽ロ 惑蒜 薔 レ 由 寺 宗要 義査 轟 rU I土 e 無 塵 e 岬」 窒 展ト つnr婁 培望 喋 叶 勅嘲 蛮 担蛸定 食 き王トか

0つ
r・・1

鮮 壮　 三　′ 壮 ノペ’ e 壮曇 e　o 一曲望 十ヽ 姪 e e 壷 。 e 。。衣 健 」哺 ：　0　0
望〉鵬 素顔 。
ヒコ．　　　　　　加　　　　　ノ

潜 血
ケ′

裔皿 ㌣
＿コ

裔 埋 却 辞 。 軸箭 聖 霊 匿匿 感望 u 箭 糾 簑厘 ㊥ 甘犀H 」望 望受ナ逓 撃 ㊥望

軸 心 。簑刃草
ミニ＝▼

⊂321 簑堪 鴬心 願
′

鴛 舟 簑 已岬 度盛 遍瀬 e 畢 棺痘 輔 固定 b 羽中餌皆 。 単壮 華 買 主膏
軍や言周軒ミ叫 轟 ヱリ∴訂 厘甘 e 宗 簑 e 望 霊 畠簑 旧 ぷ刃 駿 。 駿 Ⅵ式 岬萱 蛮 ′　　生 岬 川上濯
e　′珂坦 て鼻 躯 J 哩吏 0つ㌣ 糾覇 か 糾 J l 舟 。 」但 堤 岬 畔ト 厘 嘱 ニ 刃放 出 せ くト占⊥十棺 簑皆 甘
娼 ㌣江Ⅲe ごりや N 厘 態 堆ノ匪　0 量桓 ペ柊簑 ベ ぷ㌣ 姉エ＞ 駐岬 ・姉髄 ユ舟 中量 軍 。穿 恒心・匡 厘単軸 穏㌣ 厘展 e 恒はヨト
蛸料長打都区 e 世蛸 査 馳各S 華塞… 短 望可 蜃 d 臣 馳増 堰 ユ 馳 簑 媒刃 針畢 来日「望 置曝取 檻惑上月胚壌 疋 剖箭 ・匿≦＞電

」
悠

§ 」
午も

」
午6

」 」 垂 垂 　　　（●　　　）
／‾‾、、●　　　）

／‾‾‘、ヽ●
＼－ノ

　　（●
＼－／

垂 § 」 　　　 （○　　　） 」 」

＼々
ーヘ

咄
撫
澤

　　　（

bl

K

r」

⊂⊃

江コ

0つ

C⊃

与こ

N

C⊃

＋こ

「」

C⊃

′か

いつ

⊂〕

舟

r－」

⊂⊃

∑

寸

C⊃

害

し∫つ

C⊃

J

0つ

C⊃

J

m

C⊃

J

寸

⊂⊃

J

寸

C⊃

J
替

寸

C⊃

［□

寸

C⊃

舟

N

C⊃

江コ

N

C⊃

舟

N

C⊃

舟

N

C⊃＼、＿／ 寸 寸

⊂⊃

I・・」 CD トー 0つ Cn トー U⊃ Lr〕 ト いつ ▼・・」 C⊃ Cく） C⊃ 0〇 u⊃嘲
嘲

トuつ I－」

C⊃

▼－」

C⊃

（、C〉いつ Cn
▼→

Lr） ▼－」

C⊃

▼→

⊂⊃

I－」

⊂〕

N 0つ uつ

⊂⊃

U⊃N （．D（、C） ⊂⊃ト 、寸Lの ヒー仁一

YU ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ くつ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃Lr）． N C⊃ 0つ CD 亡－－ Uつ （エ） トー Cズ） ▼－」 ⊂⊃ N ∽ 0つ 亡－ ロつ Cつ

馳　　（

∈U

　　）

し⊃

Cつり⊃

I・・・」

C⊃トー

r」

⊂⊃Cn

▼－」

⊂⊃N

寸

C⊃Ln

くエ）

⊂⊃C⊃

N

C）いつ

N

C⊃寸

I－」

C⊃⊂）

▼→

C⊃寸

N

C⊃∝）

いつ

C⊃
Cに）

0つ

⊂⊃し1つ

uつ

C⊃C⊃

（」〇

C⊃ヒー

C〇

C⊃寸

し1つ

⊂⊃いつ

トー

⊂⊃C⊃
塑 璧
藁
缶

堆ノ

「・」
▼－」

C⊃

▼－」

⊂⊃

「．」

C⊃

N

C⊃

ト

⊂⊃

Lr）

くつ

寸

⊂⊃

0つ

⊂⊃

いつ

⊂⊃

0つ

C⊃

いつ

C⊃

m

C⊃

0つ

C⊃

トー

⊂⊃

C⊃
r」

C⊃

⊂⊃
I－」

C⊃

0〇

⊂⊃

N
r－」

C⊃N ▼・・・」 く〇 （：く） CD 寸 トー m 0つ いつ Cn トー N LJつ 00 Cn 寸 亡－

畔

h

I・・・」
，・一l

越野

N

哩

0つ

哩

寸

哩

（X）

哩

u⊃

越野

uつ

週甲

N

哩

N

哩

N

哩

N

哩

N

哩

0つ

埴嬰

⊂⊃
I－」

週甲

r」
r－」

I

▼－」
I→

l

N
▼－」

I

r」
I－」

トー－ 瀬 鵬 瀬 瀬 舶 舶 瀬 瀬 鵬 嘱 嘱 鵬 嚇
坦 只 再 択 只 栂 択 再 択 只 栂 只 揖 再 ト

I－」

P→
哩

哺

ト ト 刃 ト ト ト ト ト ト ト ト ト ト

小 小 小 小 小 小 寸、 小 小 事 小 小 小
／＼ ら ／ヽ ／ヽ ／＼ ヽ ノ＼ ／＼ ヽ ら ヽ ら ヽ

凶 ユ ユ ユ ユ ユ rゝ ユ ユ ．ゝ ユ rゝ ドゝ Fゝ （＝） r」⊂⊃ 「」C⊃ 「・」C⊃ r」⊂⊃■L ノー J＿ ⊥ ■L． JL JL ■L ■」 ■」 ■L JL J＿ トく ＞く 〉く ＞く ＞く

覇

岬

容

0つ 0つ 0つ 0つ いつ 0つ 0つ 0つ 0つ いつ ○つ 0つ 0つ C／〕

／一．・．、、勅

C／〕　　（

勅
と
薬

C／つ　　　（

勅
車
薬

∽　　　（

勅
と
婁

C／つ

／一．．＼勅
車
薬

妹　　　（

勅

妹

感
度

●

娘

悪
如

妹

蒔

駿

東
軸：

鮨　　　（ 妹 駐 鮨 妹 蝦 駐 駐

容
瑚
喘

車 吐 糾 十1 旧 旧 旧 旧

瑚

中
軸

一．．．コトナー 　　　）掛 ベ 惑 惑 惑 惑 惑 惑 丁ヽ・・・
＿．．コPp

専 蝉 専 轢
喧 埜 坂 伽 如 如 和 ㊥ 和 痙 ト ト ト ト
些 朝を

．
＼－／鮒 　　　）掛 　　　）掛 　　）掛 ＼＿＿／ヰ軒 　　）ヰ軒 ＼、＿ノ掛 塑 ゴ 刃 刃 刃

翻 感 感 萩 ′ノ、J一重 云 云 ′7ヽ一定 ′7ヽ′定 ′7ヽ一定 ′Pヽ一定 ′声▼一定 ＼悪 翻 嘲 　　　 ）翻 　　）樹 　　　）嘲
駄 合 合 H 虔 轄 褒 駄 旦 駄 昼 昼 怒 旦 昼 駄 墜 昼

N
▼．・．°

▼‾‾‾I
N
l 寸

，・【
uつ
▼‾‾‾

く〇
▼‘‾

l＼
▼‾‾‾

00
▼・．‾

CD
T‾‾

⊂⊃N ▼－．ぐヾ NN ∩つN くrCq
▼－I NI （〇

CN
「、、N容

噸

中
軸

▼・．・．‘‾

rヽ、

Pつ
▼‾‾‾‾▼‾‾‾

「、、

M
▼‾‾‾
▼・．‾

r＼

▼・．‘－

lヽ、

▼‾‾‾

r＼

▼－

「＼

▼‾‾

r＼

▼・・．－

「、

▼・－

r＼

▼・．‾

r＼

▼－．・．

「ヽヽ

▼‾‾‾

ト、

▼－

「、ヽ

▼‘－

OD

LON
▼‾

〇〇

Lr）N
▼－

〇〇

▼・－

〇〇

▼－

（：X〕図
牡

N Cq N N N N N N N N N Cq N Cq N N Cu N



腑
勝
顧
畢
鱒
剰
匪
埴
武
薗
／．ロ

ゼ

ペ

嘲
喧
本

楯

腑
lJつ

維

車
庫
駐
屯

I l 寸
▼→

Ln
▼－」

l I l l I i I I l l l l I l

柵

準

噸
＿ゝF．・、

鐙 碧空ぷ

0R口：ロユこ
○仁ロ：1コユこ

髄杓
。故

恒e
定積

鱒曇
簑匿

′㌣ 十も
1ま

遠望 ・由£＞
饅くま

量感
軍咄

相良

○

感
触

・由
ヰく

亜 当確
㌢薗

娼
e

▼－」野 戒
択長年 両日い ㌣埠 軍ト 無

駄
十も

担 毒筆

0つ’　○

く淵　　ヽ㊥悠 ぢ芦ゝ匿e 違
＼lへ

‘フ「㌻醸 ○
トや

恒邑 ｛
・トい
糠血

；餌

里レ頸

摘 0 ト e：監
塞匿

e合
牽引

十も涼 愈
1j

髄ヨ曝
小暮

各
十6ヽヽ墨壷

1Ⅲ　○

担
当

荘
1嘩

諒簑
e療

単
音　′
蟄㌣

樺ミ
寒
．

嘩
JJ

裏芸 4Rと11とコ．朝江幸匝1 1
嫌
○；i i

i i ！

○恒
髄
加

＼／
悪
加

彗品

皿

東面
日払
U P

分割
窮計
レ編

れノ
孟

担
1

e　′
軍・訂
橿窮

．⊆こ、
紬
腫臥

雲蔓垂

障

トト　0£＞
娼怨嗟

′下ミ箭 4R碕 ；；

駕e

uつ4回 勅璧 担 O
．⊆＞

霊感
箪驚

喜串

璃

〇十も

′江巳酔い 刃
蛸

壷悠nq
ヒ2．　0

吏克蒜
嘉買三

望琳重
要違畠

韓
e
福
相 。
㌣岬
駐ユ
1嘩レ

唖
十も
罷
噂］
e
璃

亜望
墨璃

齢 ±

刃二i」
㌍∑至

i i i

ト
○故
事
轢
定
数

哺
薬
ヨ昼
ー終㌣
匿
鱒

AJJ
軍叫
娘心
。寡糠南
定子鋸
昼望

軍
相
十‘
箭
感
如 。
○トや

駄故｛ユ・由曇謹賀引
遠慧讐
椒e岬

；ii 0±ツ悪
．．＞‘＼／

炉－！曇菅。 滞 e怒和
簑厘軍

牡芭置震岬枢下瀬瑚堆
岬哺苫舎

e 栗 蜜 諭 諭 章雄計ト レ現 喋 吏 ㊥ 穀 。 C＝＝▼翠 。 岬 。 ・由 。 苧 讐

e J
嘩］Q 。
豪亜 嘩

ヰ砿
鮨

鵬
鮨

晋 鐸 忌サイ
虔 罠

無 彊

品 ‡吉

和 曇記

い岬
心 ユ

蛸 云
堕胎

震 冒 噂〕㊥
脛愈

乾麺 塾 ！雲 蓋 tこ＝▼　ルイ寧4R 。 望喪 華 窯望 遠 刃 レ 踊 悪 霊 ミ勾 ；＼
e 簑 望 歴 崇 軍至 芸

e 現出

圧 。 組 ㊥ 定 年感 畢培 箭 腫」 レ・り 嘩 竹
暦箭 霊 壮 壮 髭 一　． 拇 敏也 怠芸 漂

佃 。

蝉弛 ｛ 甘 和 雄 」・如 駄 ト
i i 蓋 産

額
慈
椒

岬柵
鳩車

娼　 ′e
慧 逗睾

慧 誓 璧 蓋撃 謹 1まェ＞
箭 く

ぎ寄
食怒

吏竹
走出

毎 客 舟　 ○簑 轍 u e i i

∈5
0　－J

e 簑 吏蛸 岬 彗茎 豊 1 噌 まC 望 韓 簑 忘＞簑 達匿
J e e 虫

寸
▼→

査

l∫）
I一一」

蓋i 琶 鍵増 合 嘩恕 忌d 忌 e 要 髄 量 e 壮 哺恒 。 前 側
忘蓑 筐 玉 べ引 忌錮 ト上薬 憲 雲怒 末長 tp 訂隼具ノ簑 恒 。 e 怒 華南 簑嘩 岬 岬 忌

褒 蜃 ユ 窯昼 中富ヨ曝 腱担 愈 ユG㌧｝韓 刃 ユ 宥和 砧 璧 箭　 ′忌 伝 達
〉 雇 い にト軍 望 C～21 責 舟 悪童 ユ針 糾 柊療 策 。担 望月 鍵 」討裔 蝶 刃窪 壇 。 娼 悠 怒恒 心 ㌣嘩
悪 べ㌧」 u C日詰 轟 轟 怯摘引緊 感嘆 ベ朝鮮訂 毒 高嶺 合 。止り 轟 米糠　 ′ 恒厘 匝 ㊥ 刃 匿 和軍 密 恒嶽
簑べ 避 量択 ぜ 軸 軸 礎巨」㌣ 出 田 蜃望窮 展頭 。 可厘 長 簑曇 悠㌣ 魂 ト 悪 食 軍ト 上欄 簑 髄 喩
圏 域瓦 軍 トe 駐 海 ∈針軍 針 。案 一匿 直樹 針牒言い ユ勅 ＼／ ぎ髄 楽 圏厘 宗寒 量望 嘩 勾 糠 軍 固いJ 穏 匿簑
定 蘭ヰロ 梱 愈厘 査 蚕 N 恒 の Uつ曇定 針捧引憩 壁上 可昼 針軍勅 療解 き 髄簑 簑 可ト牒酎癌 事績 昼 JJ 可橿 当直 戒 魂 毒

」 」 」 」 」 」 」 」 」 」 6 ／‾・．．＼○ 」
召 6 ／一‾．、○ 6 6

＼々
’へ

咄
柵
渾

　　　（

b月

舟

N

C⊃

－

N

C⊃

・か

く、D

C⊃

・か

I・・・」

I

l

I

l

臣

′か

r－」

C⊃

－

I－」

C⊃

・か

N

C⊃

・か

I→

C⊃

t

N

C⊃

・か

▼－」

C⊃

　　　）∑

N

C⊃

　　　）
［□

uつ

C⊃

舟

N

C⊃

JJ
遍

0つ

C⊃

　　　）
告

uつ

⊂⊃

　　　）
仁□

寸

⊂⊃

　　　）∑

寸

C⊃

　　　）∑

Lrつ

⊂⊃
遠

嘲

Cつ
く．DPー

α〇
I・づN

C⊃N N寸 ▼－」I→

C⊃

0つ
00N

⊂⊃N 寸⊂⊃
「4

トー
N
I－・」

亡－
Ln
I・・・」

くつ
トー ⊂⊃LnN

I－づ

r■寸
「」

寸
N 寸N トーCD N（X）

YU C⊃ ⊂⊃ l

I

I

旨

C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂） ⊂⊃ ⊂） C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃Ln トー Cn （、C） N ∽ Cn ⊂⊃ 亡－ Llつ I・・・」 I－」 ト N I・・． U⊃

世

／．‾‘．．・、百
U

　　　）

寸

C⊃ヒー

0つ

C⊃N

I－」

C⊃
「一I

⊂⊃

⊂⊃CD

l∫）

⊂⊃⊂⊃

「」

⊂⊃寸

N

C⊃
m

uつ

⊂⊃
C＼〕

寸

C⊃
N

0つ

⊂⊃
N

⊂⊃
「・1

⊂⊃亡－－

1＿n

C⊃N

N

C⊃亡－－

N

C⊃寸

寸

C⊃0つ

0つ

⊂⊃寸
塑 璧
藁
振

穐

寸
「・1

⊂⊃

00

⊂⊃

寸

⊂⊃

N

C⊃

トー

⊂⊃

いつ

C⊃

Uつ

C⊃

LJつ

⊂⊃

くエ）

⊂⊃

寸

⊂⊃

C⊃
I・・．

C⊃

L∫つ

C⊃

0つ

C⊃

m

C⊃

寸

C⊃

LJつ

⊂⊃N U⊃ N C⊃ 00 （、D ⊂⊃ N N N いつ ト 0〇 Cb Cn U⊃

嘱

ユ」
舟

N
▼・・・1

哩

00

Ln

uつ

哩

寸

哩

u⊃

哩

Llつ

≦こ、
白田

くJ⊃

≦ニヽ
R監

u⊃

哩

u⊃

≦こ、
R長

Ln

l

r」

寸
r－・1

躍嬰

寸

I

r」

0つ

輝

0つ

哩

Lr）

哩

寸

哩
世
越野

哺

ト

I－」

P→

「」

C′）

「」

C乃

「」

▼・．」

r4

r」

I・・・」

ト

I－」

汚巴
鴫

I－」

汚票
鴫

I－」

1

▼－」

q彙

▼－・1

I・・」

I→

ト

r」

ト

l－」

ト

，」

0つ

I－」
凶 ⊂〕 ⊂） C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃ C⊃ C⊃ （：：⊃ ⊂） ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃＞く トく ＞く ＞く トく ＞く トく ＞く ＞く 国 国 国 〉く ＞く 〉く ＞く トく 〉く

東

亜

容

C／〕

／‾・．．＼勅
と
喋
軸

C／〕　　（

勅
と
薬
4E

C／〕　　（ C／〕

藤

ユC
罵
蛸
寧

咄
瀬

玩

〔′〕

蒔

吐

C／〕

蒔

塵

C／〕

壮

∽　　（ ∽　　　（ C／つ　　　（

勅
二と
婁

C′〕 C／〕

轍

∽

壮

C／〕 〔′〕 C／〕 C／〕 C／つ

堀

中
庫
容
堀

中
庫

せ 韓 ペ 　　　）掛 　　　）健
撫

願 願 蔵 惑 惑 惑 惑 惑 惑
ト
ゴ

ト
ゴ

垣
型

蜃　　） 崩 聾 聾 ∪ 坐 坐 坐 坐 坐 坐

牡 車 空 鍵 健 壮 轍 壮 壮 轍 壮 壮 蛙
嘲 翻 怒 宙 叫（ 蛾 玉 裔 裔 南 裔 疋 疋 疋 定 疋 置 痘
昼 装 合 鴛 ‖ H 悪 鴬 鴬 尭ま 鴛 墜 昼 塾 ’墜 墜 墜 墜

▼‘－l
〇〇

N
I
00

CnN ⊂⊃∩つ ▼・・．－0つ NPつ M0り 寸いつ lJつPつ く〇m 「、、∩つ CX）∩つ CnM C⊃寸 r－．くr
N
．くr

口つ寸 寸寸
N
▼一．

〇〇

ぐ」
，・‾

○○

▼’－

CO

r－

OD

▼‾‾‾

〇〇

▼・－

〇〇

T．－

Cn

▼一．・．

CD

▼－．

CD

▼‾‾

Cn

▼‾‾‾

CD

t．・．・．‾

CD

T．－

CD

T．－

CD

▼－l

CD

▼－．

CD

▼－．

CD

▼‾‾

C⊃民
放

N N N N N N N N N N ぐq Cq N ぐq N N N Pつ



腑
撒
靂
畢
鱒
兜
琵
埴
識
薗
！♪

ヰJ

ペ

嘲
晦
心

紳

腑
Lr）

維

中
綽
態
虫

l l くJ⊃
▼→

I I 】 I l I l l トー
l・」

I I I l l 0〇
1－・1

l CD
l・→

】 C⊃N

紳

準

曝

．．ゝ

穂 刃怒 小叫 桓 ′
．⊆コ、

簑 亜 1ま 萱壷 限 ‘＼／ い
加

N
十も

駐悠 発ヨ」 髄堂

○
トや
愈

糠旧 咄蘭 ト 窮
レ

合 刃 匿 刃 馳 ■R
可
≦こ、

ヒ三つ． 二ここ▼0翠 e e 穂心
穂
堰

蛸e 蘭噂］
：寸ヽ

d＼
1イ

可

．ゝコ

b 1 」 AJ 倒直
悪 岬廿ト §鸞 e 量

と∠ユ巳e 。匿
止嘩

獣蝉
に輪

㌘ミ
軍 ロ

ケ′
遍 頑

固
」
瑚　0

這亜 叫
一曲

∈
U
N

欒 怒 棺1
㌢㌣

Lfつ．＿－
N　りウ〆　一・こ3－

軸心
薄分

鴫
莱

髄b
e 現

壁上
粛蜂

蛸

′

㌘ミ
刃

．⊆＞

．⊆＞
J尋

1

0　0

料ユ
駿哩

雪琵 駿
窒

霊ぷ 簑
腫

e
軍
臼

霊屋 完賢 e 簑
橿壇

1ま
厘

箭鵜
壇腫

巣布
置」

．⊆：＼
嶋

辞 。 上之
エコ
rヽ

志簑 菅笠 」
0．．ゝコ宗無

垢這

十6
涼 姉叫

吐聖

刃
」

蛸

○

蓋三

＝＝▼

馳
5遥

廿ト針
草餅

山

．1」ト
ユ」

垣可
蝶

溢ぎ
旛

簑
厘

・R トや
壊す

齢 I′I 濫竃 ト 噂〕
が

叫

・如
容 3 舟 廿トビ

甘露
一如
年く

厘 0嘩岬 ＼／　三
号 。 吏 甘叫

十‘壷
○
トや

誌ギ 慧匡

り　○

○容 巣 e 橿
案件

拇虫．1j
合田 摘草

。婚

†丁醇
刃 昼食

匁　0
JJトや

忌
愈
ケ

涼画 愈
1′

蓋蕊 禦 筆重

患雲

江
心

裔　′
搬き　　0

志牡

′　十も
容曇
噸

」
叫

○匿 i i i ∈
岩夫

ユ」
，U

嘩密
輪

ユJ
AJ

芸書 芸ツ 喘
球

出
′

；；； 音喜 ．拇
喋 1

メ由
髄

穂

」 痴
加　　、
′JR ．大J

・由
エK

○　　＼
トや」

一如
ヰく

心 芸
寧

初 志

十も

d 昌 怒

り
柊

十も

愈 可

ケ　J

球 」
撼

駿
掛

e
匿

軍

璧 疎

遠 票

†r
醸

1ま
匿

食 害
勾 旛

刃 簑

・如意

TT怒
担
魂

三 芳

朝江A j
e

憂 ≡ 刃 」

雲 柵
碑 と

ウイ

十、二
忌

d ＼
0刃 小

霊 睾

竺 」

洪

匿
姦 ′0

．U
刃 叫

一如 ・由
塞 駿

く浜裔
走 彊

d ＼ぺ∫
蟄 簑

J
十も
箭
l皿′

蛸

0　0

舟 埴 コ

嘲 匝 ト

0
監…
梱

噸 」

嘩 く
望 。

翠 トや

十ヽ案 怒
部 望

C〉
容

慧 蔓 ′　」に

O u

′写さ
芸 慧 三 叫

仰 ・由

○
蟹
轍

°＝＝：T朝江上コ
、て一芸 鸞

＝＞
蕊 雲

遠 望 簑

毒 害

； ； 蛋 0
蟹
轍

針 融
資 」

0
RD：
蒜

旧茸
簑

†や

0
RD：
蒜

蚕 桑 出 撃 竹 瀬 翠 癌 娼 小 凝 固 噸 等ゝ
‡ 望

如
意 芸

芸 靂 鵬 妻 羞 鵬 ！ ； 蛋 鵬 小 瀬
潮 娼 ト 鮨 痛 点 惑 琴 軸 嘩 喋 膝 華 ≡ ザ 吏 棋 鮨 ・鮎 口叩く 搬
1 1刃 竹 霹 芸 慧 。b 悪 叫 窮 品 彗 凝 十もビユ

畠 璧
長 」 壷 凝 凝 ヰヽべ

宜
ヽ

靂
蓋 憂 」　 曇 歴 容 現 怒 ・由 レ 舟 、 烹 rU ′

′
烹 苧 十も ∈写

叫 叶 壮 蕗 頭 目 喋 勅 噸 窮 e 鍍 金 蓋 墾 簑 忘 寒 雲 荘
川1【エ

単 曇 り 悪 可 簑 。車 蒜
1m江

霞

1m【エ
箭 胡ミ

壮
蘭 可 ㌣ 轟 発∃吏 慧 雲 喘 腫 案 寒 山 量 感 豪 ′長 志 望

≡ 哲

貰 密

e 璧 岬 。 ′ 岬 岬 簑 轟 轟 韓 轟

墜 望 寡 JJ 亜 蜘 トや　」 悪 可 駿 ユ刃 宇 摩 軍 望 蜘 声 量 ヰノ 。 嶋 崎 J 心 境 ヨ昼 躯 彗 蓋 ≡ 廟 棋 躯
岬 匿 裔 固 密 態 忌 籾 e 璃 感 江 叫▼軸 トやナや 軍 醜 蛙こ 匁 1 簑 ㊥ 室 菜 華 u P 蛙こ 蛙こ 蛙こ
震 警 虔 1 線

針ぺ十」

査 鴬 と
い り

車くり
‘アマ．こ一球 だ

＿　　　0
e 小
＼爪　旬

○蟹 岬

舟 （

分 室
謡

愈 哺
1 J ケハ

橿 荘

糠 針
璧 胡

m ′

サ（さ
査 刃 e

壷り£
岬 b

哺 鰹

担 箭 望
盤は陰り

ザさ
函

すらさ
査

（〕
トや
哺

・ポチ
査

箭 壮 針 担 ぎ （、D
▼→

い牡
渠 遍 拝ミ＋こ

餌こ・由
潮 昌 哺 Hl

已望

■R

・刈 穂
1こ＝▼撃　 ′

半　 ○
橿 剖 トー

「」
芸 襲 重 要

簑 蘭
ト車
上 駐 忌

1・串：1ゝ ＼・⊥一
心 ポ 箭 0〇

「・」
童 萱 雫 CD

T－」
㌣ ⊂⊃

N怒　 ′ 簑 寧 傘 芸 右 耳 べ 曇 屑 案 掛 」 占 厘 蘭 d ＼ 神 か 糠 陳 貞 厘 穂 駐 掛 褒 勅 悪 1 責 Ci‡弓 騙 責

重 患 担 簑 曇 轟 ・匡長 芽 ㌣ 簑 駿 簑 世 °　t＝＝Tが 寧 案 〉 ′り哺 山 霊 轟 穂 e 畠 。 髄 球 心害 い 来 怒 刃 束 束 怒 轟
上土tp 1 軍 塵 廟 1まユ」 策 士 駿 餌： 染 着 1〃　ミニ＝ヽ′．R 翠 醇 ぺ 軍 簑 軍 碇 蜘 e 球 ，」トや トJ り

一＿＞　一こと．
N 竺重　い 簑 e 合 軸 蜘 e 蜘

箭 嘩 e 梶 野 魅 軍 り 。 匿 長 厘 用 匿 ＼／ 穏 描 短 針 亜 痘 廿ト日 窓 恒 嘩 炉　　′イ■R　二＞ 軍 霊 軍 決 る 事 案 刃 駐 蒜 ㌣　 ′ 駐 瑚 態
定 量 轍 廿ト箭 査 神 崎小 当 望 訃 報 駐 吐 吐 軍 望 針 可 展 可 曇 査 1 駄 蟹 レ 相 対 蛸 恒＝亘 蛸 南 吏 査 埋 層 b 虫 蛮 虫

垂 ／－＼●　　）

／‾‾、ヽ
／‾‾、ヽ
●
　　　）

　　　（
●
、ヽ＿／

　　　（
●
　　　）

／一．．．＼ ／一‾‾．‘＼ ／‾‾‘．‘・ヽ ／‾‾・．＼ 　　　（ ／‾‾‘．‘＼ ／一°．．．＼ 　　　（ ／‾‾、＼ ／‾一°．．＼ ／一‾、、 ／‾‾、ヽ 　　　（ ／‾‘’．．＼
／‾・．．＼○　　） 」

事 車 事 事 事 事 車 事 事 車 事 事 車 事 車
′．‾＼ 　　　）

J
　　）

J
　　　）

J
＼＿＿／ 、ヽ－／ ＼－／ 　　　） ＼、＿／ 　　） 　　　） 　　 ） 　　　） 　　） 　　　） 　　）

キ＼
γ＼

咄
和
博

／一‾‘．‘＼
b乃

∑

00

⊂⊃

J

Fー

C⊃

嫁

亡、・

C⊃

J

U⊃

⊂⊃

J

亡、－

C⊃

J

uつ

C⊃

牡

Uつ

⊂⊃

醇

（、C）

C⊃

J
鍵

トー

C⊃

J
鍵

U⊃

⊂⊃

J
替

トー

⊂⊃

J
嫁

0〇

C⊃

J
歯

CO

C⊃

J
替

（、∃〇

⊂⊃

J
嫁

ト

⊂⊃

J
醇

U⊃

C⊃

J
嫁

（．C）

C⊃

J
皆

Cく）

⊂⊃

J
醇

トー

C⊃

J
牡

ト

C⊃

［□

0つ

C⊃

舟

I－」

r4　　　）
珊

瑚

C⊃
ト－

N
C⊃
トー

C⊃
⊂⊃
N
r一」

CD

C⊃

Cn
寸

0〇
C⊃
t一」

Llつ
寸

寸
uつ

0〇
U⊃

I→
ト

⊂⊃
▼・・・1
I→

00
Lr）
「・」

r4寸
N

Llつ
I・・」

⊂⊃

寸
寸

「・1
トー

N
N
I－」

0つ
寸
N

I→
ト
N

0つ
Cn
N

寸

（＝）

uつ
N

拙 ⊂⊃ C⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂〕 C⊃ C⊃ ⊂⊃ C⊃ C⊃
l

I

I

哩

Uつ 「」 寸 寸 ⊂⊃ I→ Cn ⊂⊃ ト 0つ Cn N N Lr） C⊃ I・→ し1つ 0つ （：ズ） 0〇 トー

吐　　　（

∈
U

　　　）

0つ

⊂⊃
いつ

仁一

⊂⊃
トー

仁一

C⊃
寸

r」

⊂⊃
00

0つ

C⊃
Llつ

0つ

C⊃
（、D

N

C⊃
I・」

寸

C⊃
0つ

N

C⊃
「・」

N

C⊃
「」

N

C⊃
N

寸

⊂⊃
寸

Lr）

⊂⊃
N

▼一車l

C⊃
ト

N

C⊃
⊂⊃

N

C⊃
C⊃

N

C⊃
C⊃

寸

⊂⊃
トー

N

C⊃
「・1

▼－」

⊂⊃
u⊃

⊂⊃

くつ
トー

埜　 壁

藁
お

堆ノ

寸

⊂）

亡－・

C⊃

N
▼－」

⊂⊃

▼－」

⊂）

0つ

C⊃

Ln

C⊃

いつ

C⊃

○つ

C⊃

寸

C⊃

寸

⊂⊃

くエ〉

⊂⊃

寸

C⊃

uつ

⊂）

r」

⊂⊃

いつ

C⊃

CJ⊃

⊂⊃

Lfつ

C⊃

寸

⊂⊃

CD

C⊃

亡－

C⊃

C⊃

⊂⊃
N 寸 ト いつ N くつ トー いつ （X） 亡－ 0つ 00 0つ CD C⊃ ▼－」 Ln I－」 CD ⊂⊃ N

喀

ユJ

t
」づ

寸

哩

I・・・1
1－1

［d
Z

N
「・」

Cn
雲

寸

I

I－」

Lf〕

哩

Lr）

l

r－・」

寸

寸
雲

0つ

k〕
：乙

いつ

■L
′ゝぞ

八
m

ロつ

哩

寸

哩

u⊃

哩

亡一

週嬰

寸

Cn
貞

寸

JL
．ゝぞ

八
m

uつ

（X）
雲

Ln

越野

・［こ

〔可
乙

P一

昭

▼・4
▼・・・1

寸
霊

の

し－
⊂コ

ぐヽ一一
随翌

甲々

ト

I－1

▼・・」

21

I→

ト

I・・」

21

I・」 t→

′ト
や、、
斗

▼－・」

ト

I・・・」

ト

t→

N

r．」

ト

▼－・1

h

I→

′ト
で、
斗

I・」

‡弓

r」

ト ト a a ト

凶 ⊂） ⊂⊃ ⊂⊃ C⊃ ⊂⊃ （：：⊃ C⊃ ⊂⊃ （：：⊃ C⊃ ⊂⊃ （二つ ⊂⊃ C⊃ C⊃ ⊂⊃ I－」
C⊃

r」
⊂⊃

I－」
C⊃

▼・－」
C⊃

r」
⊂⊃

I－・1
C⊃＞く ＞く 〉く 河 ＞く トく 〉く ＞く トく 国 国 トく 〉く ＞く 〉く トく トく 〉く 国 〉く トく 〉く

留

哺

容

∽

／‾、＼

C／〕　　　（ ∽

壷

∽

マ

ナ崖
薬

C／〕　　　（ C／〕

／‾‾．、

∽　　　（ C／〕　　　（ C／つ

／‾・、

C／つ　　（ C／つ

／‾‾‘．‘＼

〔′〕　　（ C／つ　　　（ ∽

嘉

∽

亘

C／〕

嘉

∽

嘉

C／〕

喜

∽

喜

∽

萎

C′〕

増

〔′〕　　　（

噸 蛾 案 案 寒 案 寒 寒 寒 案 寒 裔 裔 裔 裔 宙 裔 裔
喋

十ヽ ．＋ヽ
慮 慮 慮 有責 慮 慮 来室

噸

車
庫
容
瑚

中

軸

怒

磐
怒
坐

蝶
埜

　　　）
容

　　）
容

＼－／
容

　　　）
容

　　）
容

十ヽ　　　）
容

十・ヽ　　　）
容

　　）
容

十ヽ
＼、＿／
容

　　　）
容

こ三つ
容

′フヽJ　　　）
容

ごニ
容

′7ヽJ　　）
容

′7ヽJ　　　）
容

ごニ
容

′7、▼J　　　）
容

噸 蠣 瑚 蠣 噸 瑚 噸 噸 噸 噸 噸 噌 噸 瑚 蠣 噸 噸 屯：
壮 轍 瑠 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 喋 Ln　　　）
定 定 嘩 球 悪 瑠 球 寒 球 部 球 部 悪 球 球 球 球 悪 球 邸 謝 ヨ曝
昼 駄 昼 怒 怒 怒 亜 怒 鵡 怒 怒 怒 亜 怒 怒 怒 怒 感 怒 怒 感 媒

Lr）
く寸‘

（エ〉
寸

「、
寸

OD
．く「

CD
寸

C⊃
はつ ▼－Lr）

N
Lの

いつ
uつ

寸
Lf）

Lの
Lr）

（〇
uつ

「、ヽ
Llつ

CX⊃
Lr）

CD
Lr）

C⊃
u⊃ ▼‘－（．D

N
（エ）

の
く．C〉

寸
（D

Lf）
くエ）

u⊃
（．C〉

T．－

⊂⊃

▼‾‾‾

C⊃

Ⅰ．・・．‘‾

⊂⊃

▼‘－

C⊃

▼‾‾‾

C⊃

▼・．‾

⊂⊃

▼‘－

C⊃

▼‾‾‾

⊂⊃

▼・－

C⊃

▼‘－

C⊃

▼‾‾‾

⊂⊃

▼・．‾

C⊃

▼‘－

C⊃

▼‾‾‾

▼‾‾‾

▼－‘．

▼‘‾‾

▼‾‾

▼‾‾

▼‾‾‾

T．・．4

▼・－

r－

▼‾‾‾

▼‾‾‾

▼・－

▼‘－

▼’－

▼‾‾‾

▼‾‾‾

▼・．‾図
像

いつ M Pつ いつ 口つ M m 0つ （Y） （Y） Pつ ∩つ Pつ いつ （Y） M Pつ いつ M くY） M M



第4章　製鉄関連遣物（分析資料）の考古学的観察

1H　調査の手順

製鉄関連遺物については、強力磁石（TAJIMA PUP－M）と小型特殊金属探知機による抽出、お

よび肉眼観察による考古学的な分類を行った。この中から、代表的な資料を抽出し、遺物の詳細観

察と実測ならびに写真撮影を行った。

資料の抽出と遺物の観察は穴澤義功氏に依頼し、併せて分析資料の切断個所についても指示をい

ただいた。また、金属学的な分析については、（株）九州テクノリサーチに依頼した。

2．遺物詳細観察表の見方

遺物観察表は、新潟県北沢遺跡1）・島根県板屋Ⅲ遺跡2）における製鉄関連遺物の検討で採用された

様式を基本とし、分析項目などを加えた様式を用いている。主な項目の見方は以下のとおりである。

1　遺物種類　金属学的な分析を行う前に、考古学的な観察によって判定した遺物の種類である。

2　計測値　各遣物の長さ・幅・厚さ・重量を計測したものである。

3　磁着度　製鉄関連遺物分類用の「標準磁石」を用いて、6mmを1単位として資料との反応の

程度を数字で表したものである3）。

4　遺存度　資料が破片か完形かを記す。

5　破画数　資料が破片の場合、破面がいくつあるかを記す。

6　メタル度　埋蔵文化財専用に整準された小型特殊金属探知機によって判定された金属鉄の残留

の程度を示すもので、基準感度は次のとおりである。

H（○）：Hは最高感度で、ごく小さな金属鉄が残留することを示す。

M（◎）：Mは標準感度で、Hの倍以上の金属鉄が残留することを示す。

L（e）：Lは低感度でMの倍以上の金属鉄が残留することを示す。

特L（☆）：特Lはごく低感度で、Lの倍以上の大きな金属鉄が残留することを示す。

7　分　　析　どのような分析をどのような部分について行うかを○印で示す。

8　所　　見　外形や破面・断面の状況、木炭痕や気孔の有無、および付着物やその他の状況につ

いて記す。

9　分析部位　資料のどのような部分をどのような目的で、調査・分析するのかを記す。なお観察

表下の実測図の網掛け部分は、分析に供した資料の採取位置を示す。

10　備　　考　資料がどのような場所で、どのように生成されたと予想されるかなどについて記す。

1）新潟県豊浦町教育委員会1992『北沢遺跡群』

2）島根県教育委員会1998『板屋Ⅲ遺跡』志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書5

3）小林信一1991「製鉄遺跡の発掘調査と整理について」『研究連絡誌』第32号千葉県文化財センター
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第7表　署ケ原奥たたら跡分析資料詳細観察表

資料番号1

出 土 状 況
遺 跡 名 著 ケ 原 奥 た た ら跡 遺 跡 遺 物 N o． 47

分

析

項　 目 津 胎 土

出土 位 置 2 ト レ ン チ （2 層 平 坦 面 ） 時 期 ：根 拠 中 世 ～ 現 代 ：出 土 状 況
マ ク　ロ

試 料 記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －1

化　 学 ：M Y 0 －1

放 射 化 ：－

計

測

値

長 径　　 9．2　cm

短 径　　 8．7　cm

厚 さ　　 5．6　cm

重 さ　 4 64 ．0　 g

色　　 調

表 ：灰 黒 色 ～

赤 褐 色
遺 春 慶 破 片

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎

地 ：暗褐 色 ～

赤 褐 色
破 面 数 5

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火 度

○
○

遺 物 種 類

（名　 称 ）

炉 壁

（整 形 痕 付 き特 殊 ）

磁 着 度 3 前 含 浸
－

カロリー
放 射 化

メ タ ル 度 な し 断 面 樹 脂
－

Ⅹ線透過

観 察 所 見

分 析 部 分

内面が薄 く醇化 ・発泡 した炉壁片。平面形 は、やや弧状 。側面全面 と裏面 の 8 割方が破 面で、破画数 は 5 を数 える。内面 には、

上下方 向に向か う幅2．5皿程 の樋状 の窪みが残 されて いる。 これ は内面成 形時の圧痕 の可肯巨性が高 い。内面 は部 分的 に醇化 が強
く、溶損 してい る場所 も認 め られ る。裏面 は荒 く整形 された面が部分 的に残 る。胎土 はわずか にス サを混 じえる強 い粘土質で、
練 りは非常 に甘 い。その ためか、全体 に ヒビ割 れが無数 に走 ってお り、 ヒビ割 れか ら一部が脱 落 した部分 もある。被 熱 は内面

か ら最大 3 mmほ どが韓化 し、壁厚 の半分程 度が灰黒色 となってい る。残 る外面寄 りは赤褐色 である。全体 の色調 も、内面 の淳化
部分が灰黒色 で、外 面側は赤褐色 。地は暗褐色か ら赤褐色 となる。

長軸端部 1 ／3 を直線状 に切 断 し、炉壁 と して分析 に用いる。残材返却 。

備　　 考 極め て練 りの甘い、 内面 に上下方向 のスマキ痕 また は整形 痕 を残す、特異 な炉壁片で ある。内面が薄 く津化 ・発泡 しているが、
確実 に製鉄炉の炉壁 片 とす るにはやや躊躇 す る資料 である。構成NG45か らNQ48 も同種 の胎土 で、特 に構成No48 はほぼ同一 の特

色 を持 ってい る。箱 形炉 の上 釜の破片 の可能性 と、調査区上 部の平坦面 に築か れてい る、近 世か ら近代 の炭窯 の壁片 の両方 の

可能性が ある もの と現状で は見 てお きたい。

0　　　　　　　　　　5cm
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資料番号2

出土状 況

遺 跡 名 薯 ケ原 奥 たた ら跡遺 跡 遺物 N o． 5 0

分

析

項　 目 捧 胎 土

出土 位置 2 トレンチ （2 層 平坦 面 ） 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土 状況
マ ク　ロ ○

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －2

化　 学 ：M Y 0 －2

放射 化 ：－

計

測

値

長 径　 10．1 cm

短 径　 15．5　cm

厚 さ　　 7．1 cm

重 さ　 74 6．0　 g

色　　 調

表 ：茶褐色～
赤褐色

遺 存 度 破 片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎

地 ：黒色～灰

黒色 ～赤褐色
破 面 数 6

Ⅹ線回折
化　　 学
耐火 度

○
○

遺物 種類

（名　 称 ）

炉壁

（砂 鉄焼 結）

磁 着 度 3 前 合 浸
－

カロリー
放射 化

メ タル度 な し 断面樹 月旨
－

Ⅹ線透過

観察 所見

分析 部分

内面の上半分に砂鉄が焼結 した炉壁片。上下に長 く、側面全体と裏面の大半が破面となっている。破面数は6 を数える。内面

は上 ・中 ・下の3 つの熟変化が生 じている。上部から順に記録すると、砂鉄焼結部、ゴツゴツした浄化部分、黒色ガラス質に
津化 してえぐられたように洛損している部分の、三つに分かれている。焼結した砂鉄の粧度は0．1mm～0．13mm大で、中心粒度は

0．1mm大程度である。比較的、粒径の揃った、角が取れ気味の微細な砂鉄といえる。壁は内面側からの被熱が強く、壁体の9 割以
上が灰黒色に被熟している。外面にはわずかに弧状の表面が残り、その部分のみ赤褐色となっている。胎土は1 cm 大以下の石

粒や石英質の粒子 をかなり多捌 こ含む練りの甘いもので、わずかにスサも混和されている。外面には鉄淳が数ヶ所露出してい
るが、内面側からのヒビ割れに貫入 した津の可能性が高い。色調は表面の砂鉄焼結部の一部が茶褐色で、外面が赤褐色 となる。

地は内面側から順に、黒色から灰黒色、赤褐色となる。

長軸端部 1 ／3 を直線状に切断し、炉壁として分析 に用いる。砂鉄焼結部 に留意。残材返却。

備　　 考 分析資料NG 5 やNQ13 と同様、著ケ原奥たたらで用いられていた砂鉄の性状を知ることのできる資料である。内面の下半 1 ／3 は
深 く溶損 してお り、通風孔上方の溶損部の上端を示す ものと考えられる。通常、大きく洛損する条件は、炉壁胎土の耐火度の低

さ、あるいは、拇押し法的な炉底塊の成長による通風の反転によるものと推定される。なお、津化 ・溶損部が中央の突出部 を
境に左右に分かれているのは、左右2 孔の通風孔部の存在をうかがわせる。

0　　　　　　　　　　5cm
l　．．．．：
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資料番号3

出 土状 況

遺 跡 名 薯 ケ原奥 た た ら跡 遺跡 遺 物N o． 62

分

析

項　 目 津 胎 土

出土位 置 2 トレンチ （2 層平 坦面 ） 時期 ：根 拠 中世 ？ ：出土状 況
マ ク　ロ

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －3

化　 学 ：M Y 0 －3

放 射化 ：－

計

測

値

長径　 12 ．7　cm

短径　 12 ．0 cm

厚 さ　　 6．9　cm

重 さ 1，050 ．0　 g

色　　 調

表 ：紫紅色 ～
明褐色

遺 存 度 破 片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎

地 ：黒褐色 ～

明茶褐色
破 面 数 6

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

○
○

遺物 種類

（名　 称 ）

炉壁

（上下 整形 痕付 き）

磁 着 皮 3 前 含 浸
－

カロリー
放 射化

メタル度 な し 断 面樹 脂
－

Ⅹ線透過

観 察所見

分析 部分

内面の表皮が紫紅色に醇化 ・発泡 して、上下方向に不規則な筋状の窪みが生 じている炉壁片。平面形はわずかに弧状。側面は
基本的に破面で、裏面は部分的に表皮の剥落が残る。破面数は6 を数える。下面の 8割方と右側面は、もとの粘土単位の整形

痕を残 し、接合痕と考えられる。下面は、ほぼ平坦に面が荒 く整えられており、左側には幅 2皿近い指頸痕が確認される。裏
面は胎土に含まれる3 mm大以下の石英質の石粒が多量に露出 した面で、本来の外面に近いのは右寄 りの下端部である。なお、

裏面中段には、水平方向の粘土単位の接合痕が確認され、およそ6 cm の高さを持つ。上下面を切 りそろえた粘土単位を積み重
ねていることがわかる。また上端は別の粘土単位の上面 に相当する可能性がある。被熟は内面から順に、最大1．5cm程の厚みを

持つ津化層、さらに外側は裏面に至るまで赤褐色か ら明褐色に被熱した層のJ頁となっている。胎土は3 mm大以下の比較的粧度
の揃った石英要の石粒 を多量に含むもので、耐火度は分析NG l ～3 の中では最も高そうである。色調は内面表皮が紫紅色で、

外面は明褐色。地は黒褐色から明るい茶褐色 となる。

長軸端部 1／4 を直線状に切断 し、炉壁 として分析に用いる。残材返却。

備　　 考 内面表皮の紫紅色が強い点と、上下方向に残る筋状の窪みが特色である。前者は炉内の雰囲気の点で酸化性が強いことを示 し、
後者は分析資料No l の内面に残る樋状の窪み（スマキ痕 ？）に由来する可能性 も残る。なお、炉壁の粘土単位が 6 cm程の帯状の

細い輪積みで、通常の 「たた ら積み」ではない点も注 目される。また、構成された壁体全体の傾向からみると、上釜 と元釜の
胎土を替えていることはわかるが、やや胎土や成 ・整形にばらつきがあ り、わずかにスサを混 じえる胎土を用いていることか

ら、中世の後半期に属する遺跡の可能性が高い。

0　　　　　　　　5cm

：　．
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資料番号4

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原奥 た た ら跡 遺跡 遺 物N o． 66

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土位 置 多 伎 町久相 川河 口 時期 ：根 拠 現代 ：採 集 品
マ　ク　ロ ○

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －4

化　 学 ：M Y 0 －4

放 射化 ：－

計

測

値

長径　　　 一　 cm

短径　　　 一　 cm

厚 さ　　　 一　 cm

重 さ　　 20．0　 g

色　　 調

表 ：黒　 色 遺 存 度
－

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○

地 ：黒　 色 破 面 数
－

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

○

遺 物種類

（名　 称 ）
砂 鉄 （自然 ）

磁 着 度 5 前 含 浸
－

カロリー
放 射化

メ タル度 な し 断面樹脂
－

Ⅹ線透過

観 察所見

分析 部分

2005年 3 月9 日に多伎町久相川河口の左岸より採取した自然砂鉄。現在の海岸の汀線までは、60～70m の距離がある。（かつて
は海岸でも目に見えて砂鉄が確認されたという情報があるが、現在では認められない）採取時には磁石を用いず、移植 ゴデによ

り採取している。採取 した内の20．0 g を定量 した上で、磁石 と比重差により4A （磁着する砂鉄）、4 B （非磁着の砂鉄）、4C （非磁

着の砂鉄のうち、比重差によりさらに砂粒を分離 したもの）の3 区分をしている。以下個別に記録する。
4 A　　 仝20．0 g のうち12．05 g を占める磁着する砂鉄である。全体の60．5％を占める。粒径が0．2mm大～0．06mm大で、黒色の光沢

をもつ粒子主体の砂鉄である。平均的な粒度は0．1mm大。角ぼった粒子と表面が磨耗して丸みを持った粒子が混在するものの、
全体的にはやや角が取れている砂鉄粒子が主体 となる。
4 B　　 仝20．0gのうち5．65 g を占める非磁着の砂鉄である。全体の28．25％を占める。粒径が0．2mm大～0．05mm大前後で、4A と

粒径の点 といえば似た資料である。ただし、磁着せず光沢のある粒子も明らかに少ない上に、石英質の砂粒や有色鉱物が 1割

以下、混在している。色調は4 A と比べて黒味が少ない傾向がある。チタン磁鉄鉱主体の砂鉄か。
4 C　　 仝20．0gのうち2．25 g を占める非磁着の砂粒主体の資料である。全体の11．25％を占める。非磁着の資料から4B の非磁
着の砂鉄を比重差により分離 した、砂粒 と2 割程度の無光沢の砂鉄の混在物である。砂粒は石英質のものが主体で、粒径 も0．5

mm大までの、大きめのものを含んでいる。砂鉄粒子の光沢がないのは、磨耗の進行とチタン磁鉄鉱由来のためか。

必要量を選択し、自然砂鉄 として分析に用いる。分析時には、4A 、4B 、4C 、を合わせて用いること。残材返却。

鹿　 考 自然状態で採取 した砂鉄 としては粒径の幅が狭 く、平均粒度は0．1mm大前後の砂鉄資料である。非磁着のチタン磁鉄鉱と推定さ
れる粒子が28％を超える特色を持つ。なお、遺跡から出土 した分析資料N0 2 の炉壁表面に焼結する砂鉄や、分析資料NQ 5 なら

びに分析資料No14の砂鉄に加えて、分析資料No13の砂鉄焼結塊 とも粒径がほぼ一致 している。非磁着の砂鉄の割合が極めて高
い点を除けば、遺跡周辺の河川河口部あるいは、海岸部から採取された砂鉄が約5km山間部に運び上げられて、製鉄原料として

用いられた可能性が高そうである。河口部などの砂鉄推積層では、わずかな採取場所の差や季節の違いにより、粒径や非磁着
の砂鉄の比率が変動するため、多少の幅を持って考えるべき要素である。
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資料番号5

出土 状況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 た た ら跡 遺跡 遺物 N o． 67－2

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土 位置 2 トレンチ （3 層 平 坦面 ） 時期 ：根 拠 中世 ？ ：出土状 況
マ　ク　ロ ○

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －5

化　 学 ：M Y 0 －5

放射 化 ：－

計

測

値

長 径　　　 一　 cm

短 径　　　 一　 cm

厚 さ　　　 一　 cm

重 さ　　 20．0　g

色　　 調

表 ：濃茶褐色 遺 存 度
－

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○

地 ：濃茶褐色 破 画 数 －
Ⅹ線回折
化　　 学
耐火 度

○

遺物 種類

（名　 称 ）
砂鉄 （遺 跡）

磁 着 度 6 前 含 浸 －
カロリー
放射 化

メ タル度 な し 断面 樹脂
－

Ⅹ線透過

観 察所 見

分析 部分

2 トレンチの 3層平坦面から出土 した鉄棒を水洗 した時に、残留 した土砂を磁遺 して得 られた砂鉄資料。分析資料N0 6 の流動

淳表皮 （ガス質、鍛造剥片様）と同一母体から採取 されたもので、婦の目の差により両者は分離されている。磁選により採取 さ

れているため、非磁着の砂鉄や砂粒は極めて微量 しか含まれていない。これは、遺跡の土砂中から原料 とされた可能性のある

砂鉄を分離する上で、必然的に起こる問題で もある。分析資料N0 4 の久相川の河口部か ら採取された自然砂鉄に比べれば、光

沢を持つ粒子の比率が低 く、色調 も濃茶褐色である。以下個別に記録する。
5 A　　 全20．0 g のうち19．5 g を量 り、全体の97．5％を占める磁着する砂鉄である。濃茶褐色で光沢のある粒子が 2割以下 と少

なく、0．5mm大以下の赤褐色の粒子が点々と混在 している。粒径 は0．3mm大～0．01mm大 と幅を持ち、中心粒度は0．1mm大である。

0．3Inm大以下の淳紛 らしきものも散見する。全体的に光沢 を持つ角張った粒子が少なく、色調が濃茶褐色となるのは、被熟 した

砂鉄粒子が主体 となるためか。

5 B　　 全20．0 g のうち0．5 g を量 り、全体の2．5％を占める非磁着の砂鉄と砂粒の混在物である。0．5mm大を超える薄片 らしきも

のが 2割近く含まれていることも特色である。個々の形状はまちまちで、ガス質の淳の表皮片 と推定される薄片 も確認される。

薄片や有色鉱物は、5A とした磁着する砂鉄に比べて粒径の幅があり、比較的大きなものが目立つ。

l
必要量を選択 し、砂鉄として分析に用いる。分析時には5A と5B を合わせ用いること。残材返却。

備　　 考 トレンチ出土の淳の水洗時に得られた土砂か ら磁還しているためか、被熟 した砂鉄粒子の混在と淳表皮の粉末の混入が確認さ

れる。被熟 した砂鉄の存在は、一旦、操業中の製錬炉に投入された可能性と、投入前に焙焼 されているという二つの可能性を

持つが、肉眼的には区別することが出来ない。磁着する砂鉄 と非磁着の砂粒のいずれもが、分析資料N0 4 の河ノI等の水流によ

り淘汰された砂鉄 に比べて、粒度幅が広 く、微細な粒子が比較的多 くを占めることは、地山の土砂中の砂鉄粒子などが混入し

ていることを示している可能性が高い。なお、5 B の非磁着の砂粒の一部は濃茶褐色気味の色調から見て、地山となる岩石に由
来するものも含 まれているものと推定される。
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資料番号6

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原奥 たた ら跡遺 跡 遺物N o． 68－2

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土位 置 2 トレ ンチ （3 層 平坦 面） 時期 ：根 拠 中世 ？ ：出土 状況
マ　ク　ロ

試 料記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －6

化　 学 ：－

放 射化 ：－

計

測

値

長径　　　 一　 cm

短径　　　 一　 cm

厚 さ　　　 一　 cm

重 さ　　　 一　 g

色　　 調

表 ：黒 褐色 遺 存 度 破 片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○

地 ：黒 褐色 破 面 数
－

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

遺 物種類

（名　 称 ）

流 動淳 表皮

（ガス質、鍛造剥片様）

磁 着 度 1 前 含 浸
－

カロリー
放 射化

メ タル度 な し 断 面樹脂
－

Ⅹ線透過

観 察所見

分析 部分

2 トレンチの3層平坦面から出土 した鉄淳の水洗時に、残留 した土砂 を磁遺 して得 られた剥片状 （ガス質、鍛造剥片様）の資料。

分析資料N0 5 の砂鉄と同一母体か ら分離されたもので、肺の目の差により両者は分離されている。磁着傾向の強弱から二分し

た後に、厚みや外観の特色から代表資料を選別 した。個別のデータは別表参照。

必要品を選択 し、流動津表皮（ガス質、鍛造剥片棟）として、分析に用いる。残材返却。

備　　 考 肉眼的には鍛錬鍛冶に伴う鍛造剥片に極めて似ているが、厚み傾向や表裏の状態がやや異なる印象を受ける資料である。肉眼

的な分類や構成された166点の資料の中では、明らかな椀形鍛冶淳や羽口などの鍛冶関連遺物は確認されない。SX Olの平坦面の

一部に1 m 大の上面に打痕を持ち、鉄系の付着物を確認出来る自然右が出土しているため、鍛造剥片かどうかを念のため調査

することになった。

分析資料No6　流動淳表皮（ガス質、鍛造剥片様）

番　 号
計 測 値 （mm） ！ 色 調

表 裏 磁　 着 気　 孔長 軸 短 軸 厚 さ

6 － イ ー 1 2．20 1．50 0．19
表 ：青 黒 色
裏 ：青 黒色

わず か に凸 凹 が あ る わず か に凸 凹が あ る や や 弱 な し

6 － ロー 1 3．10 1．60 0．08
表 ：青 黒色
裏 ：青 黒色

雛状 数 ヶ所 凸が あ る や や 強 な し

6 － ロー 2 2．00 1．50 0．06
表 ：青黒 色

裏 ：青黒 色
わず か に凸 凹が あ る わず か に 凸凹 が あ る や や 強 な し

イー1 ロー1
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資料番号7

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 たた ら跡遺 跡 遣物 N o． 85

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土 位置 2 トレ ンチ 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土 状 況
マ ク　ロ

試 料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －7

化　 学 ：M Y 0 －7

放射化 ：－

計

測

値

長 径　　 8．1 cm

短 径　　 5．5　cm

厚 さ　　 2．7　cm

重 さ　 177．0　g

色　　 調

表 ：濃茶褐色

～黒褐色
遺 春 慶 破 片

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○
○

地 ：黒　 色 破 画 数 6
Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

○

遺物 種類

（名　 称 ）
流動 澤 （緻密 ）

磁 着 度 2 前 含 浸
－

カロリー
放射 化

メ タル度 な し 断面 樹脂
－

Ⅹ線透過

観察 所見

分析 部 分

2 cm 前後の厚みを持った板状の流動津破片。上下面は生 きてお り、側面の8 割方が破面 となっている。破面数は 6 を数える。

上面は右方向へ向って重層する流動津で、上手側の側部にはガス質の津片を噛み込んでいる。下面は2 cm大以下の炉壁片や津

片の噛み込みの点在する圧痕主体 となる。淳は緻密で、ガスは比較的よく抜けているが、中間層には横方向にわずかに広が り

気味の大型の気孔が点在する。色調は表面が渡茶褐色から黒褐色で、地は黒色である。

長軸端部 1／5 を直線状に切断し、津部を分析に用いる。残材返却。

備　　 考 小 さな炉壁片や薄片の散在する平坦面に、薄く広がるように重層 している流動津の破片である。本遺跡ではガス質の津が 7割

方を占め、全体的に大きく成長 しているのに対して、緻密な津は3 割以下 と少なく、厚みも薄い傾向を持つ。なお構成No77 な

どを見ると、緻密な津の後に、ガス質の淳が重層する傾向を読みとれる。操業の前半期にともなう淳が緻密で、操業の後半期

にともなう津がガス質ということを示す可能性もある。

‾‾‾I＿

54



資料番号8

出土状 況

遺 跡 名 薯 ケ原 奥 たた ら跡遺 跡 遺物 N o． 8 6

分

析

項　 目 津 メ タル

出土 位置 2 トレンチ 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土 状況
マ ク　ロ

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －8

化　 学 ：M Y 0 －8

放射 化 ：－

計

測

値

長径　 11．8　cm

短径　　 9．7　cm

厚 さ　　 5．5　cm

重 さ　 4 24．0　 g

色　　 調

表 ：暗紫紅色

～黒褐色
遺 存 度 破 片

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○
○

地 ：濃茶褐色

～黒色
破 面 数 8

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火 度

○

遺物種 類

（名　 称 ）
流 動津 （ガス質 ）

磁 着 度 3 前 含 浸
－

カロリー
放 射 化

メ タル度 な し 断面樹 脂
－

Ⅹ線透過

観察 所見

分析 部分

5 cm程の厚みを持 ったガス質の流動津破片。上面は重層 した流動津の表面で、わずかな流れ奴が生 じている。上下面が生 きて

お り、側面は全面破面となる。破画数は8 を数える。上面表皮の 7割方が紫紅色気味で、中央付近は表皮が脱落 して窪みとな

っている。重層単位は上手側の肩部で明僚なが ら、それ以外でははっきりしない。下面は土砂の圧痕主体で、ゆるやかな凹凸

を持ち、灰色の炉壁粉の固着 も確認できる。側面の破面には中小の無数の気孔が露出してお り、見かけ以上の比重の低さにつ

ながっている。左下手側の側面と右上手側の側面下端には、男り単位の 2 つの工具痕が残されている。左側面のものは幅2．5cm 以

上の幅広いもので、2 単位が重なるように残されている。破面には、本来、工具付着淳となるべき薄い樋状の淳が露出してい

る。右側面の工具痕は幅1．5cm程の樋状の窪みである。淳全体の色調は表面表皮が暗紫紅色で、主体 となる津部は黒褐色である。

地は濃茶褐色から黒色。

長軸端部 1／4 を直線状に切断し、津部を分析に用いる。残材返却。

備　　 考 本遺跡から出土 した流動醇のうち 7割ほどを占める、ガス質の流動津の代表として選択されたのもである。平坦な土砂の面に

次々とガス質の津が重層 していることを窺わせる。なお、左側部の下手側下半に残る工具痕ないしは、工具付着津は、流出孔

の出口に近い流出薄が原位置である可能性が高い。類似 した条件を持つ工具痕付きのガス質の津として、構成NG81～84があ り、

単独の工具付着淳としては、構成NG69－1～72がある。本遺跡の中では数も多 く、比較的目立つ種類の流動淳である。
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資料番号9

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 た た ら跡遺 跡 遺物 N o． 96

分

析

項　 目 澤 メ タル

出土位 置 2 トレ ンチ （4 層 ） 時期 ：根拠 中世 ？ ：出 土状 況
マ ク　ロ ○

試 料記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －9

化　 学 ：M Y 0 －9

放 射化 ：－

計

測

値

長径　　 8 ．6　cm

短径　　 6 ．4　cm

厚 さ　　 6．1 cm

重 さ　 550 ．0　 g

色　　 調

表 ：茶褐色～

濃茶褐色
遺 存 度 破 片

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎
○
○

地 ：濃茶褐色

～黒褐色
破 画 数 6

Ⅹ線回折
化　　 学
耐火 度

○

遺 物種 類

（名　 称）
炉 内澤 （合 鉄）

磁 着 度 6 前 含 浸
－

カロリー
放射化

メ タル度 特 L （☆ ） 断面樹 脂 ○ Ⅹ線透過 ○

観 察所 見

分 析部 分

平面、不整台形をした厚板状の、含鉄の炉内津破片。上下面 と右下手側の側部が生 きてお り、側面の8 割方が破面 となってい

る。破面数は6 を数える。上面は平坦気味で、下手側が一段低 くなる。表面には酸化土砂がやや厚 く、黄褐色気味の部分 もあ

る。下面は全体に凹凸が激 しく、上手側が全体に高 まっている。これは右下手側の側部が生 きている事 と合わせて、本来の炉

底塊の側部片のためであろう。側面の破面から見ると淳は部位により粗密があるが、相対的には上手側の方が密度が高い。含

鉄のためか一部に錆ぶくれや黒錆のにじみも確認できる。磁着傾向からは、各所に含鉄部が残 されている可能性が高い。色調

は表面の酸化土砂が茶褐色で、淳部は浪茶褐色。地は濃茶褐色から黒褐色。

長軸端部 1 ／4 を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面 に樹脂塗布。残材返却。

備　　 考 外観観察 と透過Ⅹ線像から判断 して、含鉄の炉底塊の側部破片 と推定される。現在の最大厚みが6．1cm 程で、炉底塊 としては比

鞍的薄い特色を持つ。外観に加えて磁着傾向やⅩ線像で見る限 り、同種の資料として同じ2 トレンチから出土 した分析資料NolO

が、SX Olからは分析資料NQ16、17、18の 3 点が確認されている。特に分析資料恥16は、上下面の状態や側面の破面の一部がよ

く似ており、含鉄の炉底塊の荒割りか ら中割 り段階を示す資料 として注 目される。加 えて炉底塊の厚みが薄めで、比較的小型

の箱形炉に伴う可能性が強 く、中世段階に属するという傍証にもなるかもしれない。

0　　　　　　　　　5cm

L．．．．：
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資料番号10

出土状 況

遺 跡 名 薯 ケ原奥 たた ら跡 遺 跡 遺 物 N o． 100

分

析

項　 目 津 メ タル

出土位 置 2 トレンチ （1 層 ） 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土 状況
マ ク　ロ ○

試 料記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －10

化　 学 ：M Y 0 －10

放 射化 ：－

計

測

値

長径　　 5．6　cm

短径　　 7．1 cm

厚 さ　　 3．8　cm

重 さ　 19 1．0　 g

色　　 調

表 ：濃茶褐色

～黒褐色

遺 存 度 破 片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎
○

地 ：濃茶褐色

～黒褐色
破 画 数 7

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

○

遺 物種 類

（名　 称 ）
鉄塊 系 遣物 （塊状 ）

磁 着 度 7 前 合 浸
－

カロリー
放 射化

メ タル度 特 L （☆ ） 断面樹 月旨 ○ Ⅹ線透過 ○

観 察所 見

分 析 部分

平面、不整五角形をした、やや厚みを持った塊状の鉄塊系遺物。上面は破面で、側面から下面の一部が生きている。破画数は

7 を数える。表面には錆ぶ くれが点在 し、左側面 を中心に小破面が連続する。上面は平坦気味で、右側部は 1 cm大以下の木炭

痕の残る樺表皮 となる。上面から左側面は含鉄部 と津部の混在した緻密な部分となっている。下面はわずかに椀形で、表面に

は粉炭痕が確認される。含鉄部には 2 mm大前後の隙間が多数あり、鉄自体の集中はまだ途上か と考えられる。磁着傾向には多

少の濃淡があるが、露出 した破面を中心に反応が強い。色調は表面の酸化土砂が錆の影響 もあり濃茶褐色で、含鉄郎は黒褐色

となる。地は濃茶褐色から黒褐色。

短軸端部 1 ／3 を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　 考 見かけはイガイガした炉内淳様である。しか し、磁着が強 く、見かけより比重が高いことから、鉄塊系遺物としている。鉄部

はややまとまりに欠け、鉄 自体が流動化する迄には到っていないことから、炭素量がやや低めの資料 と推定される。特に分析

資料NQllの流動状の鉄塊系遺物と比べれば、炭素量はかなり低めと考えられる。右側部か ら下手側は津がたれ落ち気味で、下

面の右寄りが生 きていることを加味すると、炉底塊の側面下端部の破片である可能性が強い。含鉄の炉底塊の中割りから4 、割

りにかけての破片であろうか。



資料番号11

出 土 状 況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 た た ら跡 遺 跡 遺 物 N o ． 108 － 3

分

析

項　 目 澤 メ タ ル

出 土 位 置 2 ト レ ン チ （4 層 ） 時 期 ：根 拠 中 世 ？ ：出 土 状 況
マ ク　ロ ○

試 料 記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －1 1

化　 学 ：M Y 0 －1 1

放 射 化 ：－

計

測

値

長 径　　 5．2　cm

短 径　　 3．4　cm

厚 さ　　 1．8　cm

重 さ　　 77．0　 g

色　　 調

表 ：茶 褐 色 ～
濃茶 褐 色

遺 存 度 破 片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎
○

地 ：濃茶 褐 色

～黒 褐 色
破 画 数 2

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火 度

○

遺 物 種 類

（名　 称 ）
鉄 塊系 遺物 （流動 状 ）

磁 着 度 5 前 含 浸
－

カロリー
放 射 化

メ タ ル 度 特 L （☆ ） 断 面 樹 脂 ○ Ⅹ線透過 ○

観 察 所 見

分 析 部 分

平面 、不整楕 円形 をした扇 乎な鉄塊系 遺物。 やや流動気味 で、左右 の端部が小破 面 となってい る。破 画数 は 2 を数 える。上面

はやや丸み を持 った丸餅状 で、下手側 の側部 は より丸 みが強い。上手 側の側部 は中央 に窪みが あ り、左 右 に分 れた傾斜面 とな

る。 下面は ほぼ平坦で、粉 炭痕が主体 となってい る。全体 的 に磁着 が強 く、含鉄 部が 9 割 以上 を占める資料 と考 えられる。鉄

と しては半流動状 か。表 面 には酸化土砂 が広が り、部分的 に小 さな錆 ぶ くれが確認 され る。色調 は表面の酸化土砂 が茶褐色 で、

含鉄部 は濃茶褐 色。地 は濃茶褐色 か ら黒褐色 となる。

長軸端部 1 ／3 を直線状 に切断 し、 メタル部 を中心 に分析 に用 いる。残材断面 に樹脂 塗布 。残材返却。

備　　 考 や や上面か ら側 面が丸 みを もった形状 と内部 に数多 くの中小 の気孔 が確認 されるた め、銑 鉄塊 と推 定 され る。気 孔が横方 向 に

伸 びず上下方 向に発達 してい るこ とか ら、 ほ とん ど停滞 した状態 で園化 している ものと考 え られる。下面 には粉 炭痕 があ り、

炉 内外 は不明 なが ら、粉炭 層上で形 成 され ている ことは確 実で あろ う。体積 が小 さいため、 自鋳鉄化 して いるか も しれない。

よ り流動性 の高 い銑鉄塊 として は、S X O l出土 の分 析資料NG19が ある。他 に流動 状で メタル度が特L を示す銑鉄塊 と推定 され る

資料 は、 1 トレンチか ら 1 点、 2 トレンチか ら5 点、SX Olで は 7 点 とい う比率で出土 している。従ってSX Olが最 も多い傾 向 を

示す 。
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資料番号12

出土 状況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 た た ら跡遺 跡 遺物 N o． 10 9 －2

分

析

項　 目 木 炭

出土 位 置
第 2 トレンチ （2 ・3 層）

上か ら 1 m 、表面か ら0．5 m
時期 ：根 拠 中世 ？ ：出土 状 況

マ　ク　ロ

試料 記号

検　 鏡 ：－

化　 学 ：－

C 1 4 ：M Y 0 －12

計

測

値

長径　　　 一　 cm

短径　　　 一　 cm

厚 さ　　　 一　 cm

重 さ 小計48．0　 g

色　　 調

表 ：黒　 色 遺 存 度
－

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

地 ：黒　 色 破 画 数
－

Ⅹ線回折
化　　 学
耐火 度

遺物 種類

（名　 称 ）
木 炭 （2 4 点）

磁 着 度 1 前 含 浸 －
カロリー
放射 化 ○

メ タル度 な し 断面 樹脂
－

Ⅹ線透過

観察 所見

分析 部分

備　　 考

l

2005年 3 月 8 日に第 2 トレンチの上方から1 m 、表面から0．5m の淳層中より採取した木炭資料。全24点あるが小片が多い。8 g

が 1 点、 4 g が 1 点、 3 g が 3 点、 2 g が10点、 1 g 以下が 9 点の都合48 g 前後を計る。採取にあたっては、C 14年代測定用

の資料 とするため、ビニール手袋を用いて、指頭で直接触れないように注意 して採取 した上で、新品のブラシで表面に残る土

砂を大まかに除去している。水道水等による水洗は行っていない。

必要品を選択し、木炭 として分析に用いる。（仝24点（48 g 前後）を必要に応じて、C 14用（2 点）として選択すること。）残材返却。

なお、取り扱いに当たってはC 14年代測定用の資料ため、直接に指頭などで触れないよう特に注意すること。

分析資料‰20 を別途、検鏡 ・化学分析 ・カロリー算出用 として選択 している。出土位置は、SX Ol下層で、本資料とは異なる。
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資料番号13

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 たた ら跡遺 跡 遺物 N o． 1 13 －2

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土位 置 3 トレンチ （表層 下 方） 時期 ：根 拠 中世 ？ ：出土 状況
マ ク　ロ ○

試料 記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －13

化　 学 ：－

放 射化 ：－

計

測

値

長径　　 3．6　cm

短径　　 1．9　cm

厚 さ　　 1．0　cm

重 さ　 1 1．0　 g

色　　 調

表 ：濃茶褐色

～黒色
遺 存 度 破 片

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○

地 ：黒褐色 破 画 数 5
Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

遺 物種類

（名　 称 ）
砂 鉄焼 結塊

磁 着 度 2 前 合 浸 －
カロリー
放 射化

メタル度 な し 断面樹 脂
－

Ⅹ線透過 （⊃

観 察所見

分析 部分

小塊状の砂鉄焼結塊。上面のみ生 きてお り側面から下面は全体が破面となる。破面数は 5 を数える。上面は丸みを持った丘状

で、右半分は焼結 した砂鉄粒子がきれいに確認される。上面の左側から下面は、全体が錆色となり、部分的に酸化液の広が り

により光沢をもっている。焼結 した砂鉄部分の最大厚さは1．4cm を測る。砂鉄粒子の粒径は0．1mm～0．15mm大で、中心粒度は0．1mm

大前後を測る。全般的に微細な砂鉄粒子である。見かけ以上に還元が進んでいるためか各粒子が膨 らみを持ち、磁着は 2 と弱
めである。また砂鉄粒子の一部がメタル化 した影響からか錆もかな り進んでいる。色調は表面の酸化部分が濃茶褐色で、砂鉄

粒子が判別出来る部分はくすんだ黒色となる。地は錆の影響のためか黒褐色気味。

長軸端部 1 ／3 を直線状に切断 し、砂鉄焼結塊として分析に用いる。残材返却。

備　　 考 はっきりした炉壁部分を残さず、上面が丸みを持った砂鉄焼結塊 となっている。裏面左側の頂部は狭いなが らも平坦気味で、

炉壁表面で形成されている可能性がある。砂鉄粒子の微細な特色から山砂鉄や河川の中流し域で採取 された砂鉄ではなく、河口

部 または海岸付近で採取された可能性がうかがえる。分析資料N0 2 の炉壁の内面 に焼結 した砂鉄 と直接対比出来る資料である。

また、分析資料NQ 5 ならびに分析資料NG14 とも対比が可能である。現代の久相川河口で採取 した分析資料NG 4 の砂鉄の粒度と

の対比が必要であろう。

β
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資料番号14

出土 状況

遺 跡 名 著 ケ原奥 た た ら跡 遺跡 遺 物 N o． 129

分

析

項　 目 砂 鉄 メ タル

出土位 置 S X O I S W 時 期 ：根 拠 中世 ？ ：出土状 況
マ　ク　ロ ○

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －14

化　 学 ：M Y 0 －14

放射 化 ：－

計

測

値

長径　　　 一　 cm

短径　　　 一　 cm

厚 さ　　　 一　 cm

重 さ　　 20．0　 g

色　　 調

表 ：濃茶褐色 遺 存 度
－

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○

地 ：濃茶褐色 破 画 数
－

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

○

遺物 種類

（名　 称 ）
砂 鉄 （遺跡 ）

磁 着 度 6 前 含 浸
－

カロリー
放射 化

メ タル度 な し 断面 樹脂 －
Ⅹ線透過

観察 所見

分析 部分

SX OI SW から出土した鉄棒の水洗時に、残留した土砂を磁還 して得られた砂鉄。分析資料No15の流動淳表皮 （ガス質、鍛造剥片
様）と同一母体から分離されたもので、韓日の差により両者は分離されている。磁選により採取されているためか非磁着の砂鉄
や砂粒は極めて微量 しか含 まれていない。これは遺跡の土砂 中か ら原料 とされたであろう砂鉄を分離する上で必然的に起 こる

問題である。分析資料N0 4 の久相川の河口部から採取された自然砂鉄に比べれば、光沢を持つ砂鉄粒子の比率が低 く、色調 も

濃茶褐色 となる。以下、個別に記録する。

14A　　 仝20．0 g のうち19．25 g を量 り、全体の96．25 ％を占める磁着する砂鉄である。 2 トレンチ出土の分析資料N0 5 の、磁着

する砂鉄（5A ）に比べて濃茶褐色気味で、黒味が強 く光沢のある砂鉄粒子の率が 3 割と低いという特色を持つ。粒径は0．3mm～

0．01mm大以下と幅を持ち、中心粒度は0．1mm大前後である。0．6mm大以下の淳紛 も散見する。全体に光沢を持った角ぼった粒子が

河口部採取の砂鉄 に比べて少なく濃茶褐色気味となるのは、被熱している粒子の比率が高いためか。

14 B　　 仝20．0 g のうち0．75 g を量 り、全体の2．5％を占める非磁着の砂鉄 と砂粒の混在物である。0．5mm大を超える薄片が 1 割
程含まれていることも特色である。各粒子の形状はまちまちで、ガス質の淳の表皮片と推定 される薄片 も確認される。淳片や

有色鉱物は14A とした磁着する砂鉄に比べて粒径の幅があり、比較的大きめである。

必要量を選択 し、砂鉄として分析に用いる。分析時には14A と14 B を合わせて用いること。残材返却。

備　　 考 SX Ol出土の淳の水洗時に得 られた土砂から磁選 しているためか、被熟 した砂鉄粒子の混在 と淳表皮の粉末の混入が確認される。

被熱 した砂鉄の存在は一旦、製鉄炉に投入された可能性と、投入前に焙焼されているという 2 つの可能性 を持つが、肉眼的に

は区別することが出来ない。磁着する砂鉄と非磁着の砂粒のいずれもが、分析資料N0 4 の河川等の水流により淘汰されたもの

に比べて数度幅が非常に広 く、粉末状の粒子が比較的多 くを占めることは、地山の土砂中の砂鉄粒子などが混入 していること

を示 している可能性が高い。なお14 B の非磁着の砂粒の一部は、濃茶褐色気味の色調から見て、地山となる岩石由来のものも
含まれているものと推定される。
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資料番号15

出土 状況

遺 跡 名 薯 ケ原奥 た た ら跡 遺跡 遺 物 N o． 130

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土位 置 S X O I S W 時期 ：根 拠 中世 ？ ：出土状 況
マ　ク　ロ ○

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －15

化　 学 ：－

放 射化 ：－

計

測

値

長径　　　 一　 cm

短径　　　 一　 cm

厚 さ　　　 一　 cm

重 さ　　　 一　 g

色　　 調

表 ：黒 褐色 遺 存 度 破 片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○

地 ：黒 褐色 破 画 数
－

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

遺物 種類

（名　 称 ）

流 動淳 表皮

（ガス質、鍛造剥片様）

磁 着 度 1 前 含 浸
－

カロリー
放 射化

メ タル度 な し 断面樹 脂
－

Ⅹ線透過

観 察所 見

分 析部 分

SX Olから出土した鉄棒の水洗時に、残留した土砂を磁還して得 られた剥片状 （ガス質、鍛造剥片様）の資料。分析資料No14 の砂

鉄 と同一母体から採取 されたもので、韓日の差により両者は分離されている。磁着傾向の強弱から二分 した後に、厚みや外観

の特色から代表資料を選別した。個別のデータは別表参照。

必要品を選択 し、流動淳表皮（ガス質、鍛造剥片様）として分析に用いる。残材返却。

備　　 考 肉眼的には鍛錬鍛冶に伴う鍛造剥片に極めて似ているが、厚み傾向や表裏の状態がやや異なる印象を受ける資料である。肉眼

的な分類や構成された166点の資料の中では、明らかな椀形鍛冶淳や羽口などの鍛冶関連遺物は確認されていない。SX Olの平坦

面の一部に 1 m 大の上面に打痕を持ち、鉄系の付着物が確認できる自然石が出土 しているため、鍛造剥片かどうかを念のため

調査することになった。

分析資料No15　流動淳表皮（ガス質、鍛造剥片様）

番　 号
計 測 値 （mm ）

色　 調 表 裏 磁　 着 気　 孔
長軸 短 軸 厚 さ

15－ イ ー 1 2．10 1．35 0．20
表 ：青 黒 色

裏 ：赤 黒 色
光沢 が あ る 筋状 の もの が あ る や や弱 な し

15－ イ ー 2 1．50 0．90 0．10
表 ：青 黒 色
裏 ：赤 黒 色

平滑 で あ る わ ず か に凸 が あ る や や弱 な し

15－ イ ー 3 1．80 1．48 0．08
表 ：青 黒 色

裏 ：青 黒 色
平滑 で あ る 雛 状 や や弱 な し

15－ ロー 1 1．90 1．30 0．21
表 ：青 黒 色

裏 ：赤黒 色
平滑 で あ る 凸 が あ る や や 強 な し

15 － ロー 2 1．80 1．50 0．10
表 ：青黒 色
裏 ：赤黒 色

筋 状 の ものが あ る 凸 が あ る や や 強 な し

15 － ロー 3 1．95 1．00 0．08
表 ：青 黒色
裏 ：赤 黒色

わず か に凹が あ る 筋 状 の ものが あ る や や 強 な し

勒 轡

イー1　　　　イー2　　　　　イー3　　　　　ロー1　　　　ロー2　　　　　口一3
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資料番号16

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 たた ら跡遺 跡 遺物 N o． 14 7

分

析

項　 目 津 メ タル

出土 位置 S X O I N o．19 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土 状況
マ ク　ロ ○

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －16

化　 学 ：M Y 0 －16

放射 化 ：－

計

測

値

長 径　 12．7　cm

短 径　 12．4 cm ．

厚 さ　　 7．4　cm

重 さ 1，2 00．0　 g

色　　 調

表 ：黄褐色～
濃茶褐色 遺 存 度 破 片

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎
○
○

地 ：濃茶褐色

～黒色
破 画 数 5

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火 度

○

遺物 種類

（名　 称 ）

炉 底塊

（鉄塊 系 遺物 ）

磁 着 度 7 前 含 浸
－

カロリー
放 射 化

メ タル皮 特 L （☆ ） 断面樹 脂 ○ Ⅹ線透過 ○

観察 所見

分析 部分

不整、馬蹄形をした平面形 を持つ鉄主体の炉底塊、端部破片。上下面 と右側部から下手側の側部が生 きてお り、左側部から上
手側の側部の一部が破面 となる。破画数は 5 を数える。上面右側は浅い皿状に窪み、比較的平坦となる。下手側の側部は立ち
上が りの急な庄痕主体で、炉壁に接 していた可能性が高い。右側部から下面は、1．5cm 大以下の木炭痕が散在 しているため、や

や凹凸が激 しいが、全体的には椀形気味となる。上手側の側部下端 もやや立ち上がってお り、基本的には短軸方向の幅が生 き
ている可能性が高い。左側部は不規則な破面で、上手寄 りの下半分が径 1 cm程の中空部となっている。上手側右寄 りの側部に

は、木炭痕としてはやや疑問のある樋状の窪みが 2 方に向い残されており、上半分の窪みは工具痕の可能性を持つ。磁着は全
体に強く、わずかに津部が混在する形 となる。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、含鉄部は濃茶褐色 となる。地は濃茶褐色か

ら黒色。

長軸端部角 1 ／4 を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる、残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　 考 一見、精錬鍛治工程で製作 された椀形の鉄塊のように見える資料である。しか し、発掘調査の範囲が製錬炉の排淳場の斜面に
設けられた 2 本の トレンチと、下端の平場のみの調査であった点と、そこからの出土品を構成した遺物群という事を考えれば、
製錬炉の炉底塊 と考えた方が良いか もしれない。本資料は上下面が基本的に生きており、下手側の側部に何らかの壁面が接 し
ている事。さらには、右方向からの工具痕という条件の下に判断すると、最大幅12皿（12cm X 2 の場合もあり）強の端部幅を持

つ細長い炉底塊が復元的には予想で きる。厚み も最大 7 cm程度と中厚で、分析資料NQ 9 などとも共通点 を持っているため、比
軟的炉容量の小 さな、細長い平面形を持つ炉が推定できるかも知れない。なお、箱形形炉特有の築炉技法である炉床の中央部

を当初長軸方向に一段狭 く窪ませるという技法が近世か ら近代 には知 られてお り、その中央部 に溜まる形で鉄主体の炉底塊が
生成 される可能性があるとすれば、そうした技術の反映である可能性 もあろう。 もし、こうした想定が可能ならば、む しろ中
世と推定される薯ケ原奥たたら遺跡の段階から、こうした技術が発展 した可能性さえ予想 しな くてはならない。なお、島根県
下の類似した調査例としては、瑞穂町の今佐屋山Ⅱ遺跡や横田町の鑓 日大池遺跡などがあ り、山陰の中世特有の製鉄技術 とな

すことができるかもしれない。

．－　　ヽ

‾　　　　　　　　．＿　　　．　　　．　　　．
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資料番号17

出土状 況

遺 跡 名 薯 ケ原 奥 た た ら跡 遺跡 遺物 N o． 156

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土 位置 S X O l （2 層 ） 時期 ：根 拠 中世 ？ ：出土状 況
マ ク　ロ ○

試 料記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －17

化　 学 ：M Y 0 －17

放 射 化 ：－

計

測

値

長径　　 6．8　cm

短径　　 4．4　cm

厚 さ　　 4．2　cm

重 さ　 15 8．0　 g

色　　 調

麦 ：黄褐色～

濃茶褐色
遺 有 産 破 片

検　　 錬
硬　　 度
C　M　A

◎
○

地 ：濃茶褐色

～黒褐色
破 面 数 7

Ⅹ線回折
化　　 学
耐火 度

○

遣 物種 類

（名　 称）
鉄塊 系 遺物 （塊状 ）

磁 着 度 8 前 含 浸 －
カロリー
放射 化

メ タル度 特 L （☆ ） 断面樹 脂 ○ Ⅹ線透過 ○

観 察所 見

分 析 部分

平面、不整台形をした塊状の鉄塊系遺物。上面の左端部に黒色 ガラス質の津が固着する以外は、全体が鉄部 となる。下面 と上

手側の側面以外は破面と推定 され、破面数は7 を数える。上手側の側面は平坦で、急激に立ち上が り、分析資料NG16の側部の

一部 と似た傾向を持っている。下面はゆるやかな波状で、しっか りした鉄部が露出している。左右の側部と下手側から上面の

9 割方は不規則な破面となる。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、下面を中心に濃茶褐色となる。地は渡茶褐色から黒褐色。

長軸端部 1 ／3 を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　 考 厚さは4．2cm と薄いが、分析資料No16と同様、側部の立ち上が りが立ち気味で、炉底塊の一部 と考 えられる。事実、分析資料NG

16の側部の立ち上がりの高さは4．3cm程で大きな差はない。その意味では、鉄主体の炉底塊の側部破片と判断してお く。鉄部は

流動するまでには至っておらず塊状のため、炭素量が中程度となる共析鋼の一種かもしれない。分析資料NQ18 と比較的に近い

印象をもつ個体である。

0　　　　　　　　　　　　　　5cm

l l l l　　⊥＿＿」
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資料番号18

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原奥 たた ら跡 遺 跡 遺 物 N o． 162

分

析

項　 目 淳 メ タル

出土位 置 S X O I N E 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土状 況
マ ク　ロ ○

試 料記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －18

化　 学 ：M Y 0 －18

放 射化 ：－

計

測

値

長径　　 7 ．1 cm

短径　　 4 ．7 cm

厚 さ　　 4 ．3　cm

重 さ　 243 ．0　 g

色　　 調

表 ：黄褐色 ～
黒褐色

遺 存 度 破片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎
○

地 ：黒褐色 破 画 数 5
Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

○

遺 物種 類

（名　 称 ）

鉄塊 系遺 物

（流 動状 ）

磁 着 度 8 前 含 浸
－

カロリー
放 射化

メ タル度 特 L （☆） 断面樹脂 ○ Ⅹ線透過 ○

観 察所 見

分析 部 分

平面、不整多角形をしたわずかに流動気味の鉄塊系遺物。ほとんど津部が確認できず、黄褐色の酸化土砂に覆われている。側

面を中心に 5 両の小破面を数えられる。下面以外はゆるやかな弧状で、鉄 としては比較的にまとまりが良い。上面 と側面の一

部には錯ぶ くれを覆う、痛状の酸化土砂が突出している。磁着は全体が強い。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、鉄部は表面、

地とも黒褐色 となる。

長軸端部 1 ／3 を直線状に切断 し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　 考 上下逆で下面の平坦面が本来の鉄塊系遺物 としては、上面となる可能性 も残されている。その場合には、短軸方向の断面形が

やや椀形になると予想 される。鉄 としてのまとまりは良いが流動性 は低 く、半流動状 とすべきかもしれない。分析資料No17 と

19の中間段階あるいは、やや分析資料恥 17に近い炭素量となっている可能性もある。

（
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資料番号19

出土状 況

遺 跡 名 著 ケ原 奥 たた ら跡遺 跡 遣物 N o． 164

分

析

項　 目 津 メ タル

出土位 置 S X O I N o．14 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土 状況
マ ク　ロ ○

試 料記 号

検　 鏡 ：M Y 0 －19

化　 学 ：M Y 0 －19

放 射化 ：－

計

測

値

長径　 11．0　cm

短径　　 7．6 cm

厚 さ　　 1．8 cm

重 き　 29 3．0　 g

色　　 調

表 ：黄褐色～

濃茶褐色
遺 存 虔 破 片

検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

◎
○

地 ：濃茶褐色

～黒褐色
破 画 数 2

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火度

○

遺 物種 類

（名　 称 ）

鉄塊 系遺 物

（流 動状 ）

磁 着 度 7 前 含 浸
－

カロリー
放 射化

メ タル皮 特 L （☆ ） 断面樹 脂 ○ Ⅹ線透過 ○

観 察所 見

分 析部 分

1．5cm程の厚みを持ち、右方向に流動した、平板な鉄塊系遺物。上下面 と上手側の側部が生きてお り、下手側の側部はシャープ

な破面 となっている。破画数は 2 を数える。上面から上手側の側部は丸餅状で、水平方向に広がり気味に流れている。下面は

極めてゆるやかな波状の面で、わずかな粉炭痕が残 されている。粉炭層の上面に薄く広がる形で生成されたものであろうか。

下手側の側面には、銑鉄中の気孔を示すように、最大 4 mmほどの隙間が点々と残されている。表面に固着する酸化土砂中には、

炉壁片や淳片に加えて錆色となった木炭の痕跡が残る。上手側から右側部の一部が弧状あるいはハート形となるのは、左から

右に向かい鉄部分が流動したためか。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、鉄部は濃茶褐色。地は渡茶褐色から黒褐色となる。

長軸端部 1 ／4 を直線状に切断し、メタル部を中心に分析 に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

備　　 考 分析資料NQll と同様、流動状の銑鉄塊と考えられる鉄塊系遺物である。両者とも平板で端部が丸みを持つ外観 を示し、透過Ⅹ線

像からも内部 に多量の気孔 を残す状態が確認できる。S X Olから出土した鉄塊系遺物の内、メタル度が特L を示す資料 としては、

塊状のものが 7 点、流動状のものが 6 点含 まれている。非構成の流動状の個体はさらに数が多いため、本遺跡の製鉄炉では生

産された鉄の主体は、やや銑鉄の方が多いという判断ができるかもしれない。なお、ガス質の流動津が全体の流動浮のうち 7 割

方を占めることも、生産された鉄の主体が銑鉄であったという傍証にもなる。

0　　　　　　　　　　　　5cm

l　，，，l　：
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資料番号20

出土状 況

遺 跡 名 若 ケ原 奥 たた ら跡遺 跡 遺物 N o． 166

分

析

項　 目 木炭 メ タル

出土 位置 S X O l 下層 時期 ：根拠 中世 ？ ：出土 状況
マ　ク　ロ

試料 記号

検　 鏡 ：M Y 0 －20

化　 学 ：M Y 0 －20

放射 化 ：－

計

測

値

長 径　　　 一　 cm

短 径　　　 一　 cm

厚 さ　　　 一　 cm

重 さ 小計2 5．1 g

色　　 調

表 ：黒　 色 遺 存 度 破 片
検　　 鏡
硬　　 度
C　M　A

○

地 ：黒　 色 破 画 数
－

Ⅹ線回折
化　　 学
耐 火 度

○

遺 物種 類

（名　 称）
木炭 （5 点）

磁 着 度 1 前 含 浸 －
カロリー
放 射化

○

メ タル度 な し 断面樹 脂
－

Ⅹ線透過

観 察所 見

分 析部 分

発掘調査が終了 した 1月30日までに採取された2 トレンチ出土の木炭は量不足で、さらに3 月9 日に分析資料No12をトレンチ

の 2 ・3 層から抜き出したが、化学分析・カロリー用にはやはり量不足のため、SX Ol出土資料から選択 した木炭である。水洗後、

土砂の付着する個体はブラシでクリーニングをしたが、完全には除去出来なかった。以下個別に記録する。

20－1。　 長さ3．7cm X 幅2．4cm X 厚さ1．4cm。重量5．2 g 。広葉樹の環孔材。年輪数、幅2．4cmの間に11本を数える。木取りは縦 1／8

ミカン割 り。菊割れややあ り。炭化はほぼ良好。黒炭。表面に土砂、少々残る。

20－2 。　 長さ2．8cm X 幅2．6cm X 厚さ1．9cm。重量4．6 g。広葉樹の環孔材。年輪数、幅2．6cmの間に22本を数える。木取 りは縦 1／8
ミカン割 り。菊割れややあ り。炭化はほぼ良好。黒炭。表面に土砂、少々残る。

20－3。　 長さ2．4cm X 幅3．3cm X 厚さ2．1cm。重量6．0 g 。常緑樹の散環孔材。年輪数、厚さ2．1cmの間に6 本を数える。木取 りは縦

1／2 ミカン割 り。菊割れわずかにあり。炭化はほぼ良好。黒炭。表面に土砂、少々残る。

20 T 4。　 長さ2．1cm X 幅2．8cm X 厚さ2．3cm。重量5．8 g 。常緑樹の散孔材。年輪数、厚さ2．3cmの間に8本以上を数える。木取 りは

縦 1／4 ミカン割 り。菊割れなし。炭化はほぼ良好。黒炭。表面に土砂、少々残る。

20－5。　 長さ3．5cm X 幅2．1cm X 厚さ1．2cm。重量3．5 g 。常緑樹の散孔材。年輪数、厚さ1．2cmの間に3 本以上を数える。木取 りは

縦 1／12ミカン割 り後、平割 り。菊割れなし。炭化はほぼ良好。黒炭。表面に土砂少々、残る。

必要品を選択 し、木炭として分析に用いる。残材返却。

備　　 考 分析資料No12は化学分析 ・カロリー算出用としては量不足のため、2 トレンチの一連の分析資料とはならないため、SX Ol出土

品の中から本資料は選択された。母体 となった同一の元袋には、10cm大 を越える針葉樹材の杉 または槍の木炭が 2 点含まれて

いたが、サイズや樹種 も特異なため、分析対象資料からは除外 した。分析に選択した20－2は見かけ上硬質で炭化は進んでいる。

ただし菊割れが全般 に弱 く、炭窯中での 「ねらし」は積極的に行われていない可能性がある。また、たたら炭の製炭法とされ

ている、半焼 き状態の一種かもしれない。

陰「馳　－⑳
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第5章まとめ
著ケ原奥たたら跡では、遺跡中心部が調査対象外で製錬炉地下構造などの遺構は明らかに出来なかっ

たが、排淳場で多くの製鉄関連遣物を回収した。ここでは当遺跡における鉄生産の様相について、自

然科学的な分析の成果を踏まえつつ検討していきたい。

1．操業年代
SXOl出土の陶磁器により推定される年代は16世紀後半から17世紀後半である。また排淳場で採

取した炭化物の放射性炭素年代はcalAD1796－1523（BP300±40）、CalAD1952－1670（BP210±30）

となっている。

2．製錬炉の構造
回収された炉壁や鉄棒などから推測できる製錬炉の規模・構造などをまとめておきたい。炉壁全

体の9割は石英質の石粒が含まれ耐火性の高いものである。壁体は紫紅色を帯びるものが多い。遺

物No147を炉底塊とみるなら、最大幅12cm（12×2の場合もあり）強の端部幅を持つ細長い炉底塊が

復元的には予想ができる。厚みも最大7cm程度と中厚で、遺物No96などとも共通点を持っているた

め、当遺跡の製錬炉は比較的炉容量の小さな細長い平面形を持つ炉が推定できる。島根県下の類似

した調査例としては瑞穂町の今佐屋山Ⅱ遺跡や横田町の鑓免大池遺跡などが挙げられる1）。

3．操業内容について
製鉄原料となる砂鉄は、金属学的調査の結果からチタン（TiO2）含有率の高い砂鉄である。しか

し久相川河口で採取した砂鉄と比較するとチタンや鉄と淳の分離を促す自媒剤となる塩基性成分

（CaO＋MgO）は、磁力選鉱の影響であろうか、かなり低い。なお淳の鉄分は40％であり中国地方各

地の中世～近世たたらと比較しても低い範噂に入る。このため当遺跡での鉄歩溜りは良かったと判

断される。また明治以降のたたらの淳と成分を比較すると銑押しのたたらで派生した淳と近似する。

また分析資料No6、15は肉眼では鍛造剥片の様相を呈するが、分析の結果、製錬淳の小破片に分

類されると判明した。この他にも鍛冶（精錬）によって派生する遺物はなかった。

第9表の主要要素の一覧については、調査員、作業員の認識不足により、一部炉壁を土塊と誤り

回収できなかった。その他にも遺物整理を手順どおりに円滑に進めることが出来なかった。このた

め遺物全体の構成比は遺跡の性格を正確に表せてはいない。

メタル度　特L（☆）、L（●）、M（◎）、H（○）の鉄塊系遺物（含銑鉄淳を除く）について肉眼にて

流動状と塊状に分類した。鉄塊系遺物全体の60％が出土したSXOlに注目し流動状遺物と塊状遺物の

構成比率をみると（第32図）、特L（☆）については若干、塊状が多く、その他は少し流動状遺物が多

かった。全体を見ても半々の割合を示す。この流動性を銑鉄：軟鉄～銅系に置き換えることができ

よう。これが生産内容を反映するのか、選

別の工程で廃棄されたのか問題となろう。

金属学的調査を行っている製鉄遺跡の

うち操業年代が当遺跡と比較的近い遺跡

と田儀横井家の関係する遺跡を抜粋し、

製鉄原料となる砂鉄と製鉄によって派生す

る製錬淳の分析債を掲載した（第8表）。チ

タン含有率を比較すれば当遺跡はその値

が非常に高い。また神戸川流域に立地す

る檀原、梅ヶ谷尻、朝日、これら田儀横

井家の関係する高殿たたらもともに砂鉄

第 32 図

S X Ol流 動 状 ：塊 状 鉄 塊 系 遺 物 構 成 比 率
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メタル度

中のチタン含有率が高い。すなわち製鉄原料の砂鉄の傾向は当遺跡と田儀櫻井家の関係する製鉄遺

跡は近似するといえる。
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第8表　島根県東部の中世～近世製鉄遺跡の砂鉄・製錬淳の分析値

時代 遺跡名 所在地 遺構名 下構、 年代
砂鉄 製錬淳

原料に関する所見
点数 T i0 2 点数 T i0 2

中世 檀原遺跡 簸川郡佐田町上橋波 ∨区2号炉 A 2？ 14世紀前半～中頃 2 14，42～17．34 塩基性砂鉄

中世 鑓免大池炉跡 仁多郡横田町鑓免 A 2 15世紀～16世紀初

1 2，18 7 0．97～3．94 真砂系

1 0．68 3 2．81～3．46 真砂系

1 1．45 酸性砂鉄

中世 板屋‖遺跡 飯石郡頓原町志津見
1号炉 A 1 4．8 4 0．62～6．01 酸性砂鉄

4号炉 B 2 15世紀 4 0．96～11．86 塩基性砂鉄

中世 梅ケ迫遺跡 飯石郡頓原町獅子 製鉄炉 A 2 16世紀？ 2 3．72～5．54 中～低チタ二ア系
漱 酷 薄 厳 業務猿楽栄養擁 、′′、瀞 塘 執 拗 舶 載 項 擁 直 樹 嫌 癖 擁 ；′′卒 9淀白ノキ雄姿′、瀬 在来 葦 、′、′ご＿′、、－寮 ′苓 義挙重義擁 躯

近世 殿淵山遺跡 飯石郡頓原町志津見 排津場 18世紀 2 5，32～6．95 10 5．80～21．81 塩基性砂鉄

近世 弓谷たたら跡 飯石郡頓原町志津見 高殿炉 高殿辞 19世紀 2 6，13～6．29 3 10．93～15，21 赤目砂鉄

近世 檀原遺跡 簸川郡佐田町上橋波 区1号炉 高殿炉 18世紀後半～19世紀 1 11．69 7 9．22～20．55 塩基性砂鉄

近世 梅ヶ谷尻たたら跡 簸川郡佐田町吉野 第1炉床 高殿辞 18世紀 1 7．55 3 14．64～13．85

近世 朝日辞 簸川郡佐田町高津屋 高殿辞 17世紀末～18世紀初頭 1 7．06 6 15．88～20．16

第32回山陰考古学会研究集会事務局編（2004年8月）「中国山地の中世製鉄遺跡」より抜粋
：田儀櫻井家と関係のあるたたら跡

地下構造　A：本床状遺構のみ　B：本床状遺構＋小舟状遺構

4Ⅰ菩ケ原奥たたら跡の歴史的位置付け
当遺跡は川に面した丘陵の先端部に立地し、傾斜面を削平し作業場を造成している。また前述の

ように製錬炉の構造の面では炉底塊から細長い製錬炉が想定される。これらは中世の製鉄遺跡の特
色を示す。一方、出土陶磁器による操業年代は16世紀後半～17世紀後半（中世末～近世初頭）と推定

され、操業年代を同じくする遺跡に立岩3号製鉄遺跡（島根県西部）が挙げられる。同遺跡では石を
並べ天井の架けられた小舟が設けられており近世高殿炉成立の直前の野だたらの様相を示している2）。
ちなみに一般的には近世高殿炉は17世紀末頃に成立したといわれている。

当遺跡は現段階では地下構造が不明だが以上の事実により、立岩3号製鉄遺跡と同様、中世の終
末期、近世高殿たたら成立直前期の野だたらと推定できる。

一方、文献史料をみると享保2（1717）の雲陽誌の小田の項に「鉄山　漬名といふ所にあり」と見
える。漬名は今日の頭名（現在も使われている、著ケ原一帯の字名）である。また明治初期の『神門

郡小田村絵図』（広島大学所蔵）には著ケ原の川沿いに田畑が並びその周りを鉄山が奥田儀村境界ま
で広がっている。そして嶺を越えれば田儀横井家の製鉄関連遺跡群の並ぶ宮本の谷がある。
他方、「鉄山澄文小日記」文化7（1810）年（田儀櫻井家古文書）の田儀櫻井家の鉄山の購入記録に

よると　延宝3（1675）年に「奥田儀村、小田村に鉄山・御立山を拝領。」とありこの時期が田儀横
井家のたたら経営の始まりと考えられる3）。また同文書に「元禄12（1699）年に小田村の西明ス山・

頭名山・秋竹山を10年季で購入。」とある。これ以外にも17世紀末頃に多くの鉄山を購入している。
この頃、田儀横井家たたら製鉄の基盤が確立したと考えられる。そして田儀櫻井家が操業に関わっ

たと考えられる現在確認の出来る最も古い高殿たたらは口田儀の越堂たたらであり、操業確認期間
は延享2（1745）～明治15（1882）である4）。

このように操業開始頃（17世紀中頃）の田儀櫻井家の具体的な操業内容については不明な点が多い。
薯ケ原奥たたら跡の操業期間はこの田儀櫻井家のたたら製鉄操業開始頃と推定されるが、著ケ原奥
たたら跡の操業に田儀横井家が関わっていたのかどうか、現時点では回答の出せる要件がそろわない。
著ケ原奥たたら跡の製鉄炉地下構造を調査することによって

・田儀櫻井家に関連する新たな発見があることを期待できる。

・たたら製錬炉の地下構造について、当炉は比較的炉容量の小さな細長い炉が想定しているが、
防湿・保温効果を高めるための地下構造について明らかにし、中世野だたらから近世の高殿炉
へと変遷する、この変遷の過程のどこに位置するかを明らかにできる。

以上から著ケ原奥たたら跡製鉄炉本体の発掘調査実施の必要性を改めて確認させていただき調査報
告のまとめとする。

1）「今佐屋山遺跡」『中国横断自動車道広島浜田線建設予定地内埋蔵文化財調査報告書Ⅳ』島根県教育委員会1992年3月

「鑓免大池炉跡」横田町教育委員会1993年

2）「立岩3号製鉄遺跡発掘調査報告書　立岩川荒廃砂防工事に伴う発掘調査」『瑞穂町埋蔵文化財調査報告音大

24集』瑞穂町教育委員会　2000年3月

3）製鉄業開始時期については、『田儀村誌』は寛永17（1640）と記載するが原史料未発見。また「鉄山澄文中日記」

所収の「御願中上演説之覚」（文政3（1820））に慶安3（1650）年頃を示唆する文言もあり、年代を明確にできない。

4）「田儀横井家」『田儀横井家のたたら製鉄に関する基礎調査報告書』島根県多伎町教育委員会　2004年8月
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第9表　署ケ原奥たたら跡主要要素一覧表

項　　　　 目 詳　　　　　　　　　 細

遺
分

析

虫ヽ

炉　 壁　 3　点 耐火度：1492度と耐火性が高い。

砂　 鉄　 3　点
チタン含有率の高い砂鉄。（磁選の影響か久村川採取砂鉄よりチタン含有量が低
い）。磁着する砂鉄と非磁着の砂粒とも粒径のばらつきが大きく、大型のものが
散在する。また熱影響を受けて黒味を帯びた粒子の割合が高い。

流動淳表皮2点 製錬工程で派生した微細遺物か。（鍛造剥片とは断面の状態がやや異なる）

鉄塊系遺物5点
浮中にごく微細な金属鉄（フェライト単相）が存在するものから、全面亜共晶組

物

分

析

情

成白鋳鉄組織の鉄塊までばらつきがある。

流 動 洋 2 点
津の鉄分は40％強で鉄歩溜りはよかった。明治期以降のたたらの淳と成分を比
較すると、銑押しのたたらで派生した淳と近似する。

炉 内 i宰 1 点
製錬浮（原料：高チタン砂鉄、高温製錬）、鉄部は末凝集で、後工程の鉄素材になり

退

物

うる品位ではない。

炉 底 塊 1 点
製鉄炉の比較的低温・還元雰囲気の弱い個所で生じた炉底塊の可能性が高い。鍛

報
冶原料になりうる品位ではなく、淳として廃棄されている。

砂鉄結晶塊1点
製錬淳（原料：高チタン砂鉄、高温製錬）、外観上の特徴から砂鉄焼結塊に分類さ
れたが全体に浮化傾向にある。

木　 炭　 2　点
樹種の異なる（コナラ、アカガシ）複数の広葉樹材を燃料（還元剤）に用いていた
と推測。固定炭素低く（57．45％）、灰分は多い（5，42％）。発熱量は低値（5760cal／g）。
これらは埋蔵時の土砂に汚染されているためと考えられる。

虫ヽ

遺 物 全 体 構 成 比

総量：2，050kg （トレンチ 1 ～ 3 、S X O l出土）

炉壁：136kg （6，6％）流動津：1，582 kg（77．2％）炉内淳：12．2kg （0．6％）

含鉄鉄浮：43．9kg（2．1％）鉄塊系遺物28，9kg（1，4％）その他鉄浮24610kg（12．0％）

鉄 塊 系 遺 物 構 成 比

（含 鉄 鉄 淳 含 む ）

総量：72，765 g （トレンチ 1 ～ 3 、S X O l出土）

特L （☆）：5，856 g （8．1％） L （●）：28，185 g （38．7％）M （◎）：13，812 g （19．0％）

H （○）：略 捕O g （25．6％）鋳化（△）：6，252 g （8．6％）

退

物

統

計

情

報

虫ヽ退

鉄塊系遺物種別比

鉄塊系遺物

流動状 ：塊状

構成比率

特 L （☆）（g） L （●）（g） M （◎）（g） H （○）（g） 合　 計（g）

塊　 状　　 3，096　　　 4，119　　　 2，844　　　 2，709　　 12，768

流動状　　 2，125　　　 6，639　　　 2，524　　 1，508　　 12，796

合　 計　　 5，221　 10，758　　　 5，368　　　 4，217　　 25，564

肉眼および

X 線 観 察

炉内に銑鉄が溜まっている状態があったり、棒を差し込んで付いてきたものに
も鉄がある。一部は明らかに流動状である。しかし炉底塊も出来ている。特 L （☆）
の鉄塊系遺物に限定した場合 塊状3，096 g （59．3％）：流動状2，125 g （犯 7％）

分 析 遺 物 特L （☆）の鉄塊系遺物に限定した場合塊状3点1，549 g （71．6％）：流動状3点613 g （28．4％）

原料・燃料の種類

木　　　 炭 黒炭／第 1 トレンチ広葉樹 4 ：針葉樹 1／S X Ol広葉樹 2 ：常緑樹 3／炭化はほ
ぼ良好だがたたら炭の半焼け状態ではない印象あり。

砂　　　 鉄
被熟した砂鉄粒子の混在と浮表皮の粉末が確認される。→一旦製鉄炉に投入さ
れた可能性と投入前に焙焼されている可能性がある。

洋　 質　 の　 動　 向
緻密質流動浮　 約3割　 ガス質流動淳　 約7割（回収した浮の全体的傾向）
撤密質流動浮 15％　　 ガス質流動浮　 85％（SXOl抽出分（全体の約5％））

炉　　　 壁

概　　　　 要

壁　　　 体 紫紅色

通　 風　 孔
高さは少なくとも4．8cmを越える。／形状は上下方向の楕円形。径は2．8cm以上。／

通風孔部の壁面の間隔は8．6cm。／通風孔の位置（高さ）を揃えていない可能性あり。

耐　 火　 度 炉壁全体の9割は石英質の石粒が含まれ耐火性が高い。

製鉄遺構本体は調査対象外。現況は炭窯跡と炭小屋跡が残る。下部丘陵先端の平坦面（SXOl）から
構
′情
重臣

鉄塊系遺物が多数出土。

排　 洋　 場 東西22 m 、南北26m で鉄淳分布。中心の鉄洋堆積層の厚さは0．4～0．7 m （第2 トレンチが厚い）

年 考　 古　 資　 料 陶磁器により16世紀後半～17世紀後半
代

損

C 1 4 年 代

業　 の　 内　 容

caLA D 1796－1523，Ca】A D l952－1670（暦年較正年代）

炉底塊の端部が細い形→炉は幅の狭い箱形炉が想定できる。調査例からいえば14、5世紀の中世後
期の可能性がある。製鉄炉内の温度や還元雰囲気は、操業回や炉の位置により異なっていると推
測される。明治以降のたたらの淳と成分を比較すると銑押しのたたらで派生した淳と近似する。
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第6章　著ケ原奥たたら跡出土製鉄関連遣物の金属学的調査

㈱九州テクノリサーチ・TACセンター

大澤正己・鈴木瑞穂

1．いきさつ

著ケ谷奥たたらは島根県出雲市に所在する、操業年代は中世末～近世初頭と推定される。

製鉄炉跡の推定地は近代以降の炭窯によって大きく掘りかえされており、近接する斜面（1～3ト

レンチ）及び平坦面（SXOl）の調査が実施された。回収された製鉄関連遺物から、当たたらでの鉄生産

の実態を検討するため、金属学的調査を行う運びとなった。

2．調査方法

2－1．供試材

Table．1に示す。製鉄関連遺物計20点の調査を行った。

2－2．調査項目

（1）肉眼観察

（2）マクロ組織

（3）顕微鏡組織

（4）ピッカース断面硬度

（5）EPMA（ElectronProbeMicroAnalyzer）調査

（6）化学組成分析

（7）耐火度

（8）木炭組織

（9）木炭の性状

3．調査結果

3－1．2トレンチ出土遺物

MY0－1：炉壁

（1）肉眼観察：製鉄炉の炉壁破片である。熱影響を受けて内面が若干ガラス質化しており、この

部分は灰黒色に変色している。また上下方向に樋状の窪みが残るが、これは成形痕の可能性

が考えられる。胎土は赤褐色の粘土質で、練りは甘く僅かにスサを混和している。

（2）顕微鏡組織：Photo．1①に示す。熱影響を受けて素地の粘土鉱物のガラス質化が進んでいる。

灰褐色の微小結晶はマグネタイト（Magnetite：Fe304）と推定される。ただし石英・長石な

ど、胎土中に混和された砂粒に加熱変化は見られない。

（3）化学組成分析：Table．2に示す。強熱減量（Igloss）0．83％と低値であった。強い熱影響を受

け、結晶構造水のほとんどが飛散した状態での分析となる。鉄分（Fe203）は5．61％と高く、

酸化アルミニウム（A1203）は17．74％と若干低めで、耐火性には不利であろう。

また淳と鉄の分離を促す自媒剤となる塩基性成分（CaO＋MgO）は3．10％と高めであった。

特に酸化マグネシウム（MgO）が2．38％と炉材としては高値傾向を示す。胎土中に鉄苦質（Fe，
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Mg）成分の高い鉱物が含まれる可能性が指摘できよう。マグネシウムは融点を上げる元素で

あるが、融点を下げる鉄（Fe）分の含有率の方が高く、顕著な効果は薄いと推測される。

（4）耐火度：1296℃であった。中世の製鉄炉の炉壁としては、やや耐火性の低い性状といえる。

MY0－2：炉壁（砂鉄焼結）

（1）肉眼観察：内面上半部表層に砂鉄が焼結する炉壁片である。砂鉄は微細でやや丸みを帯びた

ものが多い。また内面は熱影響を受け、灰黒色に変色している。胎土は赤褐色で練りは甘く、

小礫や真砂（花こう岩の風化砂）をかなり含む。またスサも若干混和されている。

（2）マクロ組織：Photo．14に示す。試料上側端部の断面観察を実施した。内面表層（写真上端部）

明白色部は焼結砂鉄である。分解・淳化が進む。また全体に熱影響が強く、粘土鉱物のガラ

ス質化が内側まで進行している。

（3）顕微鏡組織：Photo．1②～④に示す。いずれも内面表層ガラス質淳の拡大である。②③の明

色部は砂鉄粒子で、熱影響を受けて分解・淳化が認められる。いずれも離洛組織の残る合チ

タン鉄鉱（Titaniferousironore）（注1）であり、チタン含有率の高い砂鉄が製鉄原料と判断され

る。また周囲には微4、金属鉄粒の晶出がある。

（4）化学組成分析：Table．2に示す。強熱減量（Igloss）1．42％と低値であった。熱影響が強く、

結晶構造水のほとんどが飛散した状態での分析である。鉄分（Fe203）は14．83％と非常に高

値であった。胎土の性状を調査するため、極力裏面側から分析試料を採取したが、内面表層

の焼結砂鉄の影響を受けた可能性が高い。その現れが二酸化チタン（TiO2）の1．02％、バナジ

ウム（Ⅴ）0．03％である。また酸化アルミニウム（A1203）は21．18％と高値で、塩基性成分

（CaO＋MgO）も2．48％と高めである。

（5）耐火度：1080℃であった。中世の製鉄炉の炉壁片としては非常に低値である。砂鉄の影響で、

耐火性が低下している可能性が高い。

MY0－3：炉壁

（1）肉眼観察：熱影響を受けて、内面表層がガラス質化した炉壁片である。側面の一部と下面に

は、平坦に整えられた築炉時の粘土塊（ブロック）の面が残存する。胎土は明褐色で、真砂を

多量に混和している。

（2）顕微鏡組織：Photo．1⑤～⑦に示す。⑤は内面表層部で、白色の微小針状結晶はイルミナイ

ト（Ilmenite：FeO・TiO2）で、チタン（TiO2）含有率の高い砂鉄を高温で製錬した際の派生物

である（注2）。素地部分はほぼガラス質化している。ただし胎土中に混和された砂粒は外周が

若干溶融し、高温クラックが発生している。

⑥⑦はやや内側部分であるが、やはり素地部分のガラス質化が進む。

（3）化学組成分析：Table．2に示す。強熱減量（Igloss）は1．42％であった。強い熱影響を受けて

結晶構造水のほとんどが飛散した状態である。鉄分（Fe203）は1．57％と低値であるが、酸化

アルミニウム（A1203）は14．91％とやや低めで耐火性には不利に働くと考えられる。また塩基

性成分（CaO＋MgO）は0．38％と低値であった。

当試料の化学組成は、内面に固着した砂鉄粒子の影響がほとんどなく、二酸化チタン（TiO2）

は0．21％、バナジウム（Ⅴ）＜0．01％と低値で胎土本来の成分を反映した値である。なお当試
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料の分析結果を基準におくと、炉壁（MY0－1、2）の高Fe、Mg傾向は、製鉄原料の砂鉄の影

響が指摘できる。

（4）耐火度：1492℃であった。中世の製鉄炉の炉壁片としても、耐火性の高い性状で、汚染なし

の本来の値といえよう。

MY0－4：砂鉄（採取）

（1）肉眼観察：久相川河口より比重選鉱で選別した砂鉄である。磁力の強い砂鉄粒子は、光沢の

ある黒色を呈する。形状は角張ったものと磨耗したものが混在するが、後者の割合が高い。

また極めて磁着が弱く、チタン磁鉄鉱ないしチタン鉄鉱と推測される粒子もかなりの割合で

含まれる。さらに砂鉄粒子以外には、石英・斜長石・角閃石などの鉱物が混在している。

（2）マクロ組織：Photo．14に示す。反射顕微鏡下では光を反射する金属鉱物が、より明るい色調

で観察される。粒径は比較的ばらつきが小さく、0．2mm前後の明色粒は磁鉄鉱（Magnetite：

FeO・Fe203）（注3）ぉよび含チタン鉄鉱である。断面に離洛組織が観察される含チタン鉄鉱を

かなりの割合で含む。また暗色粒はより光を透過する他の造岩鉱物である。

（3）顕微鏡組織：Photo．2①～③に示す。①の中央は微細な製錬薄片である。白色針状結晶イル

ミナイト、淡褐色片状結晶シュードブルーカイト（Pseudobrookite：Fe203・TiO2）ないしル

テル（Rutile：TiO2）が晶出する。チタン含有率の高い砂鉄を高温製錬した際の派生物と判断

される。久村川流域の製鉄遺跡からの混在物であろうか。

また①～③の明色粒は砂鉄粒子である。灰褐色の磁鉄鉱粒子と格子状の離溶組織を持つ含

チタン鉄鉱が混在する。②の中央は灰褐色の磁鉄鉱である。その粒内には微細な黄白色の黄

鉄鉱（Pyrite：FeS2）が散在する。また（彰の中央は格子組織を持つ含チタン鉄鉱である。

（4）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）45．43％に対して、金属鉄（Metallic Fe）＜

0．01％、酸化第1鉄（FeO）15．81％、酸化第2鉄（Fe203）47．38％の割合であった。また鉄製錬

では造淳成分となる、主な造岩鉱物の構成元素（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は

12．48％あり、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）は2．63％を含む。

主に砂鉄に由来する、二酸化チタン（TiO2）は19．99％、バナジウム（Ⅴ）が0．18％と非常に

高値であった。同様に酸化マンガン（MnO）も1．12％と高い。

さらに鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素のうち、硫黄（S）は0．05％と若干

高めであった。五酸化燐（P205）は0．11％で、さほど多くはない。銅（Cu）は0．01％で、砂鉄

としては通常の値である。

当試料は火山岩起源の高チタン砂鉄と分類される。

MY0－5：砂鉄（遺跡出土：鉄棒水洗後の土砂を磁選）

（1）肉眼観察：砂鉄粒子は光沢のあるものは少なく、被熱砂鉄の割合が高い。

また磁力選鉱で回収されているため、無色・有色鉱物ともほとんど含まない。若干茶褐色

粒が点在するが、これは微細な粉状の炉材片と推測される。

（2）マクロ組織：Photo．15に示す。試料中には微細な製錬淳、炉材、鍛造剥片様遺物などが混在

する。砂鉄粒子は久相川採取試料（MY0－4）と比較すると、粒径のばらつきが大きく、大型

のものが散在する。また熱影響を受けて黒味を帯びた粒子の割合が高い。
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（3）顕微鏡組織：Photo．2④～⑧に示す。④～⑥には砂鉄粒子を示した。灰褐色の磁鉄鉱粒子と

格子状の離洛組織を持つ含チタン鉄鉱が混在する。また熱影響を受けて、外周ないし全体が

淳化した砂鉄粒子も点在する。

また⑦の中央はごく微細な鍛造剥片様遺物を示した。薄膜状の鉄酸化物ではあるが、通常、

鍛打作業で生じた鍛造剥片（注4）に確認される鉄酸化物の3層構造〔外層へマタイト（Hematite

：Fe203）、中間層マグネタイト（Magnetite：Fe304）、内層ウスタイト（Wustite：FeO）〕は

みられなかった。風化の影響であろう。

⑧の中央は微細な製錬淳で、淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル（Ulvospinel：2FeO・TiO2）、

白色針状結晶イルミナイトが晶出する。比較的高温下での派生物と判断される。また内部に

は2個所微小金属鉄粒がみられる。5％ナイタルで腐食したところ、左側は自鋳鉄組織、右

側は過共析組織が確認された。

（4）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）55．07％に対して、金属鉄（MetallicFe）0．11％、

酸化第1鉄（FeO）17．68％、酸化第2鉄（Fe203）58．93％の割合であった。また鉄製錬では造

淳成分となる、主な造岩鉱物の構成元素（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は7．64％

で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）は0．91％と低めである。磁力選鉱の影響であろうか。

主に砂鉄特有に含まれる二酸化チタン（TiO2）は10．22％、バナジウム（Ⅴ）が0．26％と高く、

また酸化マンガン（MnO）も0．91％と高値である。さらに鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響

を及ぼす元素は、硫黄（S）0．02％、五酸化燐（P205）は0．06％、銅（Cu）0．01％といずれも低値

であった。

以上の分析結果から、当遺跡では製鉄原料にはチタン含有率の高い砂鉄を用いている。た

だし久相川採取砂鉄（MY0－4）と比較すると、チタン（TiO2）や塩基性成分（CaO＋MgO）の含

有率はかなり低い。磁力選鉱の影響の現れであろう。

しかし採取砂鉄の成分は、採取個所や流水の強さなどの条件で変化するため、実際の製鉄

炉内に装入された砂鉄の成分に関しては、出土製錬淳との対応をみながら慎重に検討する必

要があろう。

MY0－6：流動淳表皮

MY0－6　イー1　2．2×1．5×0．19mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。表裏面とも僅かに凹凸がみられる。

（2）マクロ組織：Photo．3①に示す。比較的薄手で平坦な鍛造剥片様遺物である。表面に緩やか

な波状の凹凸があり、それに伴う厚みの変動が若干みられる。

（3）顕微鏡組織：Photo．3②に示す。明暗2相の鉄酸化物が混在する。色調から明色部はマグネ

タイト（Magnetite：Fe304）、暗色部はウスタイト（Wustite：FeO）と推測される。当試料は

薄膜状の鉄酸化物であるが、鉄素材の鍛打に伴って派生する鍛造剥片とは、断面の状態がや

や異なる。

MY0－6　ロー1　3．1×1．6×0．25mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。表面は披状で、裏面には数ヶ所突部がみられる。

（2）マクロ組織：Photo．3③に示す。厚手で部位による厚みの変動が著しい剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．3④に示す。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰色木ずれ状結晶
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ファイヤライトが素地のガラス質淳中に晶出する。砂鉄製錬淳に最も一般的な組成である。

当試料は製錬淳の4、破片に分類される。

MY0－6　ロー2　2．0×1．5×0．25mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。表裏面とも僅かに凹凸がみられる。

（2）マクロ組織：Photo．3⑤に示す。大きく攣曲する鍛造剥片様遺物で、部位による厚みの変動

も顕著である。

（3）顕微鏡組織：Photo．3⑥に示す。明暗2相の鉄酸化物がみられる。色調から明色部はマグネ

タイト、暗色部はウスタイトの可能性が高い。当試料も薄膜状の鉄酸化物であるが、鉄素材

の鍛打に伴って派生する鍛造剥片とは、断面の状態がやや異なる。

断面組織観察を実施した3点のうち、ロー1は砂鉄製錬淳に分類される。イー1、ロー2は、

砂鉄（MY0－4）中に混在した鍛造剥片用遺物と同様、薄膜状の鉄酸化物ではあるが、鍛打作

業で異なる鍛造剥片とは異なる様相を示す。ただし後述の流動淳（MY0－7、8）の表層には、

こうした薄手の鉄酸化膜が見られないため、名称とおり流動淳の表層部分であるか疑問は残

る。鉄塊系遺物表層の酸化膜片などの可能性も考える必要があろう。

MY0－7：流動淳

（1）肉眼観察：やや薄手で板状を呈する、流動淳の破片である。上下面は資料本来の表面で、側

面の大半は破面である。断面は非常に赦密で、気孔は少ない。

（2）顕微鏡組織：Photo．3⑦～⑨に示す。淳中には微小金属鉄粒が複数点在する。⑦は近接する

二つの金属鉄粒を5％ナイタルで腐食した写真で、⑧⑨はそれぞれの拡大である。ともに自

鋳鉄である。ただし⑧の素地は黒色層状のパーライトであるのに対し、⑨の素地はフェライ

トであるめ、炭素量は前者の方が高い。

また淳中には白色針状結晶イルミナイト、淡褐色片状結晶シュードブルーカイトないしル

チルが晶出する。高温下で生じた砂鉄製錬淳の晶癖である。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．3⑧⑨の自鋳鉄粒の硬度を測定した。⑧の硬度値は541Hv、⑨

の硬度値は395Hvで組織に見合った値である。

（4）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）25．76％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0．11％、酸化第1鉄（FeO）30．11％、酸化第2鉄（Fe203）3．21％の割合であった。また造淳成

分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）33．19％で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）

は3．53％を含む。

主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン（TiO2）は27．57％、バナジウム（Ⅴ）0．40％と

非常に高値であった。酸化マンガン（MnO）も2．30％と高値である。さらに鉄製錬で生成鉄に

移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）0．02％、五酸化燐（P205）は0．01％、銅（Cu）

0．01％といずれも極小値となる。

当資料は高チタン砂鉄を高温製錬した派生物である。

MY0－8：流動淳

（1）肉眼観察：55mmとやや厚手の流動淳破片である。上下面は資料本来の自然画をもつが、側面

は全面破面である。上面表層は酸化雰囲気に曝されて、やや赤みを帯びる。側面の破面には
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気孔が多数散在しており、軽い質感の淳である。

（2）マクロ組織：Photo．15に示す。供試材の切断面をみると、重層構造で上面では気孔の多い淳

の隙間に、密な淳が貫入する。なお2層目の淳の上側表層部には、被熱砂鉄が多数混在して

いる。

（3）顕微鏡組織：Photo．4①～⑤に示す。①～④には1～4各層の晶出物を示した。1・3層に

は淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネルが晶出する。また前述したように、2層目表層には被

熱砂鉄粒子が多数散在する。さらに4層上側表層には、一部ウルボスピネルに加え淡褐色片

状結晶シュードブルーカイトないしルチルが晶出する。炉内操業温度の変動が現われている。

（4）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（Total Fe）26．19％に対して、金属鉄（Metallic Fe）

0．02％、酸化第1鉄（FeO）26．87％、酸化第2鉄（Fe203）7．55％の割合であった。造淳成分

（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）41．68％と高値で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）

は3．85％を含む。また主に製鉄原料の砂鉄に由来する、二酸化チタン（TiO2）は18．60％、バナ

ジウム（Ⅴ）が0．47％と高値であった。酸化マンガン（MnO）も2．50％と高い。さらに鉄製錬で

生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）0．03％、五酸化燐（P205）は0．05％、銅

（Cu）＜0．01％といずれも低値であった。

当資料も高チタン砂鉄を原料とする製錬淳に分類できる。また緻密流動淳（MY0－7）と比

較すると、主に炉材に由来する造淳成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）の割合

が高い。両者の気孔量の差は、上述の成分の違いを反映して流動性に差が生じたものと推測

される。

MY0－9：炉内淳（含鉄）

（1）肉眼観察：厚板状の含鉄炉内淳の破片である。上下面は試料本来の自然画である。上面は比

較的平坦で下面は凹凸が著しい。また側面も一部自然画が残るが、大半は破面で錬膨れや黒

録の澄みがみられる。なお特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、内部には金属鉄が良好

に遺存する。

（2）マクロ組織：Photo．16に示す。白色部が金属鉄である。未凝集の微細なフェライト（Ferrite：

α鉄）が散在する状態で、後工程の鉄素材（鍛冶・鋳造原料）となる品位ではなく、淳として

廃棄されている。

（3）顕微鏡組織：Photo．4⑥～⑧に示す。白色部は金属鉄で、5％ナイタルで腐食した。ほとん

ど吸炭なしのフェライト単相の組織だった。また淳中には淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネ

ル、白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトが晶出する。ウスタイト

をもつ砂鉄製錬淳の晶癖である。

（4）ピッカース断面硬度：Photo．4⑦の淡茶褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は602Hv

でウルボスピネルに同定される（注5）。また⑧の金属鉄部（フェライト単相）の硬度債は104Hv

であった。組織から予想されるより若干硬質の値を示すが、金属鉄部の面積がごく狭いため、

周囲の淳部の影響を受けた可能性が高い。

（5）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）48．14％に対して、金属鉄（Meta11ic Fe）

2．78％、酸化第1鉄（FeO）40．60％、酸化第2鉄（Fe203）19．73％の割合であった。造淳成分

（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）15．83％と低めで、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）
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は1．92％を含む。主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン（TiO2）は12．32％、バナジウ

ム（Ⅴ）は0．48％と高めであった。酸化マンガン（MnO）も1．10％と高値傾向を示す。さらに鉄

製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）が0．08％、五酸化燐（P205）は

0．12％とやや高めであるが、銅（Cu）は＜0．01％と低値であった。

当資料は高チタン砂鉄を始発原料とする含銑鉄淳である。上述のように金属鉄は末凝集の

フェライトで、鍛冶原料となりうる品位ではなく、淳として廃棄されている。また淳中にウ

スタイト（Wustite：FeO）が晶出するのは、炉内のやや還元雰囲気が弱い個所で生じた淳の

可能性をもつ。

MY0－10：鉄塊系遺物

（1）肉眼観察：やや厚手で塊状（191g）の鉄塊系遺物である。上面は平坦気味で、下面は僅かに椀

形状、表面には粉炭痕が固着する。表面は黒灰色の淳部に覆われるが、特殊金属探知機の特

L（☆）で反応があり、重量感をもつのでまとまった金属鉄の遣存が予測できる。

（2）マクロ組織：Photo．16に示す。外周は黒灰色の淳に覆われるが、中心にはまとまりのよい金

属鉄が確認された。金属鉄部は5％ナイタルで腐食している。金属鉄は外周（明色部）が炭素

量の低いフェライト単相～亜共析組織であり、芯部（暗色部）は炭素量が高く、共析～過共析

組織を呈する。

（3）顕微鏡組織：Photo．5①～⑨に示す。①は淳部である。発達した淡茶褐色多角形結晶ウルボ

スピネル、白色針状結晶イルミナイトがガラス質淳中に晶出する。砂鉄製錬淳の晶癖である。

また②中央の暗色粒は鉄中非金属介在物である。素地はガラス質（珪酸塩系）で、微細な鉄

チタン酸化物の晶出がある。

③～⑨は金属鉄部を5％ナイタルで腐食した組織である。炭素含有量の低い外周部から順

に写真を提示した。ほとんど炭素を含まないフェライト単相の組織から過共析組織までの変

動をもつ。最大炭素含有量1．1％程度の鋼である。

（4）ピッカース断面硬度：Photo．5①の淡茶褐色多角形結晶の硬度値は541Hvであった。当結晶

はウルボスピネル（Ulvospinel：2FeO・TiO2）としては軟質で、よりFeの割合が高いチタン磁

鉄鉱の可能性が高いと考えられる。

またPhoto．5⑤⑦⑨の金属組織の硬度を測定した。硬度値は⑤の亜共析組織部分が107Hv、

⑦の共析組織部分が248Hv、⑨の過共析組織部分が345Hvであった。それぞれ組織に見合っ

た値といえる。

（5）化学組成分析：Table。2に示す。淳部の分析を実施した。仝鉄分（Total Fe）は40．80％で、金

属鉄（MetallicFe）は2．59％、酸化第1鉄（FeO）33．20％、酸化第2鉄（Fe203）17．73％の割合で

あった。造淳成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は24．78％で、このうち塩基性

成分（CaO＋MgO）2．56％を含む。また製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン（TiO2）は18．51％、

バナジウム（Ⅴ）が0．93％と高く、酸化マンガン（MnO）も1．42％と高値であった。さらに鉄製

錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）は0．03％、五酸化燐（P205）が

0．12％とやや高めであるが、銅（Cu）は＜0．01％と低値であった。

淳部の鉱物・化学組成から、当試料は高チタン砂鉄を原料とした鉄塊系遺物に分類される。

また芯部にはまとまりのよい共析～過共析組織主体の鋼が確認された。
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MY0－11：鉄塊系遺物

（1）肉眼観察：上面がやや流動気味で、偏平形状の鉄塊系遺物で77gを測る。表面全体が黄褐色

の酸化土砂で覆われる。短軸両端が破面で、他は試料本来の自然面を残す。下面は平坦で、

粉炭痕を密に刻む。特殊金属探知機の特L（☆）で反応があり、重量感からまとまった金属鉄

の道春を察知できる。

（2）マクロ組織：Photo．17に示す。淳の固着のほとんどない鋳鉄塊であった。また内部には大小

の不定形の気孔が散在する。

（3）顕微鏡組織：Photo．6①～⑨に示す。①は試料表層に若干固着する淳部である。淡褐色片状

結晶シュードブルーカイトないしルチルが、素地のガラス質淳中に晶出する。高温製錬で生

じた砂鉄製錬淳の晶癖である。

②は表層の錬化鉄部である。片状黒鉛痕跡が残存しており、ねずみ鋳鉄と判断される。

③は鉄中非金属介在物を示した。球状暗色部は硫化鉄（FeS）である。

④～⑨は金属鉄を5％ナイタルで腐食した組織を示す。金属鉄部はほぼ亜共晶組成白鋳鉄

組織（C：＜4．26％）であった。

（4）ピッカース断面硬度：Photo．6⑧⑨の金属組織の硬度を測定した。⑧のパーライト部分の硬

度値は293Hv、⑨のレデブライト部分の硬度値は705Hvであった。それぞれ組織に見合った

値である。

（5）化学組成分析：Table．2に示す。当試料は状態のよい鋳鉄塊であったため、メタル定量で調

査を実施した。炭素（C）は3．11％であった。組織に見合った値といえる。

鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）は0．036％、五酸化燐（P）

が0．095％であった。明治期の銑押したたらの分析事例（注6）と比較する（S：0．000～0．010％、

P：0．005～0．10％）とやや高値傾向を示す。また銅（Cu）は＜0．01％と低値であった。さらに

チタン（Ti）は高めの0．017％、バナジウム（Ⅴ）が＜0．01％である。付着淳を反映した値とみら

れよう。

当試料は砂鉄を高温製錬してできた鉄塊系遺物と判断される。浸炭の進んだ鋳鉄塊で、流

れ銃と推測される。

3－2．3トレンチ出土遺物

MY0－13：砂鉄焼結塊

（1）肉眼観察：11gと小型の砂鉄焼結塊である。強い熱影響を受けたためか、全体に磁力は弱い。

また表層には茶褐色の鉄錬化物も点々と固着する。

（2）マクロ組織：Photo．17に示す。形状が残る砂鉄粒子も若干散在するが、大半は淳化・還元が

進行している。

（3）顕微鏡組織：Photo．7①～③に示す。①の素地部分は試料下面表層の付着土砂で、明色粒が

砂鉄粒子である。砂鉄粒子はやや丸みを帯びており、熱影響はごく弱い。埋蔵時の2次的な

固着と推定される。

②③は試料断面の組織を示す。砂鉄粒子の分解・淳化、還元が進行するが砂鉄形状を留め

る。微小白色粒は金属鉄（Metallic Fe）である。また灰色部は錬化鉄、黒色点状の凹部は金属

鉄が錬化剥落した痕跡である。さらに周囲には淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰色
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木ずれ状結晶ファイヤライトがガラス質淳中に晶出する。

当試料も2トレンチ出土鉄淳と同様．に、チタン含有率の高い砂鉄を原料とした製錬淳であ

る。外観上の特徴から砂鉄焼結塊に分類されたが、全体に淳化傾向にある。

3－3．SXOl出土遺物

MY0－14：砂鉄（遺跡出土：鉄淳水洗後の土砂を磁選）

（1）肉眼観察：大半が強く磁着する砂鉄粒子である。また熱影響を受けた粒子の割合が高く、暗

茶褐色を呈する。少量の茶褐色粒が混在するのは、微細な炉材破片である。

（2）マクロ組織：Photo．18に示す。試料中には微細な製錬淳、炉材、鍛造剥片様遣物などが混在

する。砂鉄粒子は粒径のばらつきが大きく、0．05～0．5mm径までが散在する。大型のものが点

在する。また熱影響を受けた粒子の割合が高い。2トレンチ出土砂鉄（MY0－5）とよく似た

特徴を示す。

（3）顕微鏡組織：Photo．7④～⑧に示す。明色粒は砂鉄粒子である。灰褐色の磁鉄鉱粒子と格子

状の離溶組織を持つ含チタン鉄鉱が混在する。熱影響を受けて、外周ないし全体が淳化した

砂鉄粒子も多い。また砂鉄粒内に他の微細な鉱物を含むものもみられる。⑥の中央は灰褐色

の磁鉄鉱で、粒内には微細な黄白色の黄鉄鉱が複数散在する。また⑦⑧は淳化が進んでいる

が、格子組織が残存する含チタン鉄鉱を示した。

（4）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）56．63％に対して、金属鉄（Metallic Fe）＜

0．01％、酸化第1鉄（FeO）18．82％、酸化第2鉄（Fe203）60．05％の割合であった。また鉄製錬

では造淳成分となる、主な造岩鉱物の構成元素（SiO2＋Al203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）

は6．59％と低めで、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）は0．65％を含む。

主に砂鉄中に含まれる二酸化チタン（TiO2）は9．28％、バナジウム（Ⅴ）が0．26％であった。

また酸化マンガン（MnO）は0．85％と高い。さらに鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす

元素は、硫黄（S）0．01％、五酸化燐（P205）0．05％、銅（Cu）＜0．01％といずれも低値であった。

以上の調査の結果、2トレンチ出土砂鉄（MY0－5）と近似する成分傾向が確認された。や

はり当遺跡では、チタン含有率の高い砂鉄を製鉄原料に用いたものと判断される。

ただし遺跡出土砂鉄（MY0－5、14）には、磁力選鉱の影響が現れている可能性が高く、炉

内に装入された砂鉄の成分を正確に反映しているとはいえない。

MY0－15：流動淳表皮

MY0－15　イー1　2．1×1．35×0．25mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。表裏面とも微細な凹凸がみられる。

（2）マクロ組織：Photo．8①に示す。比較的厚手で、平坦気味の鍛造剥片様遺物である。

（3）顕微鏡組織：Photo．8②に示す。王水で腐食している。色調の異なる鉄酸化物が4層確認さ

れるが、鍛打作業に伴い派生する鍛造剥片とはやや異なる様相を示す。また鍛造剥片と比較

すると、表層に沿って不定形の気孔が多数散在する点もやや特異である。

MY0－15　イー2　1．5×0．9×0．1mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。表面は比較的平滑で、裏面には若干凹凸がある。

（2）マクロ組織：Photo．8③に示す。薄手で平坦な鍛造剥片様遺物である。
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（3）顕微鏡組織：Photo．8④に示す。王水で腐食している。色調の異なる鉄酸化物が2層確認さ

れる。当試料も薄膜状の鉄酸化物であるが、鉄素材の鍛打に伴って派生する鍛造剥片とは、

断面の状態がやや異なる。当試料断面にも不定形の気孔が多数散在する。

MY0－15　イー31．8×1．48×0．08mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。

（2）マクロ組織：Photo．8⑤に示す。

（3）顕微鏡組織：Photo．8⑥に示す。

確認される。

MY0－15　ロー11．9×1．3×0．21mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。

（2）マクロ組織：Photo．8⑦に示す。

表裏面とも微細な凹凸がみられる。

折れて一部欠落部分を含む薄手の鍛造剥片様遺物である。

王水で腐食している。僅かに色調の異なる鉄酸化物が2層

表面は比較的平坦であるが、裏面には1個所突部がある。

やや厚手で、裏面に癌状の突出部がみられる。

（3）顕微鏡組織：Photo．8⑧に示す。色調の異なる鉄酸化物だが突起部の酸化が激しく、きれい

な層状ではない。これも鍛打作業に伴い派生する鍛造剥片とはやや異なる様相を示す。

MY0－15　ロー2　1．8×1．5×0．1～0．2mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。表裏面とも波状の凹凸が見られる。

（2）マクロ組織：Photo．8⑨に示す。薄手の剥片様遺物である。表裏面の凹凸に伴う厚みの変動

がみられる。

（3）顕微鏡組織：Photo．8⑲に示す。王水で腐食している。僅かに色調の異なる鉄酸化物が3層

観察される。しかしこれも鍛打作業に伴い派生する鍛造剥片とはやや異なる様相を示す。

MY0－15　ロー3　1．95×1．0×0．1mm

（1）肉眼観察：色調は青黒色である。表裏面とも凹凸がみられる。

（2）マクロ組織：Photo．9①に示す。薄手で攣曲が著しい鍛造剥片様遺物である。

（3）顕微鏡組織：Photo．9②に示す。色調の異なる鉄酸化物が2層確認される。当試料も薄膜状の

鉄酸化物であるが、鉄素材の鍛打に伴って派生する鍛造剥片とは、断面の状態がやや異なる。

断面組織観察を実施した6点は、いずれも薄膜状の鉄酸化物ではあるが、鍛打作業で異な

る鍛造剥片とは異なる様相を示す。また上述のように、流動淳（MY0－7、8）の表層にはこ

うした薄手の鉄酸化膜が見られず、名称とおり流動淳の表層部分であるか疑問が残る。他の

分析試料がすべて製鉄関連遺物であるため、これらの酸化鉄片も製錬工程の派生物と推定さ

れるが、その成因に関しては慎重な検討を要する。なお中世たたらに伴い、こうした鍛造剥

片様遺物が確認される事例は他にもみられる（注7）。

MY0－16：鉄塊系遺物

（1）肉眼観察：1．2kgを測るやや大型の炉底塊破片である。表面全体は黄褐色の酸化土砂で覆わ

れる。側面から下面にかけては、大型の木炭痕による凹凸がみられる。また表面には錬化に

よる放射割れが生じており、特殊金属探知機の特L（☆）で反応があるため、内部には金属鉄

が遺存する。

（2）マクロ組織：Photo．18に示す。供試材を採取した切断面では、まとまった金属鉄は確認され

ず、淳中にごく微細な金属鉄が多数散在する状態であった。これらは後工程の鉄素材となる

品位ではなく、淳として廃棄されたものと推定される。
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（3）顕微鏡組織：Photo．9③～⑧に示す。③は淳部である。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、

白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトがガラス質淳中に晶出する。

④～⑧は金属鉄部を5％ナイタルで腐食した組織で、暗色部の素地はベイナイトである。

これに対して、白色部はほぼフェライト単相の組織であった。最大でも0．1％程度の低炭素

鋼（軟鉄）と判断される。

（4）ピッカース断面硬度：Photo．9⑦⑧の金属組織の硬度を測定した。⑦の硬度値は189Hvで、

ベイナイト、また⑧の硬度値は111Hvであった。フェライト単相の組織としてはやや硬質で

ある。

（5）EPMA調査：Photo．21の1段目に球状鉄中非金属介在物の反射電子像（COMP）を示す。暗黒

色を呈する珪酸塩の素地中に、非常に微細な晶出物が多数存在する。11の番号をつけた枠内

の定量分析値は57．9％Fe0－17．1％TiO2－1．6％Mn0－1．0％V203－14．8％SiO2－4．1％A1203

－2．0％Ca0－1．5％MgOであった。この値から、微小晶出物は鉄チタン酸化物の可能性が高

いと考えられる。

さらに2段目には淳部の反射電子像を示した。12の番号をつけた素地のガラス質部分の定

量分析値は37．4％SiO2－13．9％A1203－10．8％Ca0－6．4％K20－1．8％P205－24．5％Fe0－

1．6％Ti02であった。若干燐（P）が含まれる。珪酸塩である。

13の番号をつけた淡茶褐色多角形結晶の定量分析値は65．2％Fe0－29．9％TiO2－3．8％A1203

－1．2％Mg0－1．2％MnOであった。他の元素を微量固溶するが、ウルボスピネル（Ulvospinel

：2FeO・TiO2）に同定される。また14の番号をつけた淡褐色微小結晶は62．3％Fe0－

17．0％TiO2－8．3％Al203で、ウルボスピネル（Ulvospinel：2FeO・TiO2）とへ－シナイト

（Hercynite：FeO・A1203）を主な端成分とする固溶体（注8）である。なお他の元素は、周囲のガ

ラス質淳の影響を受けたものと推測される。

15の番号をつけた白色樹枝状結晶の定量分析値は91．5％Fe0－7．3％TiO2－1．2％A1203で

あった。ウスタイト（Wustite：FeO）の可能性があるが、チタンの固洛量を考えるとマグネ

タイト（Magnetite：FeO・Fe203）に同定されよう。双方の可能性を提示しておきたい。16の

番号をつけた淡灰色木ずれ状結晶の定量分析値は64．7％Fe0－34．5％SiO2－2．6％Mg0－

2．4％Mn0－1．9％CaOであった。ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）であるが、かんら

ん石類（注9）によく含まれる他の元素（Mg、Mn、Ca）を微量固溶する。

（6）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）54．19％に対して、金属鉄（MetallicFe）

4．81％、酸化第1鉄（FeO）24．72％、酸化第2鉄（Fe203）43．13％の割合であった。造淳成分（SiO2

＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は10．95％と低めで、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）

は1．11％を含む。主に製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン（TiO2）は5．12％、バナジウム

（Ⅴ）が0．14％とやや低めであった。酸化マンガン（MnO）も0．47％と低値傾向を示す。さらに

鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）0．05％、五酸化燐（P205）

0．09％とあまり高くはなく、銅（Cu）は＜0．01％と低値であった。

当試料は、製鉄炉の比較的低温・還元雰囲気の弱い個所で生じた炉底塊の可能性が高い。

淳中にはウスタイトないしマグネタイトといった鉄酸化物が残存しており、金属鉄部には凝

集し切らなかった微細な低炭素鋼が多数散在するなど、低温操業の特徴が著しい。上述した

ように鍛冶原料となりうる品位ではなく、淳として廃棄されている。
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MY0－17：鉄塊系遺物

（1）肉眼観察：150gを測るやや細長い形状の鉄塊系遺物である。上面側には微細な凹凸のある

黒灰色の淳が固着するが、下面は流動状の鉄部である。非常に重量感があり、特殊金属探知

機の特L（☆）で反応があるため、まとまった金属鉄が遺存する。

（2）マクロ組織：Photo．19に示す。表層は白鋳鉄主体の金属鉄部で、内側の暗色部は淳部である。

また淳中に散在する微小金属鉄や、淳と接触する金属鉄表層は炭素量が低く、フェライト単

相～過共析組織を呈する。

（3）顕微鏡組織：Photo．10①～⑨に示す。①～③の暗色部は淳部である。淡茶褐色多角形結晶ウ

ルボスピネル、白色針状結晶イルミナイトが、暗黒色ガラス質淳中に晶出する。砂鉄製錬淳

の晶癖である。また淳中には微細な金属鉄が多数散在するが、これらはほとんど浸炭してい

ないフェライト単相の組織であった。

④～⑨は金属鉄部である。④～⑦は淳部と接触する金属鉄表層の低炭素域で、④⑤は亜共

析組織～共析組織、⑥⑦は過共析組織～自鋳鉄組織を呈する。これに対して⑧⑨は内側の高

炭素域で亜共晶組成自鋳鉄組織を示した。

（4）ピッカース断面硬度：Photo．10①の淡茶褐色多角形結晶の硬度値は557Hvであった。ウルボ

スピネル（Ulvospinel：2FeO・TiO2）としては軟質で、よりFeの割合が高いチタン磁鉄鉱の可

能性が高い。

またPhoto．10⑤⑦⑨の金属組織の硬度を測定した。硬度債は⑤の共析組織部分が275Hv、

⑦の過共析組織部分が322Hv、⑨の白鋳鉄（レデブライト）組織部分が647Hvであった。それ

ぞれ組織に見合った債であった。

（5）EPMA調査：Photo．21の3段目に淳部反射電子像（COMP）を示す。1の番号をつけた淡茶褐

色多角形結晶定量分析値は、56．3％Fe0－34．3％TiO2－5．4％V203－2．9％A1203であった。

ウルボスピネル（Ulvospinel：2FeO・TiO2）に同定される。3の番号をつけた白色針状結晶の

定量分析債は42．4％Fe0－45．1％Ti02であった。イルミナイト（Ilmenite：FeO・TiO2）に同定

される。さらに2の番号をつけた、素地のガラス質淳部分の定量分析値は46．0％SiO2－

9．8％A1203－4．8％Ca0－1．2％Mg0－1．5％K20－32．0％Fe0－3．9％TiO2－2．3％MnOで珪酸

塩である。

またPhoto．21の4段目に鉄中非金属介在物の反射電子像（COMP）を示す。明暗2相を呈す

る非晶質の介在物のため、それぞれ定量債を測定した。4の番号をつけた明色部は40．0％Fe0

－24．9％TiO2－23．8％SiO2－5．4％A1203、5の番号をつけた暗色部は11．2％Fe0－5．1％TiO2

－61．4％SiO2－14．2％A1203であった。主に炉材に由来する成分（SiO2、A1203）と砂鉄に由

来する成分（FeO、TiO2）との比率の違いが色調差となって現れたものと判断される。

（6）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）63．47％に対して、金属鉄（Metallic Fe）が

23．04％と高く、酸化第1鉄（FeO）は21．81％、酸化第2鉄（Fe203）が33．57％の割合であった。

造淳成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は11．93％と低めで、このうち塩基性成

分（CaO＋MgO）は1．05％を含む。製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン（TiO2）は7．65％、

バナジウム（Ⅴ）は0．62％であった。金属鉄を多く残すのでチタン濃度は薄まる。また酸化マン

ガン（MnO）は0．76％である。さらに鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄

（S）0．05％、五酸化燐（P205）0．11％とあまり高くはなく、銅（Cu）は0．01％と低値であった。
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当試料はチタン含有量の高い砂鉄を、高温製錬して生じた合銑鉄淳に分類される。内側の

淳を包むように、表層が白鋳鉄で覆われている。操業中、炉外に淳を排出した折の派生物の

可能性が考えられる。

MY0－18：鉄塊系遺物

（1）肉眼観察：243gで細長く伸びた形状の鉄塊系遺物である。表面は比較的滑らかで、若干流

動状を呈する。非常に重量感があり、特殊金属探知機の特L（☆）で反応がある。鉄主体の遺

物であった。

（2）マクロ組織：Photo．19に示す。淳がほとんど固着していない、まとまりのよい鉄塊であった。

また試料表層部が高炭素域で自鋳鉄組織を呈するが、芯部はやや炭素含有量が低く共析組織

を呈する。

（3）顕微鏡組織：Photo．11①～⑤に示す。①は試料表層に固着する淳部である。白色針状結晶イ

ルミナイト、淡褐色片状結晶シュードブルーカイトないしルチルが晶出する。高温下で生じ

る砂鉄製錬淳の晶癖である。

②～⑤は金属鉄を5％ナイタルで腐食した組織である。②③は試料表層側の亜共晶組織自

鋳鉄～過共析組織部分、④⑤は内側の共析組織部分の拡大である。

（4）ピッカース断面硬度：Photo．11③⑤の金属組織の硬度を測定した。③の自鋳鉄組織部分の硬

度値は623Hv。⑤の共析組織部分の硬度値は276Hvであった。それぞれ組織にみあった値で

ある。

（5）化学組成分析：Table．2に示す。仝鉄分（TotalFe）61．11％に対して、金属鉄（Metallic Fe）は

15．88％、酸化第1鉄（FeO）13．58％、酸化第2鉄（Fe203）49．58％の割合であった。

造淳成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）1．83％と低値である。また製鉄原料の

砂鉄に由来する二酸化チタン（TiO2）は0．50％、バナジウム（Ⅴ）が0．02％と低値であった。酸

化マンガン（MnO）も0．04％と低い。淳の固着が僅かなことを反映した値となっている。さら

に鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）0．12％、五酸化燐（P205）

0．14％で、若干高値傾向を示す。銅（Cu）は0．01％と少ない。

当試料は砂鉄を高温製錬してつくられた鉄塊系遺物である。また鉄中の炭素含有量は偏折

が大きい。表層は亜共晶組成自鋳鉄であったが、芯部は炭素量が低く共析組織を呈する。

MY0－19：鉄塊系遺物

（1）肉眼観察：平面は不整ハート型を呈し表面滑らかな流動状で、板状を呈する銑鉄塊の側面端

部破片である。下面には微かに粉炭痕が残る。非常に重量感があり、特殊金属探知機の特L

（☆）で反応があり、金属鉄を遺存する。

（2）マクロ組織：Photo．20に示す。ほぼ全面、自鋳鉄組織の鉄塊である。なお内部には、中小の

気孔が多数散在する。

（3）顕微鏡組織：Photo．11⑥～⑧に示す。金属鉄を5％ナイタルで腐食した組織である。亜共晶

組成自鋳鉄組織を呈する。

（4）ピッカース断面硬度：Photo．11⑦⑧の自鋳鉄組織の硬度を測定した。⑦のパーライト組織の

硬度値は232Hv、⑧のレデブライトの硬度値は637Hvであった。それぞれ組織にみあった値

である。
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（5）化学組成分析：Table。2に示す。仝鉄分（TotalFe）72．34％に対して、金属鉄（Meta11ic Fe）

40．80％と高い割合であった。また酸化第1鉄（FeO）は15．16％、酸化第2鉄（Fe203）が

28．25％であった。造淳成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K2〇十Na20）は5．76％であるが、

試料表層の酸化土砂の影響が大きいと考えられる。製鉄原料の砂鉄に由来する二酸化チタン

（TiO2）は0．18％、バナジウム（Ⅴ）が0．01％低値であった。また酸化マンガン（MnO）も0．02％

と低い。さらに鉄製錬で生成鉄に移行すると悪影響を及ぼす元素は、硫黄（S）0．09％、五酸

化燐（P205）0．15％で、若干高値傾向を示す。銅（Cu）は0．01％と低値であった。

当試料は淳の固着のない鋳鉄塊であった。当遺跡で造られた流れ銑であろう。

MY0－20：木炭

送付された木炭5点のうち、重量の大きい2点を供試材に選択した。

MY0－20－1

（1）肉眼観察：広葉樹の環孔材である。炭化は良好で、菊割れが少量みられる。

（2）顕微鏡組織：Photo．12に示す。上段に木口面、下段左側に柾目、右側に板目面を示した。年

輪界に沿って大道管が並ぶ、広葉樹の環孔材である。また孔圏外の小道管は火炎状に分布す

る。以上の木炭組織の特徴から、当試料はコナラと推定される。

MY0－20－3

（1）肉眼観察：広葉樹の放射孔材である。炭化は良好で、菊割れはみられない。

（2）顕微鏡組織：Photo．13に示す。上段に木口面、下段左側に柾目、右側に板目面を示した。年

輪界が不明瞭で道管が放射方向に沿って並ぶ、広葉樹の放射孔材である。放射組織は単列の

ものと広放射組織とが混在する。以上の木炭組織の特徴から、当試料はアカガシの可能性が

高いと考えられる。

（3）性状調査：Table．3に示す。遺跡から出土する木炭は、通常埋蔵時の土砂に汚染されており、

固定炭素（F．C）が低く灰分が多い。汚染されていない木炭であれば、固定炭素（F．C）は通常

85％台であるものが57．45％に留まった。また灰分は2％以下が正常であるところが5．42％と

多く、発熱量も5760cal／gと低値であった。本来は7000cal／g程度、確保できるはずである。

なお揮発分は37．13％とこれも多い。鉄製錬で有害元素となる硫黄（T．S）は0．01％と低値で

あった。

以上の調査結果から、当遺跡では樹種の異なる複数の広葉樹材を燃料（還元剤）に用いてい

たものと推測される。

4．まとめ

操業年代が中世末～近世初期と推定される、著ケ原奥たたら跡から出土した製鉄関連遺物を調査し

た結果、次の点が明らかとなった。

く1〉当遺跡では、チタン（TiO2）含有率の高い砂鉄を製鉄原料に用いたと判断される。

また遺跡出土砂鉄（MY0－5、14）は久相川採取砂鉄（MY0－4）と比較すると、チタン含有率

が低いが、磁力選鉱の影響が現れている可能性が考えられる。

（遺跡覆土中から磁力選鉱で砂鉄を回収した場合、出土遺物中に熱影響の少ない砂鉄焼結塊

があれば、その化学分析値を参考に、原料砂鉄の成分を補正する措置が必要であろう。）
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〈2〉淳の鉱物組成は、チタン（TiO2）の割合が高い高温製錬で派生する晶出物主体の試料（MY0－

7、11、18）もあれば、鉄酸化物（FeOないしFe304）が残存する試料（MY0－9、16）までばら

つきがみられた。これにより製鉄炉内の温度や還元雰囲気は、操業回や炉の位置により、異

なっていたものと推測される。

なお流動淳（MY0－6、7）の化学組成をみると（Table．5）、淳の鉄分（仝鉄をFeOに換算）は

40％強であり、中国地方各地の中世～近世たたらと比較しても低い範疇に入る。このため当

遺跡での鉄歩留りはよかったと判断される。また、明治期以降のたたらの淳と成分を比較す

ると、銑押しのたたらで派生した淳と近似する（注10）。

〈3〉含銑鉄淳・鉄塊系遺物は、淳中にごく微細な金属鉄（フェライト単相）が散在するもの（MY0

－9）から、全面亜共晶組成自鋳鉄組織の鉄塊（MY0－11、19）までが確認された（Table．6）。

上述した淳の鉱物組成のばらつきと対応する結果となっている。

原料砂鉄の性状や、淳の化学分析をみると銑押しに近い生産が行われた可能性が高いと考

えられる。しかし今後も近接地城の中世～近世たたらの調査事例を蓄積しながら、慎重に検

討していく必要があろう。

（注）

（1）木下亀城・小川留太郎『岩石鉱物』保育社1995

チタン鉄鉱は磁鉄鉱とも固溶体をつくる。チタン鉄鉱と赤鉄鉱、または磁鉄鉱との固溶体

を含チタン鉄鉱　titaniferousironoreという。

（2）J．B．MacchesneyandA．Murau：AmericanMineralogist，46（1961），572

〔イルミナイト（Ilmenite：FeO・TiO2）、シュードブルーカイト（Pseudobrookite：Fe203・

TiO2）、ルチル（Rutile：TiO2）の晶出はFe－TiO2二元平衡状態図から高温化操業が推定さ

れる。〕

FeO lO　　20　　30　　40　　50　　60　　7（　80　90　1’iO2

C囲芝野避撃銅

FeOITiO2二元平衡状態圃

（3）黒田吉益・諏訪兼位『偏光顕微鏡と造岩鉱物［第2版］』共立出版株式会社1983　第5章

鉱物各論　E．磁鉄鉱（Magnetite）の記載に加筆

磁鉄鉱は広義のスピネル類に属し、FeO・Fe203の理想組成をもっているが、多くの場合

Tiをかなり多く含んでいる。（略）ウルボスピネル（Ulvospinel：2FeO・TiO2）と連続固洛体

をつくり、この固洛体の中間組成のものをチタン磁鉄鉱（Titanomagnetite）とよぶ。反射

顕微鏡下では磁鉄鉱は灰褐色、マグヘマイトは青灰色にみえる。
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